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1561年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Manoel de Vasconcellos｣
1561年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官代理｢Bastiao Machado｣(~1562.3)
1561年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(1回目~1565年)
1561年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣
1561年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ﾌﾟｳﾞｨﾗｼﾞｬ･ﾊﾟﾝﾀﾞﾗﾑ｣(~1565年)
1561年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ghiyasuddin Jalal Shah｣(~1563年死去)
1561年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧｰﾙ･ｼｬｰ3世｣(~1573年ﾑｶﾞｰﾙ帝国に支配される)
1561年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｰｼﾞｰ･ﾊｰﾝがｶｼﾐｰﾙにﾁｬｸ朝をおこす
1561年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾊﾝ｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの子(
  ~1583年)ﾌﾞﾊﾗに遷都
1561年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Mahmud Pasha｣(~1565年)
1561年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾋｼﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1566年)
1561年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国対立皇帝｢ﾀｽﾞｶﾛ･ｶﾙ･ﾔｺﾌﾞ｣(~7月)
1561年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｹﾞｰﾛ｣(~1563年)
1561年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾌｨﾝｹ･ﾃｨﾙ･ﾎﾟﾙｶﾗ･ｵｯﾌ･ｿﾈｽ｣(~1566
  年没)
1561年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1563年)
1561年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Johan2世｣(~15910929死去)､｢Edzard2世｣(~15990301死去)
1561年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ﾊｻﾝ･ｸｽﾄﾛ･ｱｶﾞ｣(~1562年9月)
1561年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊｻﾝ･ﾍﾞｲ｣(~1562年)
1561年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾙｳﾞｨﾑ1世｣(~1569年)
1561年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ国王ﾌｪﾘﾍﾟ2世､宮廷をﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞに移す/始めてｽﾍﾟｲﾝの首都が確定
1561年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Antonio de la Llama Vallejo｣(~1564年)
1561年 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||先住民ﾃｹ族､ｶﾗｶｽ族の反乱
1561年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｺﾛﾅﾄﾞ･ﾀﾞ･ｱﾅﾔ｣(~1564年)
1561年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞ総督(市長)｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾊﾞﾛﾝ･ｲ･ｱﾙﾎﾞﾚﾀﾞ｣(~1562年)
1561年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾛｰﾍﾟ･ﾃﾞ･ｱｷﾞｰﾚはｱﾏｿﾞﾝにﾃｨｴﾗ･ﾌｨﾙﾒ王国の樹立を宣言し,ｽﾍﾟｲﾝに対し反
  乱
1561年1月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1563年12月没)
1561年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｵﾛ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ｼﾞｳﾃﾞｨｽ･ｶﾙｳﾞｨ｣(~15610927在職中死
  去)
1561年1月9日-09:00|日本|島根県安来市|永禄3年12月24日|<死去>出雲･隠岐･伯耆･因幡･美作･備前･備中･備後
  国守護｢尼子晴久｣石見に侵入した毛利元就との防戦中に月山富田城内で倒れ急死/47歳/息尼子義久が家督を
  嗣ぐ
1561年1月16日-09:00|日本|長野県|永禄4年|<交替>信濃木曽谷領主｢木曾義康｣隠居⇒子の｢木曾義昌｣(⇒天正18
  (1590)年､下総阿知戸1万石に転封)
1561年1月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄4年|南都眉間寺を壊し多聞山城を築く
1561年1月16日-09:00|日本|山梨県富士吉田市|永禄4年|武田信玄､北口富士浅間神社東宮本殿を再建
1561年1月16日-09:00|日本|千葉県佐倉市|永禄4年1月|正木時茂､下総へ侵攻して原氏の臼井城を攻め取る
1561年1月16日-09:00|日本|千葉県千葉市緑区|永禄4年1月|正木時茂､下総へ侵攻して原氏の生実城を攻め取る
1561年1月16日-09:00|日本|福井県|永禄4年1月|<大飯･見方争乱>国吉城主･栗屋勝久と砕導山城主･逸見昌経勢
  が武田義統から離反
1561年1月22日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｱﾛﾝｿ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ｣(~
  1564年)
1561年1月22日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄4年1月7日|<結城城合戦>小田氏治は佐竹義昭･小山秀綱と共に7
  千の軍勢で結城城を攻撃､結城晴朝に勝利
1561年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｵﾙﾚｱﾝの寛容王令｡母后ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの融和政策｡司法､警察及び教会
  制度に関する改革案
1561年1月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国宰相ﾊﾞｲﾗｰﾑ･ﾊｰﾝがﾒｯｶ巡礼の途次ﾊﾟｰﾀﾝで殺害される
1561年1月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ､ｵﾙﾚｱﾝの｢全国三部会｣を解散させる｡三部会解散前､各地の高
  等法院に宗教上の理由で拘置されている人々を釈放させる
1561年2月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬｸﾞﾗ･ﾍﾞﾗｽｹｽ｣(4回目~15630622)
1561年2月2日-09:00|日本|  ||永禄5年5月19日|<死去>北向道陳(59歳)茶人
1561年2月11日-09:00|日本|長野県北安曇郡|永禄4年1月27日|安曇郡の西牧氏が武田に謀反を起こし討ち取られ
  る
1561年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ公･ﾙﾃﾙ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ1世｣
1561年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公･ﾙﾃﾙ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ2世｣(~1563年)､｢ｼﾞｬｯｸ｣(~1564年)
1561年2月14日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄4年2月|中島城板倉弾正重定･板倉三次郎重宗･板倉主水重茲､松
  平好景に攻められ､筑手岡城に立ち退く
1561年2月14日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年2月|<東条城合戦>松平元康自ら東条城を攻めたが､吉良義昭
  はよく戦い､東条の城は落ちなかった
1561年2月14日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄4年2月|<交替>古河公方｢足利義氏｣⇒｢足利藤氏｣(~永禄5(1562)
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  年)
1561年2月14日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄4年2月|長尾景虎が関東公方の在所である足利義氏の本拠地･古
  河御所を制圧
1561年2月14日-09:00|日本|岐阜県不破郡垂井町|永禄4年2月|<垂井合戦>斎藤義龍､浅井長政に勝利
1561年2月14日-09:00|日本|佐賀県嬉野市|永禄4年2月|後藤貴明､塩田の領主原直景を降す
1561年2月14日-09:00|日本|滋賀県長浜市|永禄4年2月|浅井賢政(長政)､横山城築城
1561年2月14日-09:00|日本|福島県会津若松市|永禄4年2月|<会津争乱>蘆名氏方と富田義実､蘆名盛氏に謀反/蘆
  名盛氏､謀反を鎮圧
1561年2月14日-09:00|日本|福島県会津若松市|永禄4年2月|<交替>陸奥黒川領主｢蘆名盛氏｣隠居⇒嫡男｢蘆名盛
  興｣(~天正2年6月5日(15740712)病死)
1561年2月15日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄4年2月2日|武田信玄､小幡信貞に協力し,上州国峰城奪回/
  城主小幡景純(兄重貞を追い､城主となる)､自刃
1561年2月19日-09:00|日本|愛知県大府市|永禄4年2月6日|松平元康が叔父の水野信元と横根村で交戦
1561年2月20日-09:00|日本|愛知県大府市|永禄4年2月7日|<第3次石ヶ瀬の戦い>松平元康が叔父の水野信元と石
  ヶ瀬川岸で交戦
1561年3月8日-09:00|日本|東京都八王子市|永禄4年2月23日|上杉景虎が北条氏康の小田原城攻略のために上野･
  赤石に進撃/北条氏康は武蔵の滝山城に入って防戦勝敗つかず
1561年3月13日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄4年2月28日|三河･松平元康､織田信長と講和/元康は､今川氏真と
  断交し､三河平定に着手
1561年3月16日-09:00|日本|滋賀県長浜市|永禄4年3月|<佐和山城合戦>近江･六角義賢､浅井賢政の美濃侵略に乗
  じて佐和山城を攻略｡賢政美濃より撤退し回復
1561年3月17日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄4年3月2日|長尾景虎派太田資正､武蔵松山城を落とす
1561年3月28日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄4年3月13日|長尾景虎は相模国の小田原城総攻撃を開始､城
  の四門の一つ蓮池口へ攻め寄せたが撃退される/小田原軍は小磯の越軍の前衛と大磯の本営に夜襲をかけたが
  敗北
1561年3月29日-09:00|日本|神奈川県秦野市|永禄4年3月14日|<合戦>北条家臣大藤式部が長尾景虎勢と相模大住
  郡大槻に戦い被害を与える
1561年3月30日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶﾆｪﾃ侯ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣
1561年3月31日-09:00|日本|茨城県筑西市|永禄4年3月16日|常陸国の小田方の部將宍戸安芸守四郎道胤入道は下
  総国の結城方真壁郡海老ヶ島城主佐野出羽守を攻め破って攻略し､宍戸入道は更に真壁郡の下妻を攻め豊加美
  村の古沢に於て多賀谷政経と戰って敗北
1561年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1561年4月2日-09:00|日本|大阪府岸和田市|永禄4年3月18日|<死去>岸和田城主｢十河一存｣(三好長慶の弟)病死(
  30歳)
1561年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｶﾄﾘｯｸ｢三頭政治｣始まる①ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜ②ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ③ｻﾝ･ﾀﾝﾄﾞﾚ(ｱﾙﾎ
  ﾞﾝ元帥)
1561年4月6日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄4年3月22日|<佐和山城の戦い>六角義賢に佐和山城を攻められた
  浅井長政配下の磯野員昌が見事な大返しで美濃から帰還､磨針峠まで進出/六角義賢はすでに城兵を打ち破っ
  て本丸に侵入し事実上佐和山城を落城させていたが急きょ全軍撤退
1561年4月15日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|永禄4年閏3月|尾張国村木村の八幡宮の社殿が建立される
1561年4月17日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾆｴｳﾞｧ伯ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ･ｲ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~15640220没)
1561年4月18日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄4年閏3月4日|<第一次小田原城包囲>終結/長尾景虎が小田原
  城の包囲を解く
1561年4月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｼｬﾙﾙ9世勅令｢夫々の住居内で門を閉ざして自由に祈る自由｣を付与.三頭
  政治に抗して改革派政策をとる
1561年4月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永禄4年閏3月中旬|上杉謙信:北条氏繁と玉縄城攻略戦勝敗つかず
1561年4月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永禄4年閏3月16日|<交替>関東管領｢上杉(山内)憲政｣退任⇒｢上杉
  政虎(景虎から改名)｣鶴岡八幡宮社前で相続(~天正6(1578)年3月13日死去)
1561年4月30日-09:00|日本|埼玉県行田市|永禄4年閏3月16日|成田長泰､上杉陣営から離反/これにより上杉軍は
  瓦解し関東遠征は失敗に終わる
1561年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ国王ﾌｪﾘﾍﾟ2世が宮廷をﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞに移す
1561年5月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Karl1世｣
1561年5月14日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄4年4月|上杉政虎が越後へ帰還の途中で北条方の松山城を占領
  ､上杉憲勝を城主に置く
1561年5月14日-09:00|日本|長野県上水内郡信濃町|永禄4年4月|武田信玄は北条氏支援のため北信濃に出兵し､
  謙信の属城割ヶ嶽城を落とした(第四次川中島の戦いの前哨戦)
1561年5月16日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄4年4月3日|<梅坪城の戦い>織田信長が西三河へ侵攻.今川方の梅
  ヶ坪城(三宅氏)を攻撃.また伊保城､矢久佐(八草)城､加治屋村などを攻撃/織田方前野長兵衛義高討死
1561年5月19日-09:00|日本|岡山県高梁市|永禄4年4月6日|<移転>備中成羽(鶴首城)領主｢三村家親｣⇒備中松山(
  ~永禄9年2月5日(15660224)暗殺される)
1561年5月24日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄4年4月11日|<牛久保城の戦い>松平元康軍､牛久保城を攻める(松
  平元康の今川氏からの自立がはじまる).今川方真木兵庫助重信討死/夜､牧野平左衛門入道父子､松平軍に与す
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1561年5月25日-09:00|日本|島根県大田市|永禄4年4月12日|毛利軍,石見国銀山の山吹城を攻撃するが敗退
1561年5月28日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄4年4月15日|三河･菅沼一党､松平に属し､今川に反す
1561年5月28日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年4月15日|<善明堤の戦い(三河国)>三河国において松平元康と
  吉良義昭との間で起った戦い/吉良義昭は富永忠元に数百騎を授け酒井忠尚の守る上野城を攻めさせた.家康
  から指示を受けた好景は康忠と嫡男伊忠を出動させ深溝城へ戻った.その隙を突いて吉良義昭は中島城を攻め
  た.好景はすぐに留守の一族･家臣僅か50余騎を率いて中島へ向かい散々に敵を蹴散らした後､敗走する吉良軍
  を追撃/吉良方の忠元は軍を返し吉良軍を追撃する好景をさらに追撃し好景の退路を断った/吉良領で好景等
  は伏兵に行く手を遮られ吉良勢に囲まれ好景はじめ一族の者21人､家臣等34人全員倒れた
1561年6月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがｴｽﾄﾆｱを併合
1561年6月7日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|永禄4年4月25日|<田峯城の戦い>田峯菅沼刑部貞吉を囲む.大
  原肥前守資良が､新城菅沼小法師を攻める時､菅沼伊賀守定勝､一族と共にこれを防ぎ敵兵松井兵右衛門を討取
  る.菅沼定氏､今川方斥候鈴木甚兵衛を伝随山に討取る.菅沼定氏､敵兵倉川弥八郎を討取る
1561年6月13日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄4年5月|織田信長:挙母(愛知県豊田市)の中条氏を屈服させ,高橋
  荘一円を自領とした
1561年6月13日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年5月|<西尾城の戦い>東条吉良氏の一門荒川義広の内通により
  岡崎の松平元康は酒井正親の軍勢をもって西尾城(牧野成定)を攻め,成定は城を脱して牛久保へ戻った/酒井
  正親は西尾城を接収
1561年6月13日-09:00|日本|岡山県高梁市|永禄4年5月|三村家親が尼子方の備中松山城を攻撃して占領
1561年6月13日-09:00|日本|滋賀県長浜市|永禄4年5月|<改名>近江小谷領主｢浅井賢政｣､平井氏娘と離縁⇒｢浅井
  長政｣
1561年6月13日-09:00|日本|鳥取県|永禄4年5月|<死去>因幡国守護代(但馬天神山城主)｢山名棟豊｣⇒因幡国守護
  ｢山名豊数｣が家督を継ぐ(~永禄6(1563)年4月3日失領)
1561年6月16日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄4年5月4日|今川家の重臣朝比奈助十郎､宇利城を攻め入る
1561年6月18日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄4年5月6日|攝津･三好長慶と細川晴元､和睦.細川晴元は摂津富田
  普門寺に幽閉
1561年6月19日-09:00|日本|長野県大町市|永禄4年5月7日|武田信玄､信州安曇の森城(仁科盛政)攻略｡盛政は自
  害｡5男の五郎晴清を仁科姓を継がせる｡仁科五郎盛信
1561年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1561年6月23日-09:00|日本|岐阜県|永禄4年5月11日|<死去>美濃領主｢斎藤義龍｣35歳⇒子の｢斎藤龍興｣が継ぐ(~
  永禄10(1567)年8月15日失領滅亡)
1561年6月25日-09:00|日本|岐阜県大垣市|永禄4年5月13日|<第3次森部合戦>織田軍西美濃に侵攻､墨俣を占拠
1561年6月26日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|永禄4年5月14日|肝付兼続が廻城を奪取して島津貴久と本格的に敵
  対し竹原山の戦いで貴久の弟･忠将を討ち取って大勝
1561年6月26日-09:00|日本|岐阜県安八郡安八町|永禄4年5月14日|<森辺の合戦>斎藤龍興が侵入してきた織田信
  長と美濃森辺(部)で戦うが､長井甲斐守･日比野下野守ら有力武将を失い敗れる
1561年6月29日-09:00|日本|長野県上水内郡信濃町|永禄4年5月17日|(4月~)武田信玄は北条氏支援のため北信濃
  に出兵し謙信の属城割ヶ岳城を落とす
1561年7月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|永禄4年5月23日|<十四条の戦い>齊藤龍興は稲葉山城から軍勢を繰り
  出し稲葉山城の西方の十四条に布陣.信長も墨俣砦から打って出て十四条で合戦となったが敗戦/この戦いで
  一族の織田信益が討たれている
1561年7月5日 11:00|日本|岐阜県大垣市|永禄4年5月23日|<軽海の戦い>織田勢は軽海まで後退し斎藤勢もそれ
  を追撃したため夜になってからここでも戦闘があったが闇も深くなったため斎藤勢が稲葉山城に兵を退いた/
  信長は翌朝まで軽海に留まったがのちに墨俣に戻り､さらには清洲城に帰城
1561年7月10日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄4年5月28日|<富永口の戦い>牛久保衆をふくむ今川軍諸隊は富永
  口に出撃､松平軍と交戦したが敗退
1561年7月10日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年5月28日|<西尾城(西尾市錦城町)の戦い>荒川甲斐守義広､酒
  井正親を八ｯ面城に引入れる/酒井正親､西尾城(西尾市錦城町)牧野右馬允成定を攻め､成定は牛久保城(豊川市
  牛久保町)に撤退
1561年7月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾﾐｽﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~15650628)
1561年7月11日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄4年5月29日|松永久秀､小泉城を攻略/小泉重順ら自害
1561年7月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､国務会議､改革派の集合と宣教を禁止
1561年7月13日-09:00|日本|岐阜県大垣市|永禄4年6月|信長が美濃へ侵攻､大垣まで侵攻して墨俣砦を占領/斎藤
  軍が墨俣砦へ進軍､信長は交戦するが一度退却.再度交戦し､池田恒興･佐々成政の活躍により織田軍が勝利
1561年7月13日-09:00|日本|福井県|永禄4年6月|<若狭高浜の戦い>丹波の内藤宗勝･逸見氏が若狭高浜で朝倉･若
  狭武田軍に敗北
1561年7月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢ﾙｲ｣
1561年7月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢Louis de Bourbon｣(~15820923死去)
1561年7月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||｢ﾅｳﾞｧﾙ女王｣ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚ､自領ﾌﾗﾝｽ南西部のﾍﾞｱﾙﾝの公式宗教を新教(ﾌﾟﾛﾃ
  ｽﾀﾝﾄ)に決定
1561年7月23日-09:00|日本|岡山県岡山市|永禄4年6月中旬|宇喜多直家､金川城主松田元賢属将の備前上道郡龍
  の口城(城主穢所元常)を討つ
1561年7月25日-08:00|中国|  ||明･嘉靖40年6月14日|寧夏､中寧地震(M7.3)死者5000人



1570迄(1937件)

1561年7月28日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年6月16日|酒井正親が牧野貞成の三河西尾城を陥し城主となる
1561年7月31日-09:00|日本|愛知県丹羽郡大口町|永禄4年6月19日|織田信長､斎藤龍興と結んだ織田信清の於久
  地を攻撃/信長御小姓衆の岩室長門守､戦死(桶狭間出撃の際､信長にいち早く随従した人物)
1561年7月31日-09:00|日本|福井県|永禄4年6月19日|若狭･武田義統の将粟屋勝久､丹波の松永長頼と図り､義統
  を攻撃｡朝倉義景の援軍に敗れる
1561年8月2日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆｰﾈｽ男爵ﾗｰｽ･ｲｳﾞｧﾙｿﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ｽﾞ･ｽﾝﾄﾞﾎﾙﾑ
  ｣(~15620227没)､総督代行｢ｸﾗｳｽ･ｸﾘｽﾃｨｴﾙﾝ･ﾎﾙﾝ･ﾌﾘﾍﾚ･ｱﾌ･ｱﾐﾝ｣(~同月)
1561年8月2日-09:00|日本|愛知県丹羽郡大口町|永禄4年6月下旬|織田信長､織田信清の支配下にある尾張小口城
  を攻撃するが敗れる
1561年8月2日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄4年6月21日|上野国の国峯城主小幡図書助は上杉政虎の援
  を得て､同国小幡城主小幡尾張守信定が養療の爲め草津に湯治中の留守に乗じて不意に之れを襲い攻略/小幡
  信定は甲斐国武田晴信を頼り其の麾下に属す
1561年8月8日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国元首｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾟﾚ･ﾄﾞ･ｷｬｽﾃﾗ｣(~15710201)
1561年8月9日-09:00|日本|新潟県上越市|永禄4年6月28日|上杉政虎は上野国の厩橋城より越後国春日山城に帰
  国する
1561年8月11日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄4年7月|松平元康が独立したことで､今川氏真は吉田城の小原鎮
  実に､松平家についた国衆から預かった人質を処刑するよう命じる.人質は山家三方衆(田峯菅沼氏･長篠菅沼
  氏･作手奥平氏)､野田菅沼氏の人質など11～14名で､処刑は城下の吉田山龍拈寺で行われた
1561年8月11日-09:00|日本|島根県江津市|永禄4年7月|福屋隆兼､毛利氏に対して謀叛して尼子氏に従属
1561年8月11日-09:00|日本|滋賀県米原市|永禄4年7月1日|<太尾城合戦>箕浦城主今井定清は佐和山城主磯野丹
  波守の加勢を得て六角方に奪われていた太尾城を奪還すべく夜襲を試み忍の者と田辺式部が密かに城中に侵
  入し火の手をあげそれを合図に本丸二の丸を一挙に攻める手はずが数時間遅れたため焦った今井定清は誤っ
  て磯野の兵に討たれた
1561年8月16日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄4年7月6日|<長沢戦い>松平元康が牛久保攻めの帰りに今川方糟
  谷善兵衛と小原藤十郎の守る長沢の城を山路が狭く険しいことから軍勢を二手に分け攻め落とした
1561年8月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣2度目の結婚
1561年8月22日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|永禄4年7月12日|<合戦>島津貴久が大隅廻城を攻め､島津貴久の弟
  忠将(42)が戦死するが城は落とす
1561年8月25日-09:00|日本|福岡県田川郡香春町|永禄4年7月15日|大友軍は､香春岳城の各砦を落とし､本丸にい
  た原田義種は自害
1561年9月2日-09:00|日本|大阪府岸和田市|永禄4年7月23日|畠山高政を総大将に､安見宗房､遊佐信教､根来衆1
  万兵で岸和田城を取り囲んだ
1561年9月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾚﾄﾞﾝﾄﾞ伯ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~15640219)
1561年9月7日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄4年7月28日|<将軍地蔵山の戦い(山城国)>細川晴之･六角義
  賢と三好義興･松永久秀が勝軍地蔵山で戦い細川･六角連合軍が勝利
1561年9月8日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄4年7月29日|<野田城合戦>飯尾豊前守･大原資良､牛久保･二連木･
  伊奈等を率い､伊賀忍び先導に野田城･菅沼定盈･援軍西郷元正を夜襲/菅沼定盈和議を乞い､城明け渡して西郷
  高城砦に引く/大原資良､新城菅沼定忠攻め､松井兵右衛門･鈴木甚平･稲垣十郎左衛門･倉川弥八郎討死.野田城
  に退く
1561年9月10日-09:00|日本|愛知県|永禄4年8月|<解任>尾張国守護｢斯波義銀｣吉良･石橋家と謀って河内の服部
  左京助の手筈で海上より駿河軍を招こうとしたため織田信長により追放
1561年9月10日-09:00|日本|長崎県平戸市|永禄4年8月|<宮ﾉ前事件>肥前平戸の七郎ﾉ宮の門前､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ商人ﾌｪﾙﾅ
  ﾝﾃﾞｽら13人と日本人1人が綿布の取り合いでｲｻﾞｺｻﾞ.そこに松浦家臣伊藤甚三郎が通りかかり,ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽらは伊
  藤に斬られると勘違いして襲いかかる.伊藤は13人を斬る
1561年9月10日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年8月1日|大友義鎮が豊前門司城を陸からは吉弘加兵
  衛尉の一万五千で､海からはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船の砲撃で総攻撃
1561年9月12日-09:00|日本|愛知県|永禄4年8月3日|木下藤吉郎(25)､織田家弓衆浅野又右衛門長勝の養女おね(
  実父杉原定利)の入婿となる
1561年9月18日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄4年8月9日|鵜殿長照､岡崎勢と戦い､即切崩し随分の敵8人討ち取
  る
1561年9月24日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|永禄4年8月15日|逸見昌経,朝倉･武田氏の攻撃を受け高浜城よ
  り退却
1561年9月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｵﾛ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ｼﾞｳﾃﾞｨｽ･ｶﾙｳﾞｨ｣
1561年9月29日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄4年8月20日|長沢城糟谷宗益･小原鎮宗､松平信一･石川家成に攻
  められる/徳川方高木広正､敵兵鵜川権蔵を討取る/徳川方渡辺守綱､小原鎮宗を討取る
1561年10月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事代理｢Alonso de Llarena｣(2期目~
  1562年)
1561年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴｰﾙ･
  ﾊﾟｵﾛ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1561年10月3日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄4年8月24日|三河･松平元康､今川属城･長沢城(糟谷善兵衛)を攻
  略
1561年10月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾞﾁｽﾀ･ｼｶﾗ･ｿﾞｱｸﾞﾘｵ｣(~15631004)
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1561年10月9日-09:00|日本|福岡県田川郡香春町|永禄4年9月|毛利軍は､大友方志賀鑑隆が守る香春岳城攻略/大
  友の城将志賀常陸介らは､城を捨て豊後へ退却
1561年10月10日-09:00|日本|福岡県飯塚市|永禄4年9月2日|<門司城合戦>戸次鑑連､田原親賢､臼杵鑑速らは､和
  布刈神社近くの城下まで進出して筑前城山城(宗像氏貞･毛利方)を攻撃
1561年10月12日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄4年9月4日|<大塚城戦い>今川軍､大塚城の岩瀬吉右衛門を攻め
  る/千賀与五兵衛戦功｡徳川方稲垣林四郎氏連､敵二人討取るが鵜殿新平により討死
1561年10月15日-09:00|日本|広島県東広島市|永禄4年9月7日|平賀広相,大檀那として,賀茂郡高屋福岡八幡宮の
  社殿を造立
1561年10月17日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄4年9月9日|吉良義昭に属す鵜殿長祐､宝飯郡形原城を攻めて､数
  ヶ所の手傷を負いながら奮戦
1561年10月18日-09:00|日本|長野県長野市|永禄4年9月10日|<第四次川中島の戦い>上杉政虎は波状攻撃で武田
  晴信軍に襲いかかった/武田軍は鶴翼の陣を敷いて応戦したものの､信玄の弟の武田信繁や山本勘助､諸角虎定
  ､初鹿野忠次らが討死するなど､劣勢､手薄となった信玄の本陣に政虎が斬り込みをかけた/武田別働隊の到着
  によって上杉軍は挟撃される形となり形勢不利となった政虎は､兵を引き犀川を渡河して善光寺に敗走､越後
  国に引き上げた/この戦による死者は､上杉軍が3000余､武田軍が4000余
1561年10月19日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄4年9月11日|<五本松城の戦い>宇津山城主朝比奈泰光･西郷正勝
  の弟西郷照員､五本松城西郷正勝ら70人を夜討し討取る.月ヶ谷城主西郷元正14人駈け付け討死/夜､菅沼定盈､
  西郷に築いた砦を攻めてきた牧野清定･牧野成定を防ぐ
1561年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||僧侶､身分､国庫への財政的援助に同意ﾎﾟﾜｼｰ協定が成立
1561年10月21日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄4年9月13日|<藤波畷合戦>松平元康､東条城を開城.吉良義昭は
  降伏.西三河を平定
1561年10月21日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄4年9月13日|<川上峡合戦>竜造寺隆信の挑戦状を受け取った神
  代勝利は､川上へ出陣し合戦､裏切りが出たため神代勝利は竜造寺の追ってを振り切り､波佐見へと逃亡
1561年10月21日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年9月13日|<第四次門司城の戦い>小早川隆景は､堀立
  壱岐守の手勢や豊後守護代杉氏の一族の軍800を決死隊として関門海峡を渡らせ､大友軍の包囲網を切り崩し
  て門司城に入らせた/隆景は児玉就方に命じ､安芸河の内水軍数十艘で豊筑沿岸を襲撃させ､大友軍の背後を撹
  乱させた/大友軍は､豊前沼の毛利軍支隊を襲撃するが大勢に影響せず
1561年10月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱｷﾞﾚ,ﾍﾟﾙｰ征服を唱え,ﾈｸﾞﾛ川からｵﾘﾉｺに入るが,ﾊﾞﾙｷｼﾒｰﾄの決戦に敗
  れ敗死
1561年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|永禄4年9月22日|絵師･土佐光茂が正親町天皇筆の般若心経に金銀泥
  絵を描く
1561年11月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Bernaldez de Quiros｣(1期目~1562
  0903)
1561年11月4日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾃﾞｨｵｺﾞ1世ﾝｸﾝﾋﾞ･
  ｱ･ﾑﾌﾟﾃﾞｨ｣
1561年11月4日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ2世ﾑﾍﾟﾝﾊﾞ･
  ｱ･ﾝｼﾞﾝｶﾞ｣(~12.1没)
1561年11月5日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|永禄4年9月28日|織田信長が､美濃堂洞城の斉藤方岸勘解由ら
  を攻め､これを落とす
1561年11月7日-09:00|日本|千葉県香取市|永禄4年10月|安房里見家の重臣である上総勝浦城主･正木時忠は下総
  国に乱入すると､千葉氏の城を次々に落として香取郡小見川富田台に陣取って周辺地域を襲う
1561年11月11日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄4年10月5日|北条氏康､武田信玄に応じ､松山城を攻める
1561年11月16日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年10月10日|明神尾の激戦/浦宗勝､児玉就らは毛利水
  軍を率いて門司沿岸に上陸､大友軍と激突/宗勝と大友側の将､伊美弾正が一騎討ちを演じ､宗勝の勝利で決着
1561年11月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾖﾊﾈ2世専制候｣(簒奪者~15631109没)
1561年11月28日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ｺﾞｯﾄﾊﾙﾄ･ｹﾄﾗｰ｣(~15870517､死去)
1561年11月28日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄4年10月22日|<島田城の戦い>島田城菅沼刑部定直を､今川方奥
  平監物丞貞能攻める/奥平貞能の家臣黒谷半六郎､奥平助次郎包久と相打ち､奥平兵藤五郎太夫は菅沼氏被官一
  人討取る
1561年11月30日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|永禄4年10月24日|古橋重次ら､尾張国広井八幡社の社殿を建
  立
1561年11月30日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄4年10月24日|伊東義祐勢(平良兼賢ら)､飫肥長善寺の北原勢を
  討滅
1561年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｱﾝﾌﾞﾛｰｽﾞ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣先代の弟(~15900221死去)
1561年12月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ2世ﾑﾍﾟﾝﾊﾞ･
  ｱ･ﾝｼﾞﾝｶﾞ｣
1561年12月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ1世｣(~15
  670410没)
1561年12月2日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年10月26日|<第四次門司城の戦い>大友軍の再度の門
  司城総攻撃｡和布刈神社の裏手から門司山麓に迫った大友軍は､臼杵､田原､戸次､斎藤､吉弘という大陣容で攻
  め､臼杵鑑速と田原親賢らの鉄砲隊が小早川勢に射ち込み損害を与えたが､城を落とすことは出来ず日没とな
  り､大友軍は大里まで引き上げた
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1561年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Joachim1世｣ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候国へ統合
1561年12月7日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|永禄4年11月|尾張国村木村の八幡大菩薩社の社殿が建立され
  る
1561年12月11日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年11月5日|大友義鎮が豊前門司城から撤兵
1561年12月11日-09:00|日本|福岡県京都郡苅田町|永禄4年11月5日|毛利元就が豊前松山城を攻略
1561年12月12日-09:00|日本|島根県大田市|永禄4年11月6日|福屋隆兼,毛利氏に叛き,石見国福光城を攻める/毛
  利元就,同国河本に発向.隆兼敗走
1561年12月12日-09:00|日本|福岡県|永禄4年11月6日|小早川隆景は水軍衆を引き連れ､撤退中の大友軍に打撃を
  与えた/毛利軍は松山城と香春岳城ら北豊前の諸城を占領
1561年12月14日-09:00|日本|神奈川県三浦市|永禄4年11月8日|里見義弘が水軍を率いて北条領相模三浦に攻め
  寄せる
1561年12月17日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄4年11月中旬|武田信玄上野に入り和田城攻略､高田氏降伏させ
  る
1561年12月24日-09:00|日本|群馬県富岡市|永禄4年11月18日|武田信玄､上野に侵攻し､高田城を攻略し､倉賀野
  城を包囲する
1561年12月26日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄4年11月20日|武田信玄が碓氷峠を越え上野甘楽郡国峰城
  を攻略
1561年12月30日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄4年11月24日|<将軍地蔵山の戦い>松永久秀､勝軍地蔵山･
  神楽岡を攻め､六角義賢に与する永原重澄･薬師寺兄弟･柳本兄弟らを討つが六角軍弓隊の一斉射撃を受け､多
  数の死傷者を出し敗走
1561年12月30日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄4年11月24日|武田信玄が上杉方の国峰城を攻撃､占領.国
  峰城に小幡憲重･信実(小幡信真)父子を復帰させる
1562年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Antonio Pais｣(~1564.4死去)
1562年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ｱﾕﾀﾔとﾗﾝｻﾝ間で対ﾋﾞﾙﾏ盟約がなる
1562年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾗｰﾙ王国(ｲﾏｰﾄﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝)ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞﾙﾊｰﾝ･ｲﾏｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1574年)
1562年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<建国>ﾂｧﾌﾙ(1725年頃からｲﾘｽ)ｽﾙﾀﾝ国
1562年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝宰相｢ﾐｰﾙ･ｼｬﾘﾌ･ｼﾗｼﾞ｣(~1566年)
1562年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾀﾞｰｳﾞｨｯｼｭ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1596年)
1562年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~1564年)
1562年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼﾅﾝ･ﾍﾞｲ｣(~1564年)
1562年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Miguel de Meneses｣(~1563年)
1562年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Jean4世 de Brosse｣(~1564年死去)
1562年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~15700111死去)
1562年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Diego de Aguila y Toledo｣(~15
  68年)
1562年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Pedro de Ponte｣(~同年)⇒｢Armenter
  os de Paz｣(~1565年)
1562年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒｽｷｰﾀ･ﾍﾟﾚｽﾄﾚﾛ｣⇒｢ｼﾞｮｱﾝ･ｳﾞｧｽﾞ･ﾃﾞ
  ･ｱﾙﾏﾀﾞ･ﾌｧﾙｶﾝ｣
1562年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾙﾎﾟｲﾑ｣(~1566
  年)
1562年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｾﾛﾝ(3回目)｣(~1564年)
1562年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞとｺｽﾀﾘｶの市長｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｺﾛﾅﾄﾞ･ﾀﾞ･ｱﾅﾔ｣(~1565年没)
1562年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｲﾊﾞﾗがﾒｷｼｺ北部のﾇｴﾊﾞ･ﾋﾞｽｶﾔの征服に着手
1562年1月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ･ﾗﾊﾞｺﾞ･ｲ･ｱﾆｪｽ｣(~11月)
1562年1月1日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄4年11月26日|小早川軍,門司表で大友軍を破る
1562年1月2日-09:00|日本|埼玉県本庄市|永禄4年11月27日|上杉政虎､生野山(生山)の戦い/北条氏康軍に敗れる
1562年1月5日-09:00|日本|  ||永禄4年12月|<雲芸和議>毛利氏と尼子氏､足利義輝の斡旋を受け和睦
1562年1月5日-09:00|日本|  ||永禄4年12月|<改名>関東管領･越後国主｢上杉政虎｣⇒｢上杉輝虎｣
1562年1月5日-09:00|日本|  ||永禄4年12月|上杉輝虎軍の成田長康､佐野昌綱､小山高朝､小田氏治等が叛いて北
  條氏康に応ず
1562年1月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正治4年12月|<死去>莫朝(大越)第4代皇帝｢宣宗莫福源｣
1562年1月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･光宝8年12月|<即位>大越莫朝5代皇帝｢英祖莫茂洽｣(~15921228死去)
1562年1月14日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄4年12月10日|<第二次唐沢山城の戦い(下野国)>上杉謙信は唐沢
  山城の佐野盛綱を攻めたが落とせず冬になると厩橋城に引き上げた
1562年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ摂政政府は､宮廷内の党派争いに扇動された地方の無秩序を抑えるべく､ｻ
  ﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ勅令(1月勅令)を発した/反乱を回避するためにﾕｸﾞﾉｰに譲歩をし､城壁外および屋内での礼拝を容認
1562年1月19日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄4年12月15日|武田晴信が北條氏康と倶に上野国の倉賀野城を攻
  め上杉方｢倉賀野直行｣が防衛勝利
1562年1月25日-09:00|日本|鹿児島県|永禄4年12月21日|島津氏と肝付氏の間に一旦和議が成立
1562年1月29日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄4年12月25日|飯盛山城の支城となっていた三箇城の城主･三好政
  成が畠山軍の武将･宮崎隠岐守の奇襲にあい､討ち死に落城
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1562年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(⇒15620207兼初代ﾏｰ伯~15700111死去)
1562年2月3日-09:00|日本|鹿児島県|永禄4年12月30日|島津氏､飫肥と志布志を伊東方に割譲
1562年2月4日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|永禄5年|肝付兼続が日向国志布志城(島津忠朝)を攻略し肝付氏の
  最大領土を形成
1562年2月4日-09:00|日本|島根県雲南市|永禄5年|毛利元就に出雲三刀屋城(三刀屋久扶)が降る
1562年2月4日-09:00|日本|島根県松江市|永禄5年|毛利元就が出雲洗骸城築城
1562年2月4日-09:00|日本|千葉県|永禄5年|<交替>安房国主｢里見義堯｣隠居⇒｢里見義弘｣(~天正6年5月20日(157
  80705)死去)
1562年2月4日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄5年|波多信時が壱岐国分天満祠[芦辺町]を再建
1562年2月4日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄5年|文明和上が妙喜山源長寺を布城[立石南触]に開く
1562年2月4日-09:00|日本|兵庫県揖保郡太子町|永禄5年|播磨国斑鳩寺三重塔再建
1562年2月4日-08:00|中国|  ||明･嘉靖41年|明で鄭若曾の｢籌海図編｣が完成
1562年2月4日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･淳福1年|大越莫朝･淳福と改元(-1565)
1562年2月4日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄5年1月|延兼山妙立寺(湖西市吉美)の塔中樽栄坊から出火し､大明
  ･円行2坊と宝蔵が全焼
1562年2月4日-09:00|日本|島根県邑智郡邑南町|永禄5年1月1日|<余勢城合戦>毛利元就､多胡辰敬に勝利/多胡辰
  敬は自害
1562年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣初代ﾏﾘ伯(~15700111死去)
1562年2月18日-09:00|日本|愛知県|永禄5年1月15日|織田信長･松平元康が清洲城で会見/清洲同盟と呼ばれる盟
  約が成立
1562年2月25日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄5年1月22日|北原兼孝､北原旧臣の平良兼賢と伊東家臣の長倉
  祐政により飯野城より誘き出されて殺害された
1562年2月26日 10:00|日本|大阪府大阪市中央区|永禄5年1月23日|夜､石山本願寺の寺内町で大火が起こり二千
  軒余が焼失/堂舎は火を逃れる
1562年2月27日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆｰﾈｽ男爵ﾗｰｽ･ｲｳﾞｧﾙｿﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ｽﾞ･ｽﾝﾄﾞﾎﾙ
  ﾑ｣
1562年2月27日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾝﾘｯｸ･ｸﾗｯｿﾝ･ﾎﾙﾝ･ｽﾞ･ｶﾅｽ｣(1回目~6月)
1562年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Henrique de Sa｣(~1564年)
1562年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｳﾞｧｼｰの虐殺>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭのｳﾞｧｼｰでｷﾞｰｽﾞ家の郎党が礼拝をしていたｶﾙｳﾞｧﾝ派を
  襲撃し､虐殺/ﾕｸﾞﾉｰ戦争の発端となる
1562年3月1日 10:00|日本|埼玉県さいたま市西区|永禄5年1月26日|北条氏康は武蔵国慈眼寺を焼く
1562年3月5日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｵｰｾﾞﾙ島(ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団の領土)がﾘﾄｱﾆｱのﾘｳﾞｫﾆｱ公国の一部となる
1562年3月5日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄5年2月|<解任>古河公方｢足利藤氏｣北条氏康に攻められ逃亡
1562年3月5日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄5年2月|北条氏康は古河を攻め､藤氏を追い出し､支配下に入れる
1562年3月5日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|永禄5年2月|武田信玄､飛騨諏訪城を攻める
1562年3月6日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄5年2月2日|<上之郷城の戦い>竹谷松平玄蕃允清善､上之郷城(蒲郡
  市神ﾉ郷)を攻め70余級討取る
1562年3月7日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄5年2月3日|<上之郷城の戦い>竹谷松平玄蕃允清善､上之郷城(蒲郡
  市神ﾉ郷)を攻め敗れ家士数多討死
1562年3月8日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄5年2月4日|<上之郷城の戦い>松平元康が､今川氏真に属する上ﾉ郷
  城を攻めて城将鵜殿長照を殺す/長照の2子を捕え､今川方に人質同然の築山殿･竹千代(信康)･亀姫と交換(長
  照の母は義元の妹､氏真と長照は従兄弟の間柄)
1562年3月9日-09:00|日本|島根県邑智郡邑南町|永禄5年2月5日|毛利元就が尼子方の刺賀岩山城(城主多胡辰敬)
  を落とす.多胡辰敬は城を枕に討死
1562年3月10日-09:00|日本|島根県江津市|永禄5年2月6日|<松山城の戦い>毛利軍の攻撃で松山落城して城主福
  屋次郎隆任は戦死
1562年3月21日-09:00|日本|群馬県館林市|永禄5年2月17日|<館林城合戦>上杉謙信が上野･館林城(赤井照景)を
  攻略し､館林城将に長尾当長を任ずる
1562年3月24日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄5年2月20日|島津氏､飫肥城を伊東氏に明け渡す/島津忠親は飫肥
  城を捨て串間に逃げた
1562年3月26日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|永禄5年2月22日|伊東方､志布志を肝付氏に割譲することで交渉
  成立
1562年3月26日-09:00|日本|京都府相楽郡南山城村|永禄5年2月22日|松永久秀､多聞山より南山城へ出陣､筒井氏
  に加担した狛･稲八妻氏と戦う
1562年3月27日-09:00|日本|奈良県|永禄5年2月23日|反三好､親畠山･六角の国人一揆が大和で起こる
1562年3月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄5年2月23日|柳本城から多聞山へ帰陣した十市氏･郡山辰巳向井
  氏が筒井衆と戦い敗れる
1562年3月28日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄5年2月24日|<富永口の戦い>稲垣平右衛門尉重宗､三浦右衛門大
  夫義鎮を設楽郡富永に案内し､先陣として随近の敵一人討取る/富永城菅沼定盈が一宮砦に加勢のため出陣し
  てくるのを牽制/今川氏真25歳､三河に出馬し牛久保城に入る/今川軍千余､一宮砦本多百助信俊5百人を攻め､
  端城二つ攻落す｡松平元康3千にて後詰
1562年3月30日-09:00|日本|福岡県京都郡苅田町|永禄5年2月26日|毛利軍1万余､松山城を攻め､首級1千余をあげ
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  大勝
1562年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｸﾗｳﾃﾞｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1562年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾙｲ･ﾄﾞ･ｺﾝﾃﾞ､ｵﾙﾚｱﾝを占領､ﾕｸﾞﾉｰ派の暫定的な首都とする
1562年4月2日-09:00|日本|島根県江津市|永禄5年2月29日|石見･毛利元就､音明城(福屋隆兼)を攻略し､石見を平
  定/隆兼､出雲を経てのちに大和へ逃亡
1562年4月4日-09:00|日本|大阪府|永禄5年3月|<就任>河内国守護｢畠山高政｣(~5月没落)
1562年4月4日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄5年3月|長光寺､建正院祐岳善宗居士によって創立
1562年4月8日-09:00|日本|大阪府河内長野市|永禄5年3月5日|<第2次久米田合戦>畠山高政が紀伊根来衆･十市遠
  勝らと和泉久米田に三好実休(義賢=長慶の弟)を破り､三好方にあった高屋城を回復.三好実休は討死.三好長
  治が家督継承
1562年4月9日-09:00|日本|大阪府岸和田市|永禄5年3月6日|安宅冬康は在番していた岸和田城(和泉国)を放棄､
  同城は畠山高政の支配下となる
1562年4月9日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年3月6日|上京･下京､兵火により焼亡
1562年4月9日-09:00|日本|京都府八幡市|永禄5年3月6日|足利義輝､和泉国での敗戦により洛中より八幡へ移座
1562年4月10日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年3月7日|畠山高政･六角義賢(承禎)が洛中へ進軍､占拠
1562年4月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾕｸﾞﾉｰ軍｣ﾌﾗﾝｽ北部のﾙｰｱﾝを制圧
1562年4月17日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄5年3月14日|<第三次唐沢山城の戦い>上杉謙信が下野･唐沢山城
  を攻めるが失敗し､上杉憲政と越後に帰る
1562年4月21日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年3月18日|六角義賢が洛中を占拠｡徳政令を出す
1562年5月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾘﾎﾞｰらのﾕｸﾞﾉｰがﾌﾛﾘﾀﾞに到着し植民開始
1562年5月7日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄5年4月5日|六角義賢に呼応した畠山高政が長慶を飯盛城に攻める
1562年5月7日-09:00|日本|三重県津市|永禄5年4月5日|北畠具信(川原之御所)､北畠｢大御所｣を襲撃し北畠｢御所
  様｣を殺害する/北畠具信(川原の御所)親子はその場で殺害される
1562年5月9日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄5年4月7日|<富永城の戦い>富永城菅沼定盈､今川軍に計略を以っ
  て攻められ開城し西郷高城砦に移る｡千賀与五兵衛､富永城牧野成定在番で敵一人討ち取る
1562年5月13日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄5年4月11日|畠山高政の軍勢が飯盛山城の周辺の城を攻略し終え
  る
1562年5月14日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄5年4月12日|松平元康､鳥屋根城(豊川市長沢町)を攻める
1562年5月22日-09:00|日本|東京都葛飾区|永禄5年4月20日|<葛西城合戦>北条氏康､本田氏･興津氏らに命じて､
  里見氏家臣･網代大炊允の守備する葛西城を再び攻略
1562年6月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾀﾏｽ･ｸﾞﾛﾌ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ･ｴｽ･ﾌｫｶﾞﾗｽﾌｪ
  ﾙﾃﾞｨ｣
1562年6月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ･ﾊﾞｰﾄﾘ･ｴｸｾﾃﾞｨ｣(~9.25)
1562年6月2日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|永禄5年5月|<交替>常陸太田領主｢(佐竹氏第17代当主)佐竹義昭｣
  隠居⇒｢佐竹義重｣が家督継承
1562年6月2日-09:00|日本|大分県|永禄5年5月|<改名>豊前･豊後･筑前･筑後･肥前･肥後国守護｢大友義鎮｣出家⇒
  ｢大友瑞峰宗麟｣
1562年6月2日-09:00|日本|大阪府|永禄5年5月|<就任>河内国守護｢三好康長｣(~永禄11(1568)年9月没落)
1562年6月2日-09:00|日本|群馬県|永禄5年5月|武田信玄､再び西上野に侵攻
1562年6月2日-08:00|中国|  ||明･嘉靖41年5月|広東の張璉の反乱､明軍に鎮圧される
1562年6月2日-09:00|日本|大分県臼杵市|永禄5年5月1日|大友義鎮が居城を豊後府内の大友館から臼杵城(丹生
  島城)に移す
1562年6月4日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄5年5月3日|犬山城主織田信清が織田信賢･宇留摩城主大澤次郎左
  衞門基康と組んで反旗し楽田城を奪う
1562年6月4日-09:00|日本|愛知県知多郡|永禄5年5月3日|知多水軍千賀親久･重親､今川氏に背き織田方に属す
1562年6月4日-09:00|日本|岐阜県本巣郡|永禄5年5月3日|織田信長が美濃本巣郡に軍を送り齋藤龍興軍と交戰す
  るも敗退
1562年6月6日-09:00|日本|三重県|永禄5年5月5日|<死去>伊勢長野領主｢長野藤定｣37歳⇒養子の｢長野具藤｣が継
  ぐ(~永禄11(1568)年解任)
1562年6月8日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄5年5月7日|<富永城の戦い>今川方牧野成定在番で敵一人討ち取る
  .稲垣重宗戦功
1562年6月9日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|永禄5年5月8日|真田幸隆の誘いに大戸城の大戸浦野氏が武田
  方へと離反/浦野氏が攻め込んだ長野業氏ら80余名を討ち取る
1562年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｸﾘｿﾄﾌｫ･ｶﾅｰﾙ､ｲｵﾆｱ海で四隻のﾄﾙｺｶﾞﾚｰ船を撃滅
1562年6月11日-09:00|日本|宮崎県|永禄5年5月10日|相良家の人吉勢､北原家再興に助力し､伊東家が簒奪した真
  幸院へ討ち入り,1日で5つの城を落とす
1562年6月19日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄5年5月18日|日向佐土原領主｢伊東義益｣が飫肥の完全なる領有に
  成功
1562年6月20日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄5年5月19日|<葉引野合戦>三好長慶､畠山高政･根来寺の連合軍
  に勝利.湯川直光は討死/湯川衆が総崩れ,続いて雑賀衆､大和衆が敗走し､多くが討ち死に/河内衆､譜代衆も総
  崩れとなり本陣崩壊,譜代衆の多くが討ち死に
1562年6月21日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄5年5月20日|畠山高政･紀伊根来寺衆徒らが三好長慶の飯盛山城
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  を攻めるが､援軍の松永久秀･三好康長らに敗れて紀伊へ敗走
1562年6月21日-09:00|日本|福井県小浜市|永禄5年5月20日|武田氏家臣の大塩氏と南部氏が遠敷郡尾崎村で戦い
  ､大塩氏が敗北
1562年6月24日-09:00|日本|岐阜県本巣市|永禄5年5月23日|<美濃軽海の戦い>織田軍は十四条の戦いで斎藤勢に
  敗退,追撃してきた斎藤勢と西美濃の軽海で合戦/斎藤勢は退却
1562年6月25日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄5年5月24日|松永久秀､｢菩提山寺｣の筒井陳を攻め､坊舎を残らず
  焼き蔵物を奪う
1562年6月26日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄5年5月25日|松永久秀､｢矢田寺｣(奈良県大和郡山市)の諸坊
  を悉く焼き払う､｢東明寺｣松尾･平群谷･生駒谷を焼く
1562年6月30日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｽｳﾞｧﾝﾃ･ｽﾃﾝｿﾝ･ｽﾁｭｰﾙ｣(~15640727)
1562年7月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国のｽﾚｲﾏﾝ1世と神聖ﾛｰﾏ帝国ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の間の和約が成る/ﾊﾝｶﾞ
  ﾘｰ全土がｵｽﾏﾝ帝国領となる
1562年7月2日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄5年6月|今川氏真が18,000の兵を率いて出陣､三河の牛久保城へ入
  る.今川軍が牛久保城の北にある一宮砦(城主 本多信俊)を攻撃｡元康は兵3,000にて出陣､敵陣を突破して一宮
  砦の本多信俊を救出して退却する｡その後氏真も武田軍が駿河へ侵攻するとの噂を聞き､撤退
1562年7月2日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄5年6月|小田氏治､北条氏康と和睦､上杉方から北条方へ離反
1562年7月2日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄5年6月|武田信玄が再度上野へ侵攻､和田城を攻撃､占領
1562年7月2日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|永禄5年夏|南条宗勝は毛利氏が尼子氏を攻めると､毛利氏を
  頼り､三十数年ぶりに羽衣石城を奪回
1562年7月3日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄5年6月2日|<野田城合戦>菅沼定盈､野田城を奪回
1562年7月3日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年6月2日|六角義賢が三好長慶に降伏和睦して京都占領を中止
1562年7月4日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|永禄5年6月3日|<横川城の戦い>島津義弘が島津歳久・新納忠元とと
  もに北原領の横川城を占領
1562年7月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｸﾆｬﾝﾍﾞﾍﾞを指導者とするﾀﾓｲｵ族連合ふたたび反乱
1562年7月9日-09:00|日本|島根県大田市|永禄5年6月8日|<山吹城の戦い>毛利元就､石見･山吹城(本城常光)を攻
  略し､大森銀山を獲得
1562年7月16日-09:00|日本|長崎県|永禄5年6月15日|日本布教長のﾄﾙﾚｽがﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞに命じて大村純忠と交
  渉/大村純忠は平戸に代わる港として横瀬浦を開港[開港協定]･布教の自由･会堂の建設･横瀬浦港町の半分の
  土地と農民を教会に治めさせる
1562年7月19日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄5年6月18日|和田城の和田業繁､上杉謙信に反旗を翻し武田家に
  帰属
1562年7月22日-09:00|日本|愛知県丹羽郡大口町|永禄5年6月下旬|<小口城合戦>信長は犬山城主の織田信清の重
  臣中島豊後守が守る於久地(小口)城を攻め近習の岩村長門守がこめかみを突かれて戦死
1562年7月23日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年6月22日|将軍足利義輝､京都を奪回し帰京
1562年7月23日-09:00|日本|三重県伊勢市|永禄5年6月22日|伊勢の国山田の神人ら宇治を攻めて内宮を焼く
1562年7月24日-09:00|日本|和歌山県田辺市|永禄5年6月23日|熊野本宮が焼ける
1562年7月27日-09:00|日本|大阪府|永禄5年6月26日|三好長慶､河内国平定のため出兵
1562年7月31日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|永禄5年7月|毛利軍が南条宗勝を支援､南条宗勝が伯耆の羽
  衣石城を奪還
1562年7月31日-09:00|日本|新潟県上越市|永禄5年7月|上杉輝虎が五智如来堂を再建
1562年7月31日-09:00|日本|福岡県田川郡香春町|永禄5年7月|大友軍は再び香春岳城を攻め落とし､原田親種を
  追い出して､城将･千手宗元を降伏させる
1562年8月2日-09:00|日本|愛知県知多郡|永禄5年7月3日|尾張知多郡の今川水軍､信長に属する
1562年8月2日-09:00|日本|富山県魚津市|永禄5年7月3日|上杉輝虎(33､謙信)､松倉城の椎名康胤の救援の為に越
  中に出陣.越中守護代･神保長職が征伐を受ける
1562年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>16代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1562年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>17代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~16040624死去)
1562年8月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢ｼﾞｮｱﾝ1世｣(~15630922)
1562年8月12日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄5年7月13日|(~14日)毛利軍の出雲侵攻を受け､大友軍が
  門司城を攻撃｡落城できず対峙
1562年8月15日-09:00|日本|奈良県北葛城郡広陵町|永禄5年7月16日|松永久秀方の箸尾為綱が箸尾城を築く
1562年8月15日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|永禄5年7月16日|松永久秀方の箸尾為綱が伴堂･金剛寺両城
  を破却
1562年8月16日-09:00|日本|群馬県吾妻郡中之条町|永禄5年7月17日|庵原忠胤･小原藤五郎鎮宗3千､三浦土佐守
  に属し叛した遠江国嵩山城奥山修理亮貞範を攻め落す/織田信長の援軍の将白石縫殿助を討取る
1562年8月19日-09:00|日本|千葉県長生郡一宮町|永禄5年7月20日|上総･勝浦城将･正木時忠､里見義弘属城･一ﾉ
  宮城(糟谷大炊助)を攻略
1562年8月24日-09:00|日本|佐賀県多久市|永禄5年7月25日|龍造寺隆信の軍勢が梶峯城をおとす.前多久氏亡ぶ
1562年8月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄5年7月26日|<嵩山中山の戦い>宇津山城主朝比奈泰光､五本松城
  の支城八名郡堂山城攻落
1562年8月25日-09:00|日本|埼玉県大里郡寄居町|永禄5年7月26日|<赤浜原の合戦>小田原北条方の松山城主上田
  氏の家臣山田伊賀守が上杉輝虎方の太田三楽斎資正の配下の道祖土図書助に討ち取られた
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1562年8月27日-09:00|日本|島根県|永禄5年7月28日|毛利元就､赤穴から出雲侵入し､高瀬城主･米原綱寛､三刀屋
  城主･三刀屋久扶､白鹿城主･松田誠保ら出雲諸将を降伏させる
1562年8月30日-09:00|日本|群馬県吾妻郡長野原町|永禄5年8月|上野国長野原の戦いで大戸氏､真田幸隆に降伏
1562年8月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄5年8月|<移転>大和信貴山領主｢松永久秀｣⇒大和多聞山(~永禄6(
  1563)年12月14日隠居)
1562年8月30日-09:00|日本|愛知県一宮市|永禄5年8月1日|尾張国奥村の総氏子､千野社本殿を再建
1562年9月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ｶﾋﾞｱ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3回
  目~1566年)
1562年9月3日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Perez de Manzanedo｣(~15630623
  死去)
1562年9月4日-09:00|日本|岡山県|永禄5年8月6日|<任命>備中･備後国守護｢毛利隆元｣(~永禄6(1563)年8月4日死
  去)
1562年9月13日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|永禄5年8月15日|常陸･相馬盛胤､太田城攻略を図るも佐竹義昭迎
  撃し講和
1562年9月16日-09:00|日本|秋田県大館市|永禄5年8月18日|<長岡城の戦い>安東愛季は出羽比内地方へ侵略開始
  /浅利則祐は扇田･長岡城に籠もって反撃したが長岡城で自刃/比内地方は安東氏が勢力下におさめた
1562年9月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の子(~15761012死去)
1562年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ西郊の旧王宮でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世とﾕｸﾞﾉｰのｺﾝﾃﾞ親王､｢軍
  事同盟｣締結(ﾙｲ･ﾄﾞ･ｺﾝﾃﾞがｼｬﾙﾄﾙ司教代理とﾓﾝｺﾞﾒﾘｰを名代としてｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに派遣)
1562年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾕｸﾞﾉｰ｣指導者｢ｺﾝﾃﾞ公｣ﾙｲ1世､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世と｢ﾊﾝﾌﾟﾄﾝ･ｺｰﾄ条約｣を
  結ぶ/｢ﾊﾝﾌﾟﾄﾝ･ｺｰﾄの密約｣新教徒への軍事援助の見返りとしてﾌﾗﾝｽ北部のﾙ･ｱｰｳﾞﾙ､ﾃﾞｨｴｯﾌﾟ､ﾙｰｱﾝを引き渡す約
  束をする
1562年9月23日-09:00|日本|京都府京都市|永禄5年8月25日|伊勢貞孝父子､将軍義輝の内命で六角義賢･畠山高政
  と連絡し北山で挙兵､杉坂より入京
1562年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第4代ｹﾝﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣
1562年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第5代ｹﾝﾄ伯｢ﾚｷﾞﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~15730317死去)
1562年9月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾐｸﾛｽ･ｵﾗｰ｣(~15680114没)
1562年9月28日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|永禄5年9月|肝付兼続が島津豊州家の志布志城を攻撃､占領
1562年9月28日-09:00|日本|群馬県安中市|永禄5年9月|武田信玄､上野安中城(安中忠成)を攻略
1562年9月28日-09:00|日本|奈良県橿原市|永禄5年9月|十市遠勝､松永久秀に降伏.遠勝娘･おなへが多聞山城で
  人質となる/のちに十市遠勝は十市城から追放され､石橋忠義が城主となる
1562年10月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾎｰｷﾝｽﾞがｼｴﾗﾚｵﾈから新大陸へ奴隷貿易を開始
1562年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣
1562年10月2日-09:00|日本|富山県|永禄5年9月5日|再挙した神保勢､神通川の合戦で上杉勢を破り､神保民部大
  輔･土肥二郎九郎その他多数を討取る勝利
1562年10月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾙ･ｱｰｳﾞﾙを占領
1562年10月8日-09:00|日本|京都府京都市北区|永禄5年9月11日|<長坂山合戦>三好義興･松永久秀､六角義賢･畠
  山高政に通じた伊勢貞孝･有馬重則を京都杉坂に攻め､これを討つ.伊勢貞孝･貞良父子は討死
1562年10月13日-09:00|日本|高知県高知市|永禄5年9月16日|<朝倉城の戦い>長宗我部元親が3千の兵を率いて本
  山茂辰の朝倉城を攻撃
1562年10月14日-09:00|日本|高知県高知市|永禄5年9月17日|<朝倉城の戦い>本山茂辰の子･親茂の見事な活躍も
  あって攻め込んだ長宗我部軍が崩れたち逆に神田城に追い込まれる
1562年10月14日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄5年9月17日|島津忠広の家臣日置･柏原､夜半飫肥城を攻撃し､混
  乱に乗じて占拠
1562年10月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで厳しく､細目に渡る衛生法施行
1562年10月15日-09:00|日本|高知県高知市|永禄5年9月18日|<朝倉城の戦い>長宗我部勢は神田城を打って出て
  再び朝倉城に迫ったが朝倉城から迎撃に出た本山勢と鴨部の宮の前で遭遇戦となり本山方の死者は343人､長
  宗我部方は511人/双方ともに決定的な打撃を与えるまでには至らず元親は本拠の岡豊城に兵を退いた
1562年10月15日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄5年9月18日|酒谷城の伊東方も全面撤退し､飫肥の新知行地の大
  半を失う
1562年10月16日-09:00|日本|山口県|永禄5年9月19日|<任命>周防･長門国守護｢毛利隆元｣(~永禄6年8月4日(1563
  0901)死去)
1562年10月18日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|永禄5年9月21日|今川方牧野八太夫定成･岩瀬家久､中島城を攻め取
  る
1562年10月19日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄5年9月22日|<大塚城戦い>大塚城主の子息岩瀬家久が今川軍を
  城中に引き入れ､今川方牧野定成が大塚城を攻落.城主岩瀬吉右衛門は討死
1562年10月22日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄5年9月25日|<八幡の戦い>今川方牧野定成､徳川軍と戦い被官と
  徳川方本多弥次左衛門相討ち/徳川方渡辺六左衛門真綱､八幡御合戦で首級を得る
1562年10月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ9世と｢ｶﾄﾘｯｸ勢力｣が､｢新教徒｣の手からﾌﾗﾝｽ北部のﾙｰｱﾝを奪取
1562年10月26日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄5年9月29日|<御油台戦い>松平元康､今川氏真の兵を三河御油に
  破る
1562年10月26日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄5年9月29日|武田軍の攻撃により上野国箕輪城主･長野業盛自害
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  ､落城
1562年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官･4代ﾊﾝﾄﾘｰ伯･初代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1562年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~15700123死去)
1562年10月28日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ･ｻﾝﾁｱｺﾞ沖地震(M8.0)､死者多数
1562年10月28日-09:00|日本|神奈川県三浦市|永禄5年10月|里見義弘､相模の三浦三崎を攻め､近辺放火したが大
  敗し､龍崎縫殿頭兄弟3人ほか20余人討死
1562年10月28日-09:00|日本|千葉県富津市|永禄5年10月|上杉輝虎に古河御所を追われた古河公方足利義氏が､
  氏康の庇護のもと､佐貫城に仮の御所を置く
1562年11月1日-09:00|日本|富山県富山市|永禄5年10月5日|越中守護代･神保長職､金屋村の戦い後､富山城に篭
  り上杉輝虎を迎え撃つ.景虎勢､富山城攻撃.長職は能登守護畠山義綱に仲介を頼み輝虎に降伏(長職の越中統
  一の野望は潰え去る).長職の射水･婦負2郡の知行安堵
1562年11月9日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄5年10月13日|上杉輝虎(政虎)の家臣が､小幡景貞の守る国
  峰城を攻略
1562年11月9日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄5年10月13日|大友勢と毛利勢､豊前国柳浦にて一戦を交
  え大友方の大勝利
1562年11月10日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄5年10月14日|<第1次稲葉山城合戦>遠藤盛数は討死
1562年11月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾌﾞﾗ王国国王｢ｱﾝﾄﾆｵ｣44歳/ｶﾄﾘｯｸ側に与して｢宗教戦争｣に参加し､｢ﾙｰ
  ｱﾝの攻囲戦｣で負傷していた
1562年11月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の息子(⇒15640725神聖ﾛｰﾏ皇帝~157
  61012)
1562年11月27日-09:00|日本|愛知県岩倉市|永禄5年11月1日|織田信長が岩倉城主織田信賢を攻めて追放し尾張
  統一
1562年12月1日-09:00|日本|島根県大田市|永禄5年11月5日|<山吹騒動>吉川元春､宍道･幡屋滞陣中の本城常光と
  一族郎党を殺害.高矢倉･銀山城を奪取し石見を征服⇒石見国人衆熊野城主熊野兵庫､白鹿城主松田誠保､牛尾
  城主牛尾信濃守らは動揺し毛利家から離反､再び尼子氏につく
1562年12月5日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄5年11月9日|<大代口戦い>松平元康が奥平定直の領地大代に迫る
  と､奥平貞能自ら救援/被官三日月甚五郎は竹尾新次郎を､被官林与右衛門尉が本田八蔵討取る
1562年12月7日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄5年11月11日|武蔵･北条氏康･武田信玄連合軍は松山城を攻め
1562年12月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾄﾞﾙｰの戦い(ﾊﾟﾘ西75Km､ﾌﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ(ﾄﾞﾙｰ近傍))国王軍(司令官ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ)､ﾕ
  ｸﾞﾉｰ軍(ﾙｲ･ﾄﾞ･ｺﾝﾃﾞ軍)に大勝利/国王軍:ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰはﾕｸﾞﾉｰ軍の捕虜に､ｻﾝ･ﾀﾝﾄﾞﾚ元帥は戦死/ﾕｸﾞﾉｰ軍:ﾙｲ･ﾄﾞ･ｺﾝﾃ
  ﾞは国王軍の捕虜に,ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾘﾆｰは残党をまとめてｵﾙﾚｱﾝに向う
1562年12月20日-09:00|日本|埼玉県|永禄5年11月24日|武田信玄･北条氏康が連携して上野･武蔵の上杉方の諸城
  を攻略
1562年12月22日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄5年11月26日|毛利軍,豊前国門司表で大友軍を撃退
1563年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾗﾝｻﾝ国がﾋﾞｴﾝﾁｬﾝに遷都
1563年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ghiyasuddin Jalal Shah｣
1563年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ghiyasuddin Bahadur Shah2世｣(~1564年)
1563年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾄﾌﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国に敗北
1563年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾋﾞﾙ支配者｢ﾔﾃﾞｨｶﾞﾙ｣
1563年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ｸﾁｭﾑ｣(~1598年)
1563年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~同年)⇒｢ﾋｼﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1564年)
1563年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾀﾞｳﾞｨﾃﾞ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾚｳﾞｨｻﾝ｣(~1565年)
1563年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑｴｽﾞｼﾞﾝｻﾞｰﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1566年)
1563年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾔｺﾌﾞ･ﾍｽﾃｽｺ･ﾃｨﾙ･ｽﾝﾄﾞﾋﾞｰ｣(~1564年7
  月)
1563年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｸｽﾛｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾗﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1569年)
1563年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがｳﾞｨｰｸとﾀﾞｺﾞ島を占領/ﾃﾞﾝﾏｰｸはｿﾞｰﾈﾌﾞﾙｸを含む島々のﾘｳﾞｫ
  ﾆｱ領土と引き換えに､ﾘﾄｱﾆｱにｳﾞｨｰｸを割譲
1563年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Francesc1世｣(~1572年)
1563年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ﾃﾞｨｱｰﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣(~1582年､ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ公爵位と交換に放棄)
1563年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Jacques｣(~1564年)
1563年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Fernao de Meneses｣(2期目~1564年)
1563年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公国/ﾄﾘﾉに遷都
1563年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ﾊﾟｲｳﾞｧ｣
1563年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｴﾝﾘｹ･ｶﾞﾙｾｽとｱﾏﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾌﾞﾚｰﾗ,ﾜﾝｶﾍﾞﾘｶ水銀鉱山を発見
1563年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱﾛﾝｿ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｴﾙｹﾞﾀ｣(~1567年)
1563年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||ｺｽﾀﾘｶ､ﾆｶﾗｸﾞｱはﾊﾟﾅﾏの管轄下に入る
1563年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾊﾟﾅﾏのｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ,ｸﾞｱﾃﾏﾗを離れﾍﾟﾙｰ副王領に編入
1563年1月4日-09:00|日本|島根県松江市|永禄5年12月10日|毛利軍は宍道湖北岸に本陣となる洗合(荒隈)城を築
  いた
1563年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾓｰﾄﾝ伯ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(1期目~15660320)
1563年1月8日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄5年12月14日|第16代井伊肥後守直親27歳主従20名､掛川到着後､朝
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  比奈泰朝数百騎により討死/井伊次郎法師直虎(直盛娘)継承.奥山城奥山因幡守､朝比奈泰朝に攻められ落城
1563年1月10日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄5年12月16日|武田信玄､北条氏康と共に武蔵松山城を攻撃
1563年1月24日-09:00|日本|千葉県富津市|永禄6年|里見義弘が佐貫城を攻撃して奪還｡足利義氏は鎌倉へ避難
1563年1月24日-09:00|日本|三重県|永禄6年|<交替>伊勢･志摩国守護｢北畠具教｣隠居⇒嫡男の｢北畠具房｣(~天正
  3(1575)年隠居)
1563年1月31日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾒﾅｽ･ﾚﾌﾞﾅ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣
1563年1月31日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ･ﾒﾅｽ｣(~15971004没)
1563年1月31日-09:00|日本|千葉県市川市|永禄6年1月8日|<市川･国府台合戦>北条氏康･氏政が江戸川を渡って
  里見軍に夜襲.里見軍主力である土岐為頼が里見義弘を裏切って戦場を離反,筆頭重臣正木信茂は戦死,義弘は
  重臣の安西実元が身代わりとなり土気城主酒井胤治に救出されてやっとのことで戦場を脱出
1563年2月2日-09:00|日本|高知県高知市|永録6年1月10日|長宗我部元親､土佐朝倉城(本山茂辰)を攻略
1563年2月2日-09:00|日本|高知県長岡郡本山町|永録6年1月10日|<移転>土佐朝倉領主｢本山茂辰｣⇒土佐本山(~
  永禄7(1564)年死去)
1563年2月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尹元衡｣(~15650909)
1563年2月16日-09:00|日本|大阪府|永禄6年1月24日|和泉で三好勢と根来寺が合戦
1563年2月19日-09:00|日本|奈良県桜井市|永禄6年1月27日|松永久秀が､多武峰東口で多武峰衆徒を攻めて敗れ､
  壺阪まで退く
1563年2月19日-09:00|日本|福岡県京都郡苅田町|永禄6年1月27日|豊前国松山城の城将天野隆重,大友軍の攻撃
  を退ける
1563年2月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ｣ﾕｸﾞﾉｰ戦争でﾕｸﾞﾉｰのﾎﾟﾙﾄﾛ･ﾄﾞ･ﾒﾚに銃撃され､その傷が
  元で
1563年2月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｱﾝﾘ1世｣(~15881223ｱﾝﾘ3世の刺客により暗殺される)
1563年2月26日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年2月4日|木部範虎､父子は木部城を捨て箕輪城に逃る
1563年2月26日-09:00|日本|埼玉県東松山市|永禄6年2月4日|<松山城合戦>北条氏康･武田信玄の連合軍､上杉憲
  勝に勝利.北条氏康､武藏国松山城を攻略/成田長泰･小田朝興･小山秀綱ら諸将が上杉陣営から離反
1563年3月6日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄6年2月12日|武田信玄､国峰城を攻略
1563年3月12日-09:00|日本|長崎県対馬市|永禄6年2月18日|<死去>宗晴康(89歳)前対馬守護
1563年3月15日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年2月21日|武田晴信は上野国鷹留城(箕輪城の最大の支城)を攻
  略
1563年3月15日-09:00|日本|埼玉県加須市|永禄6年2月21日|<騎西城合戦>上杉輝虎､小田家時に勝利/騎西城攻略
  ⇒<忍城合戦>成田長泰は上杉輝虎に再服属
1563年3月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ中部ﾛﾜｰﾙ川沿いの町ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞで､｢ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞの和議｣が結ばれる①｢ｱﾝﾎﾞﾜｰｽ
  ﾞ王令｣で新教徒の礼拝の自由を承認/一旦｢ﾕｸﾞﾉｰ戦争｣(｢第1次ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣)が終結
1563年3月21日-09:00|日本|宮崎県|永禄6年2月27日|伊東氏と相良氏同盟を締結
1563年3月23日-09:00|日本|茨城県石岡市|永禄6年2月29日|<三村合戦>小田氏治､大掾貞国を攻め勝つ
1563年3月24日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄6年3月|上杉輝虎によって古河城に足利藤氏が復帰
1563年3月24日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|永禄6年3月|那須上庄黒羽城主･大関高増は大田原綱清･佐竹家一
  族の東義堅と共に烏山へ攻め寄せ,下野国那須郡烏山城主･那須資胤と烏山城近くの大海で戦い,劣勢の資胤勢
  は烏山城へ逃げろう城,大関勢は兵を退く
1563年3月24日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄6年3月1日|<死去>第17代細川京兆家当主｢細川晴元｣(元管領)摂
  津富田の普門寺で病没/細川信良が家督継承
1563年3月29日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄6年3月6日|<第2次牛久保城の戦い>徳川家康1千5百､牛久保城牧
  野保成攻める/牧野保成･稲垣重宗負傷.牧野定成･成定父子は宇津山へ退く
1563年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1563年4月1日-09:00|日本|東京都青梅市|永禄6年3月9日|<辛垣合戦(武蔵国)>辛垣城の三田綱秀は滝山城主の北
  条氏照の攻撃を受け辛垣城落城
1563年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､職人規制法が制定される/農業人員確保の為､労働可能で無職の者に
  労働を義務づけ､雇用者は治安判事の許可なくして解雇を禁止
1563年4月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ8世｣
1563年4月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ6世｣(~16131207死去)
1563年4月15日-09:00|日本|兵庫県赤穂郡上郡町|永禄6年3月23日|那須資胤はふいに下那須諸将と共に大関高増
  の白旗城へ仕返しに攻め寄せたが白旗城は落ちず資胤は兵を退いた
1563年4月16日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄6年3月24日|<小山城攻め>上杉輝虎(謙信)､小山秀綱の立て篭も
  る小山城を攻略
1563年4月18日-09:00|日本|京都府京都市|永禄6年3月26日|<死去>伏見宮邦輔親王(51歳)皇族
1563年4月18日-09:00|日本|高知県高知市|永禄6年3月26日|<吉良峰城の戦い>土佐･長宗我部元親､弘岡城(吉良
  駿河)を追い落とし､弟親貞に吉良氏を称させる
1563年4月22日-08:00|中国|  ||明･嘉靖42年4月|兪大猷､福清の倭寇を殲滅して､戚継光とともに平海衛の倭寇
  を大破り､斬首二千､興化収復
1563年4月23日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄6年4月|上杉輝虎が結城城(城主結城晴朝)を攻撃､占領
1563年4月23日-09:00|日本|神奈川県厚木市|永禄6年4月|上杉輝虎は相模国の厚木金光山最勝寺の阿弥陀三尊を
  再建
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1563年4月24日-09:00|日本|京都府京都市南区|永禄6年4月2日|京都東寺五重塔､雷火によって焼失
1563年4月25日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|永禄6年4月3日|<湯所口の戦い(因幡国)>山名豊数は秋里氏･橋本氏･
  別所氏らを先陣に中村伊豆守豊重を大将と定めて､現在の鳥取市秋里の方面から城下の湯所口へ兵を進めた.
  これを迎え撃つ高信は城下へ乱入されまいとして､久松山を下り抗戦.両者一進一退の激戦が続いたが､中村伊
  豆守の軍勢の一部がついに木戸を破って城内へ侵入し､一気に攻め入った.布施側の勝利は目前かと思われた
  頃､武田勢によって城内に仕掛けてあった鉄砲が一斉に攻め込む布施勢に放たれた.突然のことに布施衆が混
  乱する中､一発が大将の中村伊豆守に命中し､武田勢によって討ち取られた.中村伊豆守の討死や武田勢の猛攻
  により優勢であった布施屋形勢は押し戻されて劣勢へと転じ､最終的に戦いは武田勢の勝利に終わった
1563年5月7日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄6年4月15日|<祇園城合戦>上杉輝虎､小山秀綱に勝利
1563年5月7日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄6年4月15日|<唐沢山城攻め>上杉輝虎(謙信)佐野昌綱の唐沢山城
  を攻め佐野昌綱に対し勝利
1563年5月9日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄6年4月17日|信長､斎藤竜興を美濃稲葉山井口城を攻めるが失敗
1563年5月12日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄6年4月20日|松永久秀､筒井順慶に信貴山城を奪われる
1563年5月13日-09:00|日本|岐阜県各務原市|永禄6年4月21日|<新加納の戦い>織田信長が美濃新加納へ侵攻する
  が､齋藤龍興の家臣 竹中半兵衛の伏兵策により敗北
1563年5月16日-09:00|日本|岐阜県海津市|永祿6年4月24日|美濃衆･一橋(市橋)九郎右衞門長利の仲介で､美濃駒
  野城主･高木貞久が織田信長に降伏
1563年5月22日-09:00|日本|岡山県|永禄6年5月|浦上政宗と浦上宗景､和睦
1563年5月22日-09:00|日本|群馬県|永禄6年5月|武田信玄､上野国浦井氏･高山氏･和田氏を従属させる
1563年5月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾉﾌﾞﾚｶﾞとｱﾝｼｴﾀ,ﾀﾓｲｵ族との間に｢ｲﾍﾟﾛｲｸﾞ講和｣を締結
1563年5月26日-09:00|日本|高知県南国市|永禄6年5月5日|土佐･長宗我部元親が本山城攻撃のため本山城に出陣
  したすきをねらって､安芸国虎は岡豊城に出撃したが退却
1563年6月2日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄6年5月12日|<御油台片坂戦い>不慮の戦いにおいて､三浦正俊･旗
  本､随分の者討取る/徳川家康の旗本林光正､野田城主板倉弾正･板倉主水と戦い討死
1563年6月4日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄6年5月14日|日向佐土原領主｢伊東義益｣は真幸の大明神城を攻
  め落とす
1563年6月11日-09:00|日本|栃木県大田原市|永禄6年5月21日|佐久山氏は大関高増･福原資孝兄弟らの計略によ
  って境ヶ峰の酒宴で討たれて滅亡/佐久山城は福原領に併合
1563年6月14日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄6年5月24日|筒井衆が信貴山城を一時的に落とす/松永久
  秀はその後すぐ奪還
1563年6月21日-09:00|日本|東京都青梅市|永禄6年6月|三田綱秀(73歳)が北条氏照に攻められ二俣尾の辛垣城で
  自害
1563年6月22日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬｸﾞﾗ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~1565年6月)
1563年6月22日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄6年6月2日|菅沼定盈に､野田城稲垣十郎左衛門を攻め落とされ､
  牧野成定属す稲垣氏俊討死
1563年6月22日-09:00|日本|静岡県磐田市|永禄6年6月2日|<見付端城の戦い>見付城堀越氏延･村松茂国反乱.匂
  坂長能･糟谷但馬守･小原鎮実･三浦左衛門尉攻め落とす(堀越氏延､海蔵寺で自害)
1563年6月23日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Perez de Manzanedo｣
1563年7月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞとｺｽﾀﾘｶの市長｢ﾌｧﾝ･ｲｼﾞｬﾈｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~1564年4月)
1563年7月14日-09:00|日本|静岡県袋井市|永禄6年6月24日|犬居城天野守景泰･元景父子が今川家に反乱
1563年7月15日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年6月25日|武田信玄は上野国の倉賀野城を攻略
1563年7月20日-09:00|日本|愛知県小牧市|永祿6年7月|尾張国主｢織田信長｣清洲城から小牧山城へ移る
1563年7月20日-09:00|日本|佐賀県小城市|永祿6年7月|<丹坂峠の戦い>(3月~)有馬氏大村氏両家は連合して東肥
  前に侵攻するが肥前佐嘉領主｢龍造寺隆信｣は千葉胤連と同盟を結んでこの連合軍を破った
1563年7月20日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|永祿6年7月|竜造寺隆信の佐嘉勢が須古(主将平井経治)を攻め
  たが隆信は佐嘉城に引き上げる/第1回須古攻め
1563年7月20日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|永禄6年7月|松永久秀､高取城を攻略し越智氏を追う
1563年7月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄6年7月6日|三河岡崎領主｢松平元康｣今川氏と断交し､名を家康と
  改める
1563年7月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾙ･ｱｰﾌﾞﾙを奪回/ｲｷﾞﾘｽ軍は撤退
1563年7月31日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸとｽｳｪｰﾃﾞﾝの北方7年戦争が開始
1563年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾈｳﾞｨﾙ｣
1563年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣先代の子(~1571年剥奪)
1563年8月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾊﾟﾅﾏをふくむﾇｴﾎﾞ･ﾚｲﾉ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞは総督領と改称/ﾍﾟﾙｰからの自治権を強
  化
1563年8月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ7世ﾄﾑｻ｣(1563年11月9日まで対立総督~1564年2月死
  去)
1563年8月13日-09:00|日本|佐賀県唐津市|永禄6年7月25日|百合野の戦い/鍋島直茂､有馬軍本陣を夜襲し討つ
1563年8月13日-09:00|日本|佐賀県多久市|永禄6年7月25日|龍造寺隆信､梶峰城留守役の成富種貞を討ち城を陥
  落させる
1563年8月15日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄6年7月27日|松平家康､吉田城攻めの為小坂井牛久保辺りの砦を
  巡視する所､吉田城大原資良により攻められ平岩親吉に救われる
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1563年8月15日-09:00|日本|長崎県大村市|大越莫朝･淳福2年7月27日|<後藤の乱>大村純忠領内で後藤貴明を擁
  しての叛乱発生.針生城主･針生伊賀守も叛乱に加担/夜半､横瀬浦奉行･朝長純安の一行を針生の岸で襲い殺害
1563年8月16日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|永禄6年7月28日|大橋口の戦い/龍造寺隆信が平井経治と戦い
  隆信に利なく退却
1563年8月22日-09:00|日本|広島県|永禄6年8月4日|<死去>周防･長門･安芸･備後･備中国守護｢毛利隆元｣41歳/出
  雲に向かう途中の佐々部での急死⇒家督は子の｢毛利輝元｣が継承
1563年8月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||木星と土星が合､ﾃｨｺ･ﾌﾞﾗｰｴがこのころから観測を開始
1563年8月31日-09:00|日本|島根県松江市|永禄6年8月13日|<白鹿城の戦い>毛利軍の総攻撃が行われ､小白鹿城
  と呼ばれる出丸を占拠し､牛尾久清にも手傷を負わせたものの､本丸を落とすことはできなかった
1563年9月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾐｸｼｬ1世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅｰﾝﾄﾞ1世の長
  男.ｳﾗｰｽﾛｰ2世の孫(ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾏｯｸｽﾐﾘｱﾝ1世⇒15640725､神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世｣~15761012死去)
1563年9月12日-09:00|日本|徳島県|永禄6年8月25日|<死去>阿波国主｢三好義興｣芥川山城で⇒養子｢三好義継｣が
  継ぐ
1563年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1563年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の長男(~15870414死去)
1563年9月18日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄6年9月|北条軍が古河城を攻撃､足利藤氏を捕え､足利藤氏は小田
  原へ送られる(以降古河公方は天正11年(1583年)に消滅するまで､有力大名の傀儡とされる)
1563年9月18日-09:00|日本|群馬県吾妻郡長野原町|永禄6年9月|<長野原の戦い>吾妻郡の大戸氏､武田氏の部将
  真田幸隆に降伏
1563年9月19日-09:00|日本|福井県三方郡美浜町|永禄6年9月2日|<第1次国吉城合戦>敦賀の朝倉勢､三方郡佐柿
  国吉城攻撃を開始.国吉城主粟屋越中守配下の山東十郎･田辺半大夫らが佐田付近で防戦し退ける
1563年9月20日-09:00|日本|福井県三方郡美浜町|永禄6年9月3日|<第1次国吉城合戦>天筒山城主朝倉太郎左衛門
  が国吉城を攻めるが粟屋勢が城を守り通す
1563年9月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>6代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･5代ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･10代ｵｳﾚﾑ伯･7代ｱﾛｲｵﾛｽ伯･7代ﾈｳﾞ
  ｨｱ伯｢ｼﾞｮﾝ1世｣ﾃｵﾄﾞｼﾞｵ1世の長男(~15830222死去)初代ﾊﾞﾙｾﾛｽ公
1563年9月22日-09:00|日本|愛知県|永祿6年9月5日|<三河一向一揆(三河国)>西三河に地盤を置く浄土真宗(一向
  宗)と対立が深まり､一揆が勃発/三河三ヶ寺の本證寺･上宮寺･勝鬘寺は守護使不入(守護大名の介入を拒否す
  る特権が与えられた領地｡夫役･段銭の免除､罪人逮捕禁止などの特権がある)となっていたが､家康に特権を侵
  害されたとして全門徒が蜂起､西三河は内乱状態となる.家康の家臣にも多数の一向宗門徒がおり､本多正信･
  本多正重兄弟､石川重康､夏目吉信らは一揆方､本多忠勝･石川数正らは家康方に残り各家でも派閥が分かれる.
  西尾城(酒井正親)､深溝城(松平伊忠(深溝松平家松平家忠の父))､竹之谷城(松平清善)､形原城(形原松平家の
  松平家忠)､土井城(本多広孝)などは家康方となる
1563年9月27日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<設立>ｷﾄ王立大審問院(ﾍﾟﾙｰ副王領の一部).ｶｳｶ,ﾅﾘｰﾆｮ,ﾊﾞｼﾞｪ(現ｺﾛﾝ
  ﾋﾞｱ)はｷﾄ総督領となる
1563年9月27日-09:00|日本|島根県松江市|永禄6年9月10日|<熊野城の戦い>毛利軍が出雲の熊野城を攻めるが熊
  野氏は良く守りこれを退けた
1563年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｳﾞｪﾙｸﾞﾄの戦い(ﾌﾗﾝｽ西南部､ﾍﾟﾘｺﾞｰﾙ地方のﾕｸﾞﾉｰの中心地ﾍﾞﾙｼﾞｭﾗｯｸ)
  ﾓﾝﾘｭｯｸ元帥とﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ､ﾃﾞｭﾙﾌｫｰﾙ･ﾃﾞｭﾗｽに勝利.ﾕｸﾞﾉｰ5千戦死
1563年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣
1563年10月4日-09:00|日本|三重県|永禄6年9月17日|<死去>北畠晴具(61歳)前伊勢国司
1563年10月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ﾚﾙｶﾘ｣(~15651007)
1563年10月8日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄6年9月21日|<宇津山城騒動>宇津山城主･朝比奈泰充を弟の朝比
  奈真次(伊奈城本多忠俊の婿)が殺し替わって城主となる
1563年10月10日-09:00|日本|島根県松江市|永禄6年9月23日|尼子倫久､1万余を率い白鹿表に殺到.毛利軍これを
  撃破
1563年10月10日-09:00|日本|三重県伊勢市|永禄6年9月23日|伊勢神宮第40回外宮式年遷宮
1563年10月14日-09:00|日本|島根県松江市|永禄6年9月27日|<白鹿城の戦い(出雲国)>毛利軍が出雲の白鹿城を
  落城させる
1563年10月17日-09:00|日本|富山県砺波市|永禄6年10月|上杉輝虎が越中で上杉方の椎名氏を攻撃する神保長職
  を攻撃.増山城を包囲し､神保長職を降伏させる/長職は畠山義綱に仲介を依頼､畠山義綱は富山城を破棄させ､
  射水･婦負郡を安堵することとし､輝虎も同意
1563年10月17日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|永禄6年10月1日|<観音寺騒動>六角義治､重臣の後藤賢豊父子を
  観音寺城に招いて謀殺
1563年10月23日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|永禄6年10月7日|<観音寺騒動>後藤一族は永田･三上らの他にも
  池田秀雄･平井定武･進藤賢盛と語らって六角氏と敵対関係にあった浅井長政の支援を仰ぎ挙兵
1563年10月24日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|永禄6年10月8日|<観音寺騒動>(~9日)六角義賢親子､家臣に追わ
  れ城下･石寺兵火に
1563年10月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公指揮国王軍､ﾙｰｱﾝ奪回､占領.ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰを取り逃がす
1563年10月27日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄6年10月中旬|一揆に乗じて吉良義昭が挙兵するが､家康は東条
  城を攻撃
1563年10月29日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|永禄6年10月13日|<岩櫃城合戦>武田信玄配下･真田幸隆(幸
  綱)ら上野吾妻郡の諸士､羽尾氏を支援した上杉方の斎藤憲広の居城･岩櫃城を攻め落とす
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1563年11月1日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄6年10月16日|和泉･根来寺衆徒､三好長慶と和睦し堺で盟約
1563年11月2日-09:00|日本|広島県福山市|永禄6年10月17日|小早川隆景,坪生荘の神森神社々殿を再興
1563年11月6日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄6年10月21日|二俣城主松井宗恒が今川家を離反､松平方に
  つく
1563年11月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾖﾊﾈ2世専制候｣(簒奪者)
1563年11月14日-09:00|日本|島根県安来市|永禄6年10月29日|毛利軍､富田城内に武器･兵糧搬入を図る尼子軍と
  弓ﾉ浜に戦い潰走させる
1563年11月15日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄6年10月30日|松平家康､佐崎で三河一向一揆勢を撃破
1563年11月18日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｻﾞﾙ･ﾏﾌﾑﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1564年6月)
1563年11月26日-09:00|日本|  ||永禄6年11月11日|<死去>寛欽入道親王(50歳)伏見宮貞敦親王の皇子
1563年11月30日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄6年11月15日|三郎衛門正行､林居蔵天神社(春野町横根)
  造営
1563年11月30日-09:00|日本|鳥取県米子市|永禄6年11月15日|尼子勢が伯耆国弓ヶ浜で毛利軍に夜討ちをかける
  も退けられる
1563年12月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣
1563年12月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾌｱﾝ･ﾌﾞｽﾄ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｪｶﾞｽ｣(~同月)⇒｢ﾛﾍﾟ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~
  1564年)
1563年12月3日-09:00|日本|  ||永禄6年11月18日|<死去>谷宗養(38歳)連歌師
1563年12月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄6年11月25日|松平家康の軍勢が､三河一向一揆を原木坂で破る
1563年12月16日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄6年12月|松平家康は東条城を占領.東条城には(東条松平家の)
  松平家忠を置く
1563年12月16日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年12月|武田信玄は倉賀野城攻撃のため､木部城を再興
1563年12月16日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|永禄6年12月|引間城飯尾連龍,今川氏真に反乱/真言宗青林山頭
  陀寺に飯尾連龍･飯尾土佐守･江間弥七篭城
1563年12月16日-09:00|日本|東京都|永禄6年12月|武藏国豊島郡江戸北郊の太田康資が北條氏康に叛く
1563年12月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|永禄6年12月|<失領>因幡国守護｢山名豊数｣武田高信の猛攻を受けて
  布勢天神山城を退去し鹿野城に退いた
1563年12月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|永禄6年12月|山名家家臣･武田高信､毛利氏を背景に因幡鳥取で挙兵
  ､山名氏本拠布施天神山城を攻略
1563年12月17日-09:00|日本|  ||永禄6年12月2日|<死去>三条西公条(76歳)右大臣､歌人
1563年12月18日-09:00|日本|島根県大田市|永禄6年12月3日|毛利氏､石見銀山を朝廷･幕府に献上
1563年12月20日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年12月5日|武田信玄が陣頭指揮をして上野倉賀野城(倉賀野直
  行)を攻めるが落とせず
1563年12月29日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄6年12月14日|<交替>大和多聞山領主｢松永久秀｣隠居⇒子の｢松
  永久通｣(~元亀4(1573)年11月織田信長に降伏)
1564年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ2世｣
1564年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Alvaro de Mendonca｣(~1566年)
1564年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼｬｰ2世｣(~1570年没)
1564年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽﾙ･ｼｬｰ｣(~1572年)
1564年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｱﾁｪ王国が商売敵のｼﾞｮﾎｰﾙ王国を攻撃､そのｽﾙﾀﾝを捕虜に
1564年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｳｨｽｯﾃｨﾃｰｳｨｰ｣(~1578年)
1564年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Cataiyavarman Adiveerama Pandyan｣(~1604年)
1564年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Taj Khan Karrani｣(~1566年)
1564年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国が非ﾑｽﾘﾑへの人頭税を廃止
1564年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Tin Ahmad｣(~1579年)
1564年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ4世｣
1564年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~1565年)
1564年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾀﾞﾆｴﾚ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾛ｣(~1566年)
1564年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｬｺﾓ4世｣(~1566年)
1564年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ代行｢ﾍﾞﾙｷｵｰﾙ･ﾎﾞﾃﾘｮ｣⇒ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾊﾞﾚ
  ｯﾄ｣(~1567年)
1564年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Jean4世 de Brosse｣
1564年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<辞任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｵﾌﾞ･ﾍﾞﾙｹﾞｽ｣
1564年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾍﾞｲ｣(~1566年)
1564年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro da Cunha｣(2期目~1565年)
1564年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾏｯｼﾐﾘｱｰﾉ2世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝(~15761012)
1564年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ女公･ﾙﾃﾙ伯｢ｱﾝﾘｴｯﾄ｣(~16010624死去)
1564年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ|  |||ﾏﾘｵｳﾞｫ=ﾌﾟﾘﾚﾌﾟの反乱(~1565年)
1564年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Francisco de Gouveia｣(~1569年)
1564年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｻ｣(2回目~同年)
1564年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ｣
1564年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣(~15880904死去)
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1564年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ･ｲ･ｳﾞｨﾚｶﾞｽ｣(~1
  565年)
1564年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾌｱﾝ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾄﾞ/ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ﾒﾝﾃﾞｽ(2回目)｣(
  ~1567年)
1564年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ﾍﾞﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙﾒﾎ｣(~1567年)
1564年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人がﾌﾛﾘﾀﾞにｶﾛﾘｰﾇ砦を建設
1564年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ9世｢ﾊﾟﾘ勅令｣を発布し､｢1月01日(世俗年)を新年とする暦｣を採用(
  それまでは｢復活祭の日｣(春分の後の最初の満月の次の日曜日)でだいたい4月初旬だった)
1564年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督代理｢Alonso Bernaldez de Quiros｣(2期
  目~15660512)
1564年1月4日-09:00|日本|大阪府|永禄6年12月20日|<任命>摂津国守護｢細川昭元｣(~永禄11(1568)年9月30日逃
  亡)
1564年1月4日-09:00|日本|京都府|永禄6年12月20日|<死去>室町幕府管領･丹波･摂津国守護｢細川氏綱｣50歳､淀
  城(山城国)にて
1564年1月4日-09:00|日本|京都府|永禄6年12月20日|<任命>丹波国守護｢細川昭元｣(~永禄11(1568)年9月30日逃
  亡)
1564年1月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永禄6年12月27日|相模国円覚寺焼失
1564年1月14日-09:00|日本|群馬県太田市|永禄6年閏12月|武田信玄は利根川を越えて､太田金山城の由良成繁を
  攻撃
1564年1月27日-09:00|日本|奈良県|永禄6年閏12月14日|<交替>大和国主｢松永久秀｣隠居⇒嫡男｢松永久通｣に家
  督を譲る譲る
1564年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ7世ﾄﾑｻ｣
1564年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ4世ﾗﾌﾟｼｭﾈｱﾇ｣(2回目~15680309)
1564年2月1日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄6年閏12月19日|上杉輝虎､横田康景の和田城(高崎城)攻め/勝敗つ
  かず
1564年2月9日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄6年閏12月27日|常陸の小田城城主小田氏治が北条氏康と通じ上
  杉輝虎に背く
1564年2月12日-08:00|中国|  ||明･嘉靖43年2月|興化の倭寇残部､戚継光に敗れて､海上に逃れる
1564年2月13日-09:00|日本|高知県長岡郡本山町|永禄7年|<死去>土佐本山領主｢本山茂辰｣⇒子の｢本山親茂｣が
  継ぐ(~元亀2(1571)年長宗我部氏へ臣従)
1564年2月13日-09:00|日本|鳥取県|永禄7年|<任命>因幡国守護｢山名豊国｣(~天正元(1573)年毛利氏に降伏)
1564年2月18日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第19代国王｢ﾏﾋﾝﾀﾗｰﾃｨﾗｰﾄ(ﾏﾋﾝ)｣(~15680512)
1564年2月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐｹﾗﾝｼﾞｪﾛ･ﾌﾞｵﾅｯﾛｰﾃｨ/88歳(誕生:14750306)ｲﾀﾘｱの画家で彫刻家
1564年2月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~9.3)
1564年2月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾆｴｳﾞｧ伯ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ･ｲ･ﾍﾞﾗｽｺ｣
1564年2月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ｣(~9.2)
1564年2月20日-09:00|日本|千葉県市川市|永禄7年1月8日|<第2次国府台合戦>(7日～)小田原の北条氏康･氏政父
  子が下総国葛飾郡の国府台に於て安房国館山城主里見義堯･義弘父子､武藏国岩槻城主太田資正､江戸北郊の太
  田康資､上総国正木城主正木時綱･時忠兄弟らの連合軍と戦って撃退/北條氏康は里見領の下総､上総両国の大
  半を平定､安房国館山城主里見義弘は安房一国と上総の一半を所領と成し,上総国正木城主正木時綱は上総国
  の大多喜城に移り居住する
1564年2月21日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾈﾛ･ｲ･ﾚ
  ｲﾊﾞ｣(~1574年)
1564年2月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月11日|<三河一向一揆(三河国)>上和田砦>土呂(本宗寺)･針
  崎(勝鬘寺)一揆が上和田砦に押し寄せ､大久保一党と大激戦.この戦いで大久保忠世･忠勝兄弟は共に片目を負
  傷｡家康が駆け付け､劣勢を持ち直すが､鵜殿十郎三郎と宇津与五郎が蜂屋半之丞貞次と渡辺高綱に討ち取られ
  た.その渡辺高綱は甥である内藤家長に射殺された
1564年2月23日-09:00|日本|岡山県備前市|永禄7年1月11日|<死去>備前三石領主｢浦上政宗｣赤松政秀の襲撃を受
  けて子とともに戦死(第2次室津騒動)⇒弟の備前天神山領主｢浦上宗景｣(~天正5(1577)年失領)
1564年2月23日-09:00|日本|千葉県佐倉市|永禄7年1月11日|臼井原氏当主･原胤貞は正木氏の手にあった臼井城
  を攻め落とし旧領を奪還
1564年2月24日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月12日|<三河一向一揆(三河国)>土呂･針崎の一揆が再び上
  和田砦を攻める.家康が再び援軍として駆け付け一揆は後退するが､その際水野藤十郎忠重が 殿の蜂屋貞次と
  槍を合わせたがかなわず退くと､その後に槍を合わせた松平金助は討たれた.その直後家康が駆け付け蜂屋に
  声をかけると､蜂屋は槍を担いで退散
1564年2月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月13日|<三河一向一揆(三河国)>早朝､大久保一族が針崎(勝
  鬘寺)に押し寄せる｡大久保忠世は本多正重を狙撃し命中したが傷は浅かった.一揆方は大久保勢を挟み撃ちに
  する計略を立てていたが､蜂屋貞次がそれとなく知らせたため､上和田に引き揚げた
1564年2月26日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月14日|<三河一向一揆(三河国)>佐々木(上宮寺)>深津九三
  郎､青山虎之助が上宮寺に潜入し火をかけようと試みるが捕まって鳩首される
1564年2月27日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月15日|<三河一向一揆(三河国)>早朝､佐々木の一揆は桑子
  の妙源寺に籠っていた家康側と激突.家康は鐘の音を聞いて加勢に駆け付け､一揆を上宮寺に押し戻した
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1564年2月27日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月15日|<馬頭原合戦>土呂･針崎の一揆が馬頭原から岡崎城
  に向けて展開している報告を受け､信元と共に加勢に駆け付け､矢作川を渡りそのまま小豆坂まで押し上がり､
  石川新九郎･新七郎を将とする一揆勢を攻めた.馬頭原で乱戦となったが家康方が勝利し､一揆方の首130を挙
  げた.土屋重治死亡/家康は降伏した蜂屋貞次ら家臣を赦免､寺院や道場は全て破壊し､僧侶は追放.本多正信も
  追放処分となる亡
1564年3月8日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年1月25日|<三河一向一揆(三河国)>六栗城(野場城)野寺の本證
  寺から退却した大津半左衛門､乙部八兵衛らの浪人衆と門徒が､六栗の夏目吉信を頼り籠城｡頑強に抗戦したが
  ､深溝松平伊忠が乙部の内応により城を陥した｡土蔵で捕えられた夏目吉信は家康に赦され､松平伊忠の与力と
  なった
1564年3月10日-09:00|日本|茨城県筑西市|永禄7年1月27日|上杉輝虎が小田領の常陸国真壁郡海老ヶ島城主平塚
  山城守入道自省を攻め､佐竹義昭や多賀谷政経らが平塚自省を討取って攻略
1564年3月12日-09:00|日本|茨城県桜川市|永禄7年1月29日|常陸国筑波郡小田城主小田氏治が西茨城郡岩槻の坂
  戸城を攻め城主小宅三左ヱ門尚時は城を出て之れを高森原に於て迎撃したが敗北し坂戸城に籠城/小田方は宇
  都宮の援軍が到着前に坂戸城を攻略､小宅尚時父子は小栗城に落ちのびる
1564年3月12日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄7年1月29日|<第2次山王堂合戦>上杉輝虎･佐竹義昭･宇都宮広
  綱の連合軍､小田城を攻略.城主小田氏治は土浦城に逃走
1564年3月13日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄7年2月|作手城主の奥平貞勝､今川氏から離反し松平氏に帰属
1564年3月13日-09:00|日本|熊本県人吉市|永禄7年2月|<改名>肥後人吉領主｢相良頼房(義陽)｣⇒｢相良義頼｣
1564年3月13日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|永禄7年2月|龍造寺隆信が平井経治の高城攻撃/隆信､経治の弟
  直秀を娘婿にし講和
1564年3月13日-09:00|日本|島根県安来市|永禄7年2月|出雲富田城に立て籠もっていた尼子家臣湯原春綱が毛利
  氏に投降
1564年3月18日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄7年2月6日|<稲葉山騒動>菩提山城主竹中半兵衞重治･竹中重矩･
  安藤守就が稲葉山城を奪取､斎藤龍興脱出(⇒8月竹中重治､斎藤龍興に稲葉山城を返還し辞去)
1564年3月20日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco Bahamonde de Lugo｣(~1568年
  )
1564年3月20日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年2月8日|<三河一向一揆(三河国)>安城小川>野寺本證寺の空誓
  を将とする一揆と安城小川で戦う｡桜井の円光寺順正が空誓の身代わりとなって壮絶な自害を遂げた｡家康は
  本證寺を攻めずに引き揚げる
1564年3月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄7年2月13日|松平家康が､居城の岡崎城を攻囲した一向一揆の軍
  勢を撃退
1564年3月29日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄7年2月17日|<第五次唐沢山城の戦い(下野国)>下野の佐野昌綱が
  北条氏康に応じて背いたため､上杉輝虎が唐沢山城を攻め,城主佐野昌綱降伏/色部勝長､荻原伊賀守､吉江織部
  を唐沢山城に留めて守らせる
1564年3月30日-09:00|日本|静岡県浜松市東区|永禄7年2月18日|<市野砦の戦い>今川氏真の配下大村高信､引間
  口市野砦へ乗り入れ端城を押破る
1564年4月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Antonio Pais｣
1564年4月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞとｺｽﾀﾘｶの市長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾀﾞ｣⇒｢ﾐｹﾞﾙ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｲﾄ
  ﾞ｣(1565年まで代行~1566年)
1564年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾘﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1564年4月1日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾛｰﾚﾝｿ･ﾋﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~1566年)､暫定首長｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ
  ･ﾌﾗﾝｻ｣(3回目~)
1564年4月6日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ｻﾗｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾗｻﾝﾃ｣(~27日)
1564年4月9日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄7年2月28日|<三河一向一揆>(永禄6年09月05日~)徳川家康勢は一
  向宗派に加担した吉良義昭の庶流･荒川義広が籠もる八ｯ面城を陥落させ荒川義広は河内国へ亡命/松平家康､
  一向一揆と和議を結び､結果､旧守護家吉良氏の勢力を駆逐､今川家に心寄せて両端を持していた松平一門のあ
  るものも含む豪族を一掃
1564年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾄﾛﾜの和約>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ､ｶﾚｰを放棄(1562年月｢ﾊﾝﾌﾟﾄﾝｺｰﾄの密約｣でﾕｸﾞﾉｰ
  がｶﾚｰの譲渡を約束)ﾌﾗﾝｽ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ間の通商の自由､｢関税｣撤廃
1564年4月11日-09:00|日本|  ||永禄7年3月|尾張国主｢織田信長｣･近江小谷領主｢浅井長政｣攻守同盟/信長の妹
  お市御寮人(17)を浅井長政に嫁がせる
1564年4月11日-09:00|日本|佐賀県三養基郡みやき町|永禄7年3月|龍造寺隆信が馬場鑑周の中野城攻撃/馬場鑑
  周は降伏
1564年4月11日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄7年3月|浄行律師日能､恵光山定林寺開基
1564年4月11日-08:00|中国|  ||明･嘉靖43年3月|潮州の倭､兪大猷に破られる
1564年4月17日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄7年3月7日|上杉輝虎が､白井長尾憲景､新田金山城の横瀬成繁､常
  陸佐竹義昭､下野宇都宮広綱とともに和田城を攻めるが､武田信玄による補充で落とせず撤退
1564年4月26日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄7年3月16日|島津貴久は日向新山坊で伊東義祐を破った
1564年4月27日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官｢ｱﾛﾝｿ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾅﾔ｣(~9.18)
1564年4月28日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄7年3月18日|<死去>大和国筒井城主｢筒井順政｣和泉堺で(不明)
1564年4月28日-09:00|日本|長野県上水内郡信濃町|永禄7年3月18日|武田信玄､信濃水内郡野尻城を奪い返す
1564年5月11日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄7年4月|牛久保牧野貞成･佐脇八幡三浦左馬介､家康1千に敗れる
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1564年5月11日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄7年4月|二連木戸田重貞､松平家康に降る
1564年5月11日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄7年4月|牧野･幡豆小笠原康元､松平家康に降る
1564年5月11日-09:00|日本|群馬県安中市|永禄7年夏|武田信玄､安中忠成の守る松井田･安中城を攻略
1564年5月11日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄7年4月|謙信が越後に帰陣すると北条氏政は二万の兵を率いて古
  河城に入り､小山秀綱の籠る祇園城を攻撃､高朝･秀綱父子は城を棄てて逃れた/氏政はついで結城城を攻撃､晴
  朝は氏政に降伏
1564年5月17日-09:00|日本|高知県長岡郡本山町|永禄7年4月7日|長宗我部元親が本山城の本山親茂を攻め､親茂
  は瓜生野に退去
1564年5月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾆｺﾗｽ･ｱｰﾉﾙﾄﾞ卿｣(~15660120)
1564年5月27日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ出身の神学者ｼﾞｬﾝ･ｶﾙｳﾞｧﾝ(55歳)がｼﾞｭﾈｰﾌﾞで/後継改革派ﾘｰﾀﾞ
  ｰ､ﾃｵﾄﾞﾙ･ﾍﾟｻﾞ(ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾍﾞｰｽﾞ)
1564年5月27日-09:00|日本|島根県安来市|永禄7年4月17日|毛利元就､富田城に迫り､尼子義久と戦い撃破
1564年5月28日-09:00|日本|新潟県|永禄7年4月18日|上杉輝虎､武田信玄に通じて越後国に侵入した陸奥国合津
  城主葦名盛氏軍を壊滅させる
1564年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ﾊｻﾝ･ﾍﾞｲ｣(~7月)
1564年6月7日-01:00|日本|茨城県筑西市|永禄7年4月28日|<山王堂の戦い(常陸国)>辰の刻(8時)､上杉軍は丘上
  から静々と降りてきたが､突如疾風の如く､鬨の声をあげて深田を真一文字に突き進んできた｡小田氏治方の菅
  谷政貞､信太治房､平塚弥四郎､赤松凝淵斉らは敵を寄せつけじと､弓･鉄砲･槍･薙刀で応戦｡多くの死者が出た
  が､上杉勢は怯まず､討たれた味方の人馬を足代にして泥田を踏み越え､叫びながら切り込んできた｡さすがの
  小田勢も､この猛攻に耐え切れず十町ばかり退いて陣容を立て直そうとするも､上杉勢が追撃にかかったので､
  両軍入り乱れて鎬を削り､鍔を割り､黒煙を蹴立てて戦った｡この時の戦闘の激しさを､真壁氏幹の郎従･稲川石
  見守という18歳の若武者が目撃している｡｢武者ぼこりの一面に立つ中に､打ち合わせる太刀の光が電光のよう
  に煌めくだけであって､戦い終わってからも戦場に黒い霧が立ち込めたように､おぼろおぼろに見えた｣と後に
  語っている｡小田方の先鋒･菅谷政貞は大いに戦功を上げたが､嫡子･彦次郎政頼は弓弦絶え､矢種尽きて苦戦し
  ているので､左右の者はひとまず退くことを勧めたが､命を捨てて忠節を尽くすのはこの時ぞと叫び､群がる敵
  中に切り込んで討ち死にした
1564年6月7日 07:00|日本|茨城県筑西市|永禄7年4月28日|<山王堂の戦い(常陸国)>申の刻(16時)まで激戦は続
  き､小田勢は地の利を生かして奮戦したものの敗色は濃くなる一方であった｡氏治は朝方渡った筑輪川に馬を
  乗り入れ引き返そうとしたが､あまりに馬が疲れているので馬首を川上に引き向けて水を飲ませているところ
  へ､上杉勢が6,7騎追いかけて来て矢を放った｡札よき鎧なので裏まで貫通せず､氏治は川岸を駆け上り敗れた
  兵をまとめて小田城に帰還し防御に手筈をして上杉勢の攻撃に備えた
1564年6月9日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄7年5月|<犬山城合戦>織田信長､織田信清に勝利し犬山城を攻略
1564年6月13日-09:00|日本|茨城県水戸市|永禄7年5月5日|<死去>常陸江戸氏7代当主｢江戸忠通｣⇒廃嫡の江戸通
  政が家督継承
1564年6月17日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄7年5月9日|松平家康に､牛久保城(牧野貞成)開城
1564年6月17日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄7年5月9日|三好長慶が､松永久秀の讒訴に応じ､安宅冬康(37:三
  好長慶の弟)を飯盛山城に誘殺
1564年6月25日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄7年5月17日|武田信玄､倉賀野城を攻略
1564年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ｱﾙｽﾗﾝ･ﾍﾞｲ｣(~10月)
1564年7月5日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄7年5月27日|<引間城合戦>引馬城主･飯尾連龍､今川氏真に謀反
1564年7月7日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄7年5月29日|伊東義祐軍､日向今城(大河平隆利)を攻略
1564年7月9日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄7年6月|<結城城合戦>北条氏政､結城晴朝に勝利/結城晴朝は再び
  北条方になった
1564年7月10日-09:00|日本|千葉県君津市|永禄7年6月2日|北条氏政が秋元義久の小糸城攻略/義久落命
1564年7月12日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄7年6月4日|北條氏康･氏政父子が下野国に出陣し､下都賀郡小山
  祇園城主小山高朝･秀綱父子を攻め破って攻略し､武藏国滝山城主北條氏照に守らせる.更に河内郡宇都宮城主
  宇都宮廣綱を攻めて降伏させ攻略し､安蘇郡佐野城主佐野昌綱を攻め､下総国結城郡結城城主結城晴朝と対立
1564年7月18日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄7年6月10日|<吉田城の戦い>松平家康軍､吉田城大原資良を包囲/
  蜂屋貞次､今川方二人討取り､河井正徳の鉄砲に当りその夜死す/竹谷松平清宗､龍念寺口を囲み､自ら鑓を合わ
  せ首五級得る.自身も二ヵ所創を受け家士三人討死/小笠原安元に船形山砦を守らせ､駿河方面からの後援遮断
  /兵糧攻め
1564年7月22日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄7年6月14日|<吉田城の戦い>松平家康軍､吉田城を総攻撃/松平清
  宗､龍拈寺口攻め､5人討取り家臣3人討死/松平家康方天野正重､下条において討死(41歳)/松平家康方成瀬正義
  ､敵先鋒で金の切裂をさした侍を討取る
1564年7月24日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｾｶﾔ｣(~15720207)
1564年7月24日-09:00|日本|茨城県石岡市|永禄7年6月16日|佐竹義昭､大掾貞国を府中城から追放.府中に移る
1564年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ｵｰｽﾄﾘｱ大
  公･ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王･ｸﾛｱﾁｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣61歳(誕生15030310)
1564年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ･
  ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世｣(ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王ﾐｸｼｬ1世~15761012死去)
1564年7月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の次男(~15
  950715死去)
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1564年7月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>内ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｶｰﾙ2世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の三
  男(~15900710死去)
1564年7月25日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｶﾙﾆｵﾗ公｢ｶｰﾙ2世｣(~15900710死去)
1564年7月27日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾍﾟﾀﾞｰｿﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ｽﾞ･ﾚﾋﾃｨｽ｣(~1565
  年)
1564年7月28日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄7年6月20日|<吉田城合戦>松平家康､今川氏真の部将小原鎮実の
  守る吉田城攻略､吉田城を酒井忠次に与えて東三河の旗頭として大小の武士を統轄させる
1564年7月31日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾙｲ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｲ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾗﾙｺﾝ｣
1564年8月1日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢(大審問院長)ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｾｲﾉｽ･ｵﾌﾞﾚｺﾞﾝ･ｲ･ｹﾞﾗ･
  ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(1回目~15661019)
1564年8月2日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･大審問院長｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌﾞﾘｾﾉ｣(~15700105
  )
1564年8月4日-09:00|日本|千葉県勝浦市|永禄7年6月27日|上総勝浦正木時忠､里見氏から離反し北条氏に帰属
1564年8月7日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|永禄7年7月|伯耆の南条宗勝が小寺元武率いる毛利氏の援軍と共に因
  幡国に侵攻し鹿野城を攻略
1564年8月7日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|永禄7年7月|姉小路嗣頼は上杉謙信と手を結んでいたために､その宿敵
  である武田信玄の武将である山県昌景や木曽義昌の侵攻を受けて降伏し､武田氏の配下となった
1564年8月7日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|永禄7年7月|飛騨/江馬輝盛は､信玄の部将山県昌景に攻められて武田
  氏に降る
1564年8月7日-09:00|日本|群馬県安中市|永禄7年7月|武田信玄が上野安中城を攻略.安中城主安中左近大夫廣盛
  らを攻め破る
1564年8月8日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄7年7月2日|黒田城主和田新介･小口城主中嶋豐後守の犬山城両家
  老が丹羽長秀を通じて降伏
1564年8月8日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|永禄7年7月2日|北美濃加治田城主･佐藤紀伊守三省､岸良澤を使
  いに丹羽五郎左衞門長秀を通じて降伏
1564年8月10日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄7年7月4日|<死去>畿内･阿波国の大名｢三好長慶｣飯盛城で(43歳)
  ⇒子の｢三好重存｣が跡を嗣ぐ(~天正元(1573)年11月滅亡)
1564年8月11日-09:00|日本|長野県上水内郡信濃町|永禄7年7月5日|<野尻湖騒動>越後国上田城主｢長尾政景｣､宇
  佐美定満と野尻湖で舟遊中に溺死/上杉輝虎は政景の子喜平次景勝を養子と成す
1564年8月19日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|永禄7年7月13日|島津忠良の次男島津忠将､肝付勢が竹原山に布陣
  した島津勢を攻め,竹原山で肝付勢に囲まれ家臣五十余名と共に討死/城攻めも失敗に終わり､島津勢は撤退
1564年8月21日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄7年7月15日|北條氏政は再び出陣し下総国結城城主結城晴朝を攻
  め破って攻略し之れを降伏させる
1564年8月26日-09:00|日本|千葉県市原市|永禄7年7月20日|北條氏政が上総国の池和田城主多賀藏人､同右ヱ門
  尉兄弟を攻め里見方の正木大膳亮時綱らと戰って之れを破り多賀兄弟を討取って攻略
1564年8月28日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|永禄7年7月22日|毛利軍,因幡国鹿野麓で南条宗勝の軍を破る
1564年8月29日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|永禄7年7月23日|武蔵岩槻城･太田資正(反北条､越後謙信
  とのﾊﾟｲﾌﾟ役)､北条氏と密約した子氏資によりを追放,氏資は北条氏に城門開く/岩槻を追われた資正は常陸佐
  竹氏に身をよせ､北条氏への抵抗を続ける
1564年8月31日-09:00|日本|福岡県|永禄7年7月25日|毛利元就は大友宗麟と和睦/宗麟の娘を小早川秀包に嫁が
  せ､毛利は筑前の諸城を大友氏に返却
1564年9月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾛﾍﾟ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~15691126)
1564年9月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾀﾝ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(~15680910)
1564年9月6日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄7年8月|<犬山城合戦>丹羽長秀､犬山の家老和田新介(黒田城)･中
  嶋豊後守(小口城)を調略､織田信長へ内通させ､両名の手引により犬山へ侵入､城下を焼き､瑞泉寺焼失.まもな
  く落城/織田信清(信長の従兄弟)は城を脱出して甲斐へ亡命/信長の尾張統一がほぼ完成
1564年9月6日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄7年8月|北条氏康､唐沢山城を攻め,佐野昌綱は降伏
1564年9月11日-09:00|日本|鳥取県日野郡江府町|永禄7年8月6日|伯耆国日野郡の蜂塚氏ら国人衆が尼子氏に通
  じて挙兵し､宮景盛配下の兵を襲撃.毛利勢が蜂塚氏の江尾城を攻略し､伯耆国を平定
1564年9月12日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄7年8月7日|波多三河守信時の後室新芳が茶宴に事よせ､毒味を与
  えて老臣日高大和守資を暗殺
1564年9月18日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾍﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃｨﾘｬﾝ･ｲ･ﾌ
  ｨｹﾞﾛｱ｣(~15710719)
1564年9月27日-09:00|日本|  ||永禄7年8月22日|<永禄の盟約>独立性が強く､時には｢合戦｣に及ぶこともあった
  日蓮宗(法華宗)寺院が盟約を結ぶ/妙顕寺､妙覚寺､妙蓮寺､妙伝寺､妙満寺､妙泉寺､本国寺､本隆寺､要法寺､本
  満寺､本禅寺､頂妙寺､本法寺､本能寺､立本寺の計15寺
1564年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｲｽｹﾝﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~15650519)
1564年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞﾗﾝｸｰﾃｨ｣｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣
1564年10月5日-09:00|日本|広島県三次市|永禄7年9月|三吉豊長,大檀那として,三次郡河内の八王子権現本殿を
  造立
1564年10月10日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄7年9月6日|<上野城の戦い>上野城酒井忠尚､松平家康に攻めら
  れ駿河へ逃げる/松平家康家臣内藤信成､酒井忠尚家臣坂部造酒丞を討取る
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1564年10月16日-09:00|日本|石川県小松市|永禄7年9月12日|<小松城合戦>朝倉義景軍が加賀に侵攻し､能美郡小
  松城を攻略
1564年10月16日-09:00|日本|石川県小松市|永禄7年9月12日|<本折城合戦>朝倉義景が本折城攻略
1564年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが新大陸貿易における定期護送船団制度を確立
1564年10月19日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ﾌｱﾝ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ｣(1回目~1
  5681211)
1564年10月19日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄7年9月15日|<引間城の戦い>今川勢2千が引間城を攻め､城東の
  安間橋で､新野親道･新野親矩討死/中野信濃守直由討死/今川氏真に仕えるべく､飯尾連竜の元にいた森川助右
  衛門討死/新野親矩･中野直由･井伊上野守･井伊豊後守､安間橋で討死/朝比奈泰朝･朝比奈信置･瀬名氏俊･瀬名
  氏詮､引間城を包囲/松井宗恒の仲介で和睦
1564年10月22日-09:00|日本|石川県小松市|永禄7年9月18日|<御幸塚城合戦>朝倉義景､加賀一向一揆に勝利.朝
  倉義景､加賀南部を制圧
1564年10月22日-09:00|日本|福島県須賀川市|永禄7年9月18日|<死去>陸奥須賀川領主｢二階堂照行｣⇒子の｢二階
  堂盛義｣が継ぐ(~天正9(1581)年08月26日)死去)
1564年10月31日-09:00|日本|福井県|永禄7年9月27日|若狭武田義統に反抗する被官粟屋勝久､250を率い夜襲､焼
  打ちして勝利
1564年11月2日-09:00|日本|岐阜県|永禄7年9月29日|尾張へ帰陣する信長を斎藤龍興らが攻撃/信長は大きな損
  害を蒙って退却
1564年11月3日-09:00|日本|佐賀県唐津市|永禄7年秋|波多下野守盛の正室真芳は鶴田直の謀殺を企て急襲し傷
  つけた/この傷がもとで鶴田直はほどなく没し､日在城は子の勝が継ぐ
1564年11月4日-09:00|日本|千葉県君津市|永禄7年10月|<第3次久留里城合戦>北条氏康､里見義堯に勝利/北条氏
  康､久留里城を攻略(永禄9年まで占拠)
1564年11月4日-09:00|日本|長野県飯山市|永禄7年10月1日|<第5次川中島合戦>(8月3日~)｢塩崎合戦｣上杉輝虎､
  犀川を渡り川中島に進み武田軍と対峙/対陣60余日に及ぶが戦闘に至らず/飯山城を修復し､桃井義孝･加地春
  綱に守らせ､帰国の途につく/以降､川中島地方は武田信玄の支配下となる
1564年11月9日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄7年10月6日|松平家康が三河北部の足助城を攻撃､占領
1564年11月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾚｶﾞｽﾋﾟ艦隊がﾌｨﾘﾋﾟﾝ遠征のためﾒｷｼｺを出航
1564年11月30日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄7年10月27日|<第六次唐沢山城の戦い>上杉輝虎､再び背いた佐
  野昌綱の唐沢山城を攻略
1564年12月18日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄7年11月15日|大地頭奥山民部丞貞益代小地頭大井奥山右
  衛門尉､福沢観音社(浜松市天竜区佐久間町大井福沢)社殿造立
1564年12月18日-09:00|日本|鳥取県米子市|永禄7年11月15日|毛利軍,出雲国富田城への補給路を遮断するため,
  伯耆国弓浜に布陣.尼子軍,これを夜討するが,撃退される
1564年12月20日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄7年11月17日|<就任>日向飯野城主｢島津義弘｣(⇒天正17(1589
  )年大隅国栗野城主)
1565年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<設立>ﾄｩｱ(ｱﾛ)王国
1565年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Goncalo Pereira Marramaque｣(~1571.3死去)
1565年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｳﾏﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾗｼﾞｬ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1570年)
1565年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王ｳｨｽｯﾃｨﾃｰｳｨｰ(~1578年)
1565年-07:00|ﾗｵｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ軍がﾗﾝｻﾝ国の首都ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝを占領
1565年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌｻｲﾝ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世｣
1565年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾑﾙﾀｻﾞ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世｣(~1588年死去)
1565年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ｶｼ･ﾅｲﾅｰ･ﾊﾟﾗｶｾｶﾗﾝ｣(~1570年死去),｢ﾍﾟﾘﾔﾋﾟﾗｲ｣(~1582年死去)
1565年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎﾙﾑｽﾞ･ｼｬｰ｢ｿﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣⇒｢ﾌｧﾙｰｸ･ｼｬｰ1世｣(~1597年)
1565年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1566年)
1565年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾊﾟﾝﾄﾞﾙﾌｫ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｭｽﾄ･ｸﾞｰﾛ｣(~1566年)
1565年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｹﾞﾗｰﾙ･ﾄﾞ･ｸﾞﾛｽﾍﾞｰｸ｣(~1580年)
1565年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢John Alfonso｣(~1573年)
1565年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾘﾋﾞｱがｵｽﾏﾝ朝領に編入される
1565年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Guillen Peraza｣
1565年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣回復(~15761019死去)
1565年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Velez de Guevara｣(~1567年)
1565年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Luis Peraza de Ayala｣(~1591年)
1565年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ|  |||ｻﾝ･ﾄﾒは反乱の間奴隷に占領される(~1566年)
1565年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗｼﾞｪﾀﾞ｣(~1567年)
1565年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾌﾞﾗｽ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1567年)
1565年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾐﾗﾝ｣(1回目~1566年)
1565年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ9世､ﾌﾗﾝｽ中央のﾑｰﾗﾝで､｢ﾑｰﾗﾝ大勅令｣(86か条)を出す①国王の権限(特
  に司法上の権限)を強化する内容/国王の蔵書について､王が勝手に譲渡することはできないと定められ､その
  蔵書は国王の私物ではなく国の財産として永続的に維持されることが明示される
1565年1月3日-09:00|日本|山形県米沢市|永禄7年12月|<交替>出羽米沢領主｢伊達晴宗｣隠居⇒｢伊達輝宗｣(~天正
  12(1584)年10月隠居)
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1565年1月17日-09:00|日本|岡山県真庭市|永禄7年12月15日|<高田城合戦>三村家親に攻められ高田城(三浦貞勝
  )陥落/城主貞勝(28)自害
1565年1月22日-10:00|北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｸﾞｱﾑ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||泥棒島､ｸﾞｱﾑはﾐｹﾞﾙﾛﾍﾟｽﾃﾞﾚｶﾞｽﾋﾟによってｽﾍﾟｲﾝの所有物と
  して開拓された
1565年1月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｱｰﾗｳﾞｨｰﾄﾞｩ朝)国王ﾃｨﾙﾏﾗ･ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰﾔ(~1572年)
1565年1月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国が､ﾃﾞｶﾝのﾑｽﾘﾑ五王国の連合軍にﾀｰﾘｺｰﾀの戦いで大敗
1565年1月26日-10:00|北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾚｶﾞｽﾋﾟがﾗﾄﾞﾛﾈｽ(ﾏﾘｱﾅ)諸島の領有を宣言
1565年1月28日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|永禄7年12月26日|<大坂永禄7年石山本願寺の大火>(～27日)真
  夜中頃になって､市中で大火/富裕であった仏僧の城も御殿も､また本中でもっとも華麗な寺院の一つであった
  建物も､灰じんに帰した/三､四時間以内に約九百戸が焼け､火災から逃げ得なかった婦女子､老人､病人ら百名
  が火中で死に果てた
1565年1月30日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾝﾘｸ･ｸﾗｯｿﾝ･ﾎﾙﾝ･ｽﾞ･ｶﾅｽ｣(2回目~1568年)
1565年1月31日-09:00|日本|佐賀県唐津市|永禄7年12月29日|日高甲斐守喜と鶴田越前守前･鶴田因幡守勝は岸岳
  城を襲い城中に火を放った/後室は波多家の跡目藤童丸を連れ逃れた
1565年2月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣が､大貴族の権力を抑制するため国の主要部分を直轄地と
1565年2月1日-09:00|日本|愛知県田原市|永禄8年|<田原城合戦>松平家康､田原城を攻略し､三河を統一/田原城
  を本多広孝に与えて東三河の旗頭として大小の武士を統轄させる
1565年2月1日-09:00|日本|愛媛県西予市|永禄8年|<死去>伊予黒瀬領主｢西園寺実充｣⇒｢西園寺公広｣が継ぐ(~天
  正13(1585)年失領)
1565年2月1日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄8年|奥山氏､鶴ヶ城(静岡県浜松市天竜区)築城
1565年2月1日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄8年|日高喜は兵を壱岐に進め､壱岐六人衆を撃滅して波多氏の壱
  岐代官波多隆の弟波多正(政)をたてて壱岐代官としておき､壱岐の支配権を握る
1565年2月1日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉南区|永禄8年|大友宗麟が毛利との講和後も抵抗を続ける規矩郡
  長野助盛(秋月文種の子秋月種信と言われる)の小三岳城を攻撃､占領
1565年2月1日-09:00|日本|福島県|永禄8年|<交替>陸奥国主｢伊達晴宗｣隠居⇒次男｢伊達輝宗｣に家督を譲る(実
  権はまだ晴宗が握る)
1565年2月1日-09:00|日本|山梨県甲府市|永禄8年|甲斐善光寺金堂が完成
1565年2月16日-09:00|日本|兵庫県|永禄8年1月16日|<死去>播磨国守護(播磨置塩城主)｢(赤松氏第11代当主)赤
  松晴政｣⇒子の｢赤松義祐｣が家督を継ぐ(~元亀元(1570)年隠居)
1565年2月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾐｹﾞﾙ=ﾛﾍﾟｽ=ﾃﾞ=ﾚｶﾞｽﾋﾟ､ｻﾏｰﾙ島に到着,ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島の領有化を宣言
1565年2月25日-09:00|日本|愛媛県|永禄8年1月25日|土佐一条氏の家臣佐竹信濃守らが宇和郡に侵入し､土居清
  良･中野通正らがこれを撃退
1565年3月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人によるﾘｵ･ﾃﾞ･ｼﾞｬﾈｲﾛ市が建設される
1565年3月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Louis Gonzaga｣(~15951023死去)
1565年3月15日-09:00|日本|千葉県千葉市緑区|永禄8年2月13日|(12日~)土気城合戦(北条対酒井)北条氏康は氏
  政を大将に臼井城主原胤貞と臼井衆,東金城主の酒井胤房･政辰父子を差し向け土気城を攻撃するが土気胤治
  が撃退
1565年3月20日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄8年2月18日|戸田三郎右衛門忠次､家康からの付け人22騎と共に
  佐久島を出帆し馬草砦を奪い､さらに進んで地蔵坂において今川方の伏兵を戸田兵右衛門尉光定･戸田九右衛
  門勝則･戸田与五右衛門尉の友軍によって撃退
1565年3月24日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄8年2月22日|織田信長､犬山城の織田信清を攻め､落城させる/こ
  の時､城下の瑞泉寺が戦火により焼失
1565年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||旧教保護者のｽﾍﾟｲﾝ王の専制支配に反発し､新教派の｢低地諸州｣の人々が蜂
  起し､ﾌﾗﾝｽ国内のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄたちがﾌﾗﾝｽ王の支援･介入を求める
1565年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ｴｳﾞｧﾝｼﾞｪﾘｽﾀ･ﾍﾞﾙ
  ｯﾂｨ｣
1565年4月3日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄8年3月3日|<第一次関宿合戦>(2日~)北条勢先陣の太田氏資が関宿
  城(城主簗田晴助)攻撃､宿中まで攻め入ったが後退
1565年4月6日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄8年3月6日|上杉謙信方｢長野業盛｣が武田信玄と箕輪城防衛戦､勝
  利
1565年4月19日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄8年3月19日|吉田城合戦(三州錯乱)松平家康､小原鎮実に勝利/小
  原鎮実は開城退去/松平家康､三河を統一し戦国大名として自立
1565年4月24日-09:00|日本|鹿児島県出水郡長島町|永禄8年3月24日|薩州島津家第6代当主島津義虎の叔父島津
  忠兼､相良領長島を攻め､堂崎城を攻め落とした.また獅子島も占領､支配下に置く
1565年4月27日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾐｹﾞﾙ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾚｶﾞｽﾋﾟ｣(~15720820死
  去)
1565年4月27日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<設立>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島(ﾆｭｰ･ｽﾍﾟｲﾝに従属~18210928)
1565年4月27日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｸﾞｱﾑ|  |||ｽﾍﾟｲﾝの艦隊がﾌｨﾘﾋﾟﾝのｾﾌﾞ島に上陸し､ｸﾞｱﾑ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝの
  征服を開始/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙはﾌｨﾘﾋﾟﾝの権益を主張し退去を要求
1565年4月27日-09:00|日本|  ||永禄8年3月27日|本願寺顕如光佐､武田信玄と音信を結び､対上杉輝虎(謙信)の
  軍事同盟を結ぶ
1565年5月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾚｶﾞｽﾋﾟがｾﾌﾞ島でｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ市を建設
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1565年5月15日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再設>ﾊﾟﾅﾏ大審問院(~1718年)
1565年5月18日-01:00|ﾏﾙﾀ/ﾄﾙｺ|  |||<ﾏﾙﾀ包囲戦>ｵｽﾏﾝ軍がﾏﾙﾀ島の包囲戦を開始
1565年5月19日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾔﾋｬﾊﾟｼｬｻﾞｰﾃﾞ･ﾙｽﾗﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~15660803没)
1565年5月23日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄8年4月24日|竜造寺隆信は土生島城を攻めとり､神代長良は筑前
  の大都留宗秀を頼って逃れた
1565年5月27日-09:00|日本|島根県安来市|永禄8年4月28日|<第1次月山富田城総攻撃>(17日～)毛利元就､月山富
  田城を包囲総攻撃するが押し返され,出雲国星上より洗骸の本陣に帰る/尼子軍,これを襲うが撃退される
1565年5月28日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ﾐｶﾛｼﾞｭｽ･ﾗﾄﾞﾋﾞﾗ･ｼﾞｭｵﾀﾞｼｽ｣
1565年5月29日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)代行｢ｵｽﾀﾊﾟｽ･ｳﾞｧﾗｳﾞｨﾁｭｽ｣(~15660311)
1565年5月30日-09:00|日本|宮城県|永禄8年5月|陸奥･相馬盛胤､伊達領古佐井･金津を攻略
1565年5月30日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄8年5月1日|<改名>河内飯盛山領主｢三好義存｣⇒｢三好義継｣
1565年5月30日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄8年5月1日|伊東義祐､新山城を攻める/城主日置忠光戦死
1565年6月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｷﾛｶﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ｳｼﾞｮｱ｣(2回目~1567年8月)
1565年6月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市千種区|永禄8年5月3日|尾張国小井村の氏子､八幡宮本殿を建立
1565年6月3日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄8年5月5日|三河一向一揆､終結
1565年6月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾚｶﾞｽﾋﾟがﾌﾏﾎﾞﾝの子で首長のﾄｩﾊﾟｽとその他の首長たちとの間で平和友
  好条約を締結/ｾﾌﾞ島にｽﾍﾟｲﾝの主権を樹立するというもの
1565年6月5日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|永禄8年5月7日|太田資正､岩付城奪回のため岩付城を攻撃
  するも負け､成田氏の元に退く
1565年6月15日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄8年5月17日|立花山城主立花鑑載を戸次鑑連(後の立花道雪)
  ･吉弘鑑理が攻撃､鎮圧する｡立花鑑載は助命される
1565年6月17日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｷﾘｯﾁ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~15680627)
1565年6月17日 14:00|日本|愛知県田原市|永禄8年5月19日|<田原城の戦い>松平家康が田原城を攻撃､占領.城主
  に本多広孝を置く
1565年6月17日 14:00|日本|京都府京都市|永禄8年5月19日|<死去>室町幕府第13代征夷大将軍｢足利義輝｣松永久
  秀(56)と三好三人衆に二条の居館を急襲され､午刻(午後11時頃)自刃/30歳(誕生:天文5(1536)0310)次男の興
  福寺一乗院門跡覚慶(後の義昭)は同院に幽閉
1565年6月20日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄8年5月22日|<第2次上野倉賀野城合戦>武田信玄､倉賀野尚行に勝
  利し倉賀野城を攻略.倉賀野尚行は越後に敗走
1565年6月21日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄8年5月23日|久通･三好義継らが一乗寺を破壊し放火
1565年6月22日-09:00|日本|岡山県美作市|永禄8年5月24日|<三星城の戦い>三村家親が後藤勝基と戦い後藤が勝
  利
1565年6月22日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄8年5月24日|<第一次関宿合戦>(3月6日~)北条氏康･氏政父子の率
  いる軍勢が大井川沿いの親井まで進軍したが大きな戦果なく簗田晴助の援軍として佐竹義重が進軍したため
  撤退
1565年6月23日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾄｩﾙｸﾞｰﾄ･ﾚｲｽ｣
1565年6月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｿｺﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~15791011)
1565年7月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｱｲﾗｰ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ･ﾃｨﾙ･ﾏｯﾄﾗｯﾌﾟ･ｳﾞｨﾄﾞﾄﾌﾄ｣
1565年7月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾍｯｾﾚｰｶﾞｰ｣(2回目~15670817)
1565年7月6日-09:00|日本|愛媛県伊予郡松前町|永禄8年6月9日|豊後国大友義鎮の部将星野･黒木らの兵､伊予郡
  松前･今出などに来襲し､河野の将兵これを撃退する
1565年7月10日-09:00|日本|熊本県宇城市|永禄8年6月13日|相良勢が豊福城を取り戻す
1565年7月16日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|永禄8年6月19日|<死去>前陸奥国守護･出羽国米沢城主｢(伊達
  氏第14代当主)伊達植宗｣78歳/丸森城にて
1565年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣(~15721028死去)
1565年7月22日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄8年6月25日|<倉賀野城合戦>武田信玄､倉賀野城を攻略､城主の倉
  賀野直行を追放
1565年7月27日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|長崎県長崎市|永禄8年7月|<福田沖合戦>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ水軍､松浦水軍に勝利
1565年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭﾜｰﾄがﾀﾞｰﾝﾘｰ卿と結婚
1565年7月31日-09:00|日本|京都府京都市|永禄8年7月5日|朝廷､三好義継の奏請によりｶﾞｽﾊﾟﾙ=ｳﾞｨﾚﾗ･ﾙｲｽ=ﾌﾛｲｽ
  を京より追放.宣教師は堺へ退去
1565年8月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Ridwan Pasha + Murad Pasha｣(~1567.4)
1565年8月3日-09:00|日本|鹿児島県出水市|永禄8年7月8日|島津忠兼､出水にて甥の薩州島津家第6代当主島津義
  虎に殺害される
1565年8月5日-09:00|日本|岐阜県|永禄8年7月10日|美濃方の加治田城の佐藤忠能親子､丹羽長秀を通じて信長へ
  内々に忠節を申し入れ
1565年8月6日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｰｸ島の領地は､ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世(ｶﾞｰﾝｼﾞｰに従属)によってﾍﾘｴ･ﾄﾞ･ｶﾙﾃﾚｯ
  ﾄに領地として与えられた
1565年8月10日-09:00|日本|愛知県犬山市|永禄8年7月15日|<犬山城合戦>織田信長､織田信清に勝利.織田信長､
  犬山城を攻略
1565年8月26日-09:00|日本|岐阜県各務原市|永禄8年8月|<鵜沼城の戦い>木下藤吉郎が斎藤領の美濃鵜沼城を攻
  略
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1565年8月26日-09:00|日本|岐阜県可児市|永禄8年8月|<金山城合戦>織田信長､東美濃に出陣､金山城を攻略
1565年8月26日-09:00|日本|岐阜県加茂郡坂祝町|永禄8年8月|<猿啄城合戦>丹羽長秀と河尻秀隆､多治見光清に
  勝利.織田信長､河尻秀隆を猿啄城に配置
1565年8月26日-09:00|日本|長崎県長崎市|永禄8年8月|<福田沖合戦>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船､大村領の長崎福田港入港.松浦
  家の兵船と堺の商船が福田港のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船を襲撃/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ水軍､松浦水軍に勝利
1565年8月27日-09:00|日本|兵庫県丹波市|永禄8年8月2日|丹波八木城主の松永長頼(内藤宗勝)が黒井城に荻野(
  赤井)直正を攻めるが逆襲に遭い戦死/三好家丹波を失い､狄野･波多野･内藤三氏の割拠に戻る
1565年8月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ｣(~15740917死
  去)
1565年8月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽらｽﾍﾟｲﾝ人千5百名,ﾌﾛﾘﾀﾞに最初の植民地ｾﾝﾄ･ｵｰ
  ｶﾞｽﾃｨﾝを建設.ｲｴｽﾞｽ会,ﾌﾛﾘﾀﾞでｲﾝﾃﾞｨｱﾝへの布教開始
1565年8月31日-09:00|日本|鳥取県日野郡江府町|永禄8年8月6日|<江尾城の戦い>毛利方三千の大軍を迎え討ち
  尼子との信を守って決戦の末蜂塚一門は全員城を枕に討死
1565年9月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣(~1585年死去)
1565年9月4日-09:00|日本|京都府京都市|永禄8年8月10日|<死去>陰陽師･勘解由小路在富/一時､勘解由小路家当
  主が空白状態
1565年9月7日-09:00|日本|広島県三原市|永禄8年8月13日|小早川隆景,大位那として,豊田郡真良の八幡宮社殿
  を再興
1565年9月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李浚慶｣(~15710620)
1565年9月11日-01:00|ﾏﾙﾀ/ﾄﾙｺ|  |||<ﾏﾙﾀ包囲戦>ﾏﾙﾀ島を襲ったﾄﾙｺ人が､総長ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｧﾚｯﾄによって撃破
  される
1565年9月12日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾞﾙｼｱ･ｵｿﾘｵ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ｣(~1568
  0724)
1565年9月14日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄8年8月20日|神代長良は土生島城を奇襲で攻め落とし代々の三瀬
  城に戻る
1565年9月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍が､ﾌﾛﾘﾀﾞ半島のﾌﾗﾝｽ人居住区ﾌｫｰﾙ･ｶﾛﾘｰﾇを襲撃し､ﾌﾗﾝｽ人
  を虐殺
1565年9月22日-09:00|日本|岐阜県美濃加茂市|永禄8年8月28日|<堂洞合戦>織田信長軍･加治田衆と斎藤龍興方
  の岸信周との間で行われた堂洞城を中心とした合戦/織田軍は河尻秀隆･森可成が天主構へ乗り入り､丹羽長秀
  も本丸に攻め込んだ｡敵味方も分からない乱戦の中､信周夫妻は辞世の歌を詠んで刺し違え､信周の弟信貞も必
  死の防戦後討死して､堂洞城は落城
1565年9月23日-09:00|日本|岐阜県|永禄8年8月29日|<関･加治田合戦>信長軍が犬山へ帰還途中､関城から長井道
  利が､井ﾉ口(岐阜)からの斎藤龍興援軍と合わせて3,000人余りで信長軍に襲い掛かった｡信長の手兵は800ばか
  りで合戦は無理だったので､ひろ野に退いて体制を整え､かかるように見せかけておいて鵜沼へ退却
1565年9月24日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄8年9月|一揆に加担した上野上村城を松平家康が攻撃､占領
1565年9月24日-09:00|日本|岐阜県可児市|永禄8年9月|<拝領>｢森可成｣美濃金山75000石(鳥ヶ峰城を金山城と改
  称)(~元亀元年9月19日(15701019)死去)
1565年9月24日-09:00|日本|岐阜県可児市|永禄8年9月|久々利城の久々利頼興､斎藤氏から離反し織田氏に帰属
1565年9月24日-09:00|日本|岐阜県加茂郡川辺町|永禄8年9月|米田城の肥田忠政､斎藤氏から離反し織田氏に帰
  属
1565年9月24日-09:00|日本|岐阜県関市|永禄8年9月1日|<関･加治田合戦>織田信長が斎藤方長井道利の拠る美濃
  関城を攻め落とし道利は越前に奔る
1565年9月26日-09:00|日本|京都府京都市|永禄8年9月3日|<完成>｢洛中洛外図屏風｣(狩野永徳の作品)
1565年9月26日-09:00|日本|鳥取県東伯郡琴浦町|永禄8年9月3日|<八橋城の戦い>毛利方の侵攻により八橋城が
  落城.城主吉田源四郎は月山富田城まで退く
1565年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾎﾞﾈｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1565年10月2日-09:00|日本|山梨県|永禄8年9月9日|武田家と織田家が同盟を結ぶ/武田信玄四男の四郎勝頼と織
  田信長の養女龍勝院(信長の姪)の婚姻が成立(元亀3年(1572年)の信玄による徳川領侵攻まで続く)
1565年10月3日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｳﾙﾀﾞﾈｰﾀﾞがｱｶﾌﾟﾙｺに帰港し太平洋往復航路を確立(大圏航路)
1565年10月4日-09:00|日本|奈良県桜井市|永禄8年9月11日|松永久秀方が｢小夫城｣(奈良県桜井市)攻略､小夫氏
  は多田(東山内)へ逃れる
1565年10月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｵﾄﾞﾘｺ･ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ｼﾞｪﾝﾁﾚ(｣(~15671011)
1565年10月13日-09:00|日本|島根県安来市|永禄8年9月20日|<山中幸盛･品川将員の一騎討ち(出雲国)>月山富田
  城下の富田川の中州(現在の島根県安来市広瀬町)で行われた､山中幸盛と益田家の侍大将品川将員の一騎討ち
  の戦い/幸盛が将員を討ち取り勝利
1565年10月13日-09:00|日本|千葉県香取市|永禄8年9月20日|正木時忠､府馬､森山勢三千を率い､木内右馬介の守
  る米野井城(蛇蜂城)を攻撃
1565年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1565年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~1572年所領分割)
1565年10月21日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|永禄8年9月28日|<堂洞城合戦>織田信長､美濃加茂郡堂洞城を
  攻略､城主岸勘解由左衞門信周･岸信房自刃
1565年10月21日-09:00|日本|福井県|永禄8年9月28日|<中山合戦>武田軍､朝倉軍に勝利
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1565年10月31日-09:00|日本|京都府京都市北区|永禄8年10月8日|丹波波多野晴通等､同国荻野直正に応じて山城
  長坂口に出陣するに依り､松永久秀､竹内秀勝をして之を撃退
1565年11月3日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄8年10月11日|大和国龍王山城(天理市)が松永方に謀反
1565年11月7日-09:00|日本|奈良県桜井市|永禄8年10月15日|小夫城が開城､小夫氏は多田(東山内)へ逃れる
1565年11月7日-09:00|日本|山梨県|永禄8年10月15日|武田信玄嫡男･義信､父信玄暗殺を企てた謀反にかかわっ
  たとされ甲府東光寺に幽閉され､今川義元の娘嶺松院と強制的離縁の上､後継者としての地位を失う/飯富虎昌
  が責任を取らされ自害.曾根周防･長坂源五郎ら80人処刑
1565年11月23日-09:00|日本|岡山県美作市|永禄8年11月|(5月24日~)備中･三村家親､美作に出陣,三星城(後藤勝
  基)を攻めるが､攻めあぐね兵を引く
1565年11月23日-09:00|日本|岡山県美作市|永禄8年11月|備中松山城主三村家親が毛利方として美作へ侵攻､三
  浦氏の高田城を攻撃､占領/毛利家から牛尾久盛が派遣され､高田城主として入る
1565年11月23日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄8年11月|<第六回関東遠征>(~永禄9年5月)上杉輝虎が関東へ侵
  攻､下野小山城(城主小山秀綱)を占領
1565年11月25日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|永禄8年11月3日|<死去>常陸太田城主｢(常陸佐竹氏第17代当主)
  佐竹義昭｣病死/35歳⇒息子の｢佐竹義重｣が継ぐ(天正14(1586)年隠居)
1565年12月2日-09:00|日本|愛知県稲沢市|永禄8年11月10日|尼妙秀ら､尾張国安楽寺に涅槃図を寄進
1565年12月5日-09:00|日本|愛知県一宮市|永禄8年11月13日|黒田次右衛門ら､尾張国御裳社の社殿を再興
1565年12月5日-09:00|日本|山梨県|永禄8年11月13日|織田信長､甲斐守護武田信玄と同盟成立/信長､信玄次男伊
  那高遠諏訪四郎勝頼に美濃中津川苗木城城主遠山勘太郎(信長の妹婿)の娘(信長養女とし)の縁組実現
1565年12月7日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄8年11月15日|<第2次永禄の争乱>河内･三好長逸､三好義継を担い
  で飯盛城を攻め､松永久秀と断交
1565年12月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第224代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ4世｣/66歳(誕生14990331)
1565年12月9日-09:00|日本|群馬県吾妻郡中之条町|永禄8年11月17日|西上野の嶽山城(中之条町)の池田佐渡守
  ら､真田幸隆(53)の仲介により武田氏に帰属開城
1565年12月10日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄8年11月18日|<第六次筒井城の戦い>松永久秀が大和国筒井
  順慶の筒井城を攻め落城させる/筒井軍は筒井党であった布施城を頼って落ち延びた
1565年12月11日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄8年11月19日|阿部山･ﾅﾍﾞ塚城が落城/十市郷南部が焼き払
  われる/また布施城に入った筒井方に細井戸･南郷両氏が同心
1565年12月13日-09:00|日本|愛知県津島市|永禄8年11月21日|尾張国津島社八王子殿の遷宮
1565年12月18日-09:00|日本|奈良県大和高田市|永禄8年11月26日|<高田城の戦い>筒井順慶は高田当次郎の居城
  ･高田城下を焼討ち
1565年12月23日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄8年12月|厩橋城の上杉謙信の家臣｢北条高広｣が後北条氏に内通
1565年12月23日-08:00|中国|  ||明･嘉靖44年12月|四川大足の蔡伯貫が率いる白蓮教徒の乱がおこる
1566年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Diogo Lopes de Mesquita｣(~1571年)
1566年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<建立>｢ﾀｰﾄ･ﾙｱﾝ寺院｣[ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ]
1566年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｵﾝﾁｬﾝ1世｣
1566年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾘﾔﾁﾔ1世｣(~1576年死去)
1566年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Miran Muhammad Shah2世｣(~1576年)
1566年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Sulaiman Khan Karrani｣(~1572年)
1566年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｻｲﾝ･ﾌﾞﾗﾄ｣ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾝの孫ﾍﾞｸﾞ･ﾌﾞﾗﾄの子(~1573.7)
1566年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝宰相｢ﾏｽﾑ･ﾍﾞｸﾞ･ｻﾌｧｳﾞｨ｣(~1568年)
1566年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｲｽｹﾝﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾑﾗﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1575年)
1566年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾌｨﾝｹ･ﾃｨﾙ･ﾎﾟﾙｶﾗ･ｵｯﾌ･ｿﾈｽ｣
1566年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｻﾙ･ﾏﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1567年)
1566年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｿﾗﾝﾂｫ｣(~15670724)
1566年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｨ･ﾏﾙｺ･ｹﾘｰﾆ｣(~1567年)
1566年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1567年､銃撃によって暗殺された
  )
1566年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｲｰｳﾞｧﾙ･ﾏﾝｿﾝ･ｽﾀｰｸﾛｽ･ﾃｨﾙ･ｶﾙｸﾈｽ｣(~1568
  年)
1566年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾅｸｿｽ公｢ﾔｾﾌ･ﾅｯｼ｣ｵｽﾏﾝ帝国が任命(~1579年没)
1566年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｲﾄﾞﾗはｵｽﾏﾝ帝国の一部(ﾙﾒﾘｱのｴｲﾔﾚﾄの一部､1661年からﾓﾚｱのｴｲﾔﾚﾄ)/ﾅｸｿｽ､ｱ･ﾝﾄﾞ
  ﾛｽ(ｱﾝﾄﾞﾛｽ)､ｾｵ(ｹｱ)､ﾌﾟｻﾗはｵｽﾏﾝ帝国の一部(ｼﾞｪｻﾞｲｰﾙ･ｲ･ﾊﾞｰﾙ･ｲ･ｾﾌｨﾄﾞのｴｲﾔﾚﾄの一部)
1566年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世･ﾊﾟｼｬ｣(~1568年3月)
1566年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(1回目~1568年)
1566年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Francisco Pereira｣(~1567年)
1566年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ4世｣(~15951023死去)女公ｱﾝﾘｴｯﾄと結婚
1566年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ｱﾝﾘ3世｣兼ﾌﾗﾝｽ王太子､ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ公､ｵﾙﾚｱﾝ公/ﾌﾗﾝｽ国王ｱﾝﾘ2世
  とｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの四男(~15740530)
1566年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾌｧｼ｣⇒｢ｱﾙ･ﾑｽﾀﾝｼｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1580
  年)
1566年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾟｰﾙ･ｽﾃｨｸﾞｾﾝ･ﾊｲｳﾞｨﾃﾞ｣
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1566年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾌｪﾛｰ諸島行政は(ﾉﾙｳｪｰではなく)ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝに従属
1566年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~1570年
  )
1566年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾈﾄﾞ｣(~同年)
1566年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｳﾞｧｽｹｽ･ﾃﾞ･ｺﾛﾅﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾅﾔ｣(就任しなかった)､｢ｱﾛﾝｿ･
  ﾃﾞ･ｶｻｵｽ｣(~1575年)
1566年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞとｺｽﾀﾘｶの市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾈｶﾞｽ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾘｵｽ｣(~1568年)
1566年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｺﾙﾃｽの息子ﾏﾙﾁﾝらによる,現地支配層をまきこんだ反乱失敗/ﾒｷｼｺに対する王権確立
1566年1月4日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄8年12月13日|小田氏治､小田城を奪還し､城代北義廉は逃亡､大
  山義近は戦死/更に木田余城も回復
1566年1月6日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄8年12月15日|井戸氏が松永方古市郷を焼く/筒井より中坊駿河守
  が二千の兵を率いて出陣､松永方から井戸城を奪回
1566年1月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第225代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ5世｣(~15720501死去)
1566年1月7日-09:00|日本|広島県竹原市|永禄8年12月16日|浦宗勝,大檀那として,豊田郡宮床浦の宮床大明神社
  殿を再興
1566年1月11日-09:00|日本|静岡県静岡市|永禄8年12月20日|今川氏真､飯尾連竜(姪は氏真寵)､松井宗親を駿府
  へ呼び寄せ､駿府の丸飯尾邸で､三浦義鎮百騎で討つ(松井宗恒･飯尾連竜･大森泰綱･鵜殿長綱討死)
1566年1月12日-09:00|日本|奈良県|永禄8年12月21日|<乾脇合戦>三好長逸らが松永久秀と大和国乾脇に交戦勝
  利
1566年1月17日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|永禄8年12月26日|<大坂永禄7年石山本願寺の大火>(~27日)
1566年1月17日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄8年12月26日|三好三人衆が撤退/多聞山勢が宝来･西京を焼く
1566年1月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄8年12月28日|多聞山勢が西京へ押し寄せるが､兵を少々損ねる
1566年1月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾄﾞﾆｰ卿｣(2回目~15671014)
1566年1月21日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･崇康1年|大越莫朝･崇康と改元(~15780206)
1566年1月22日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄9年|織田軍の佐久間信盛が西三河へ侵攻､今川方の寺部城を攻撃
  ､占領(以降､既に織田が占領していた拳母城･梅ヶ坪城･広瀬城などともに西三河の高橋郡を支配下に置く)
1566年1月22日-09:00|日本|京都府京都市北区|永禄9年|三好義嗣が父長慶の菩提をとむらうため大徳寺聚光院
  建立
1566年1月22日-09:00|日本|群馬県沼田市|永禄9年|<交替>沼田城主｢沼田顕泰｣隠居⇒家督を3男弥七郎朝憲に譲
  り､天神城(川場村)に隠退
1566年1月22日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄9年|正円院日泉､禅寺高橋山建徳寺(高橋)を日蓮宗に改め
  開山
1566年1月22日-09:00|日本|長崎県佐世保市|永禄9年|龍造寺隆信は相神浦の松浦親を屈服させ､下松浦の大半を
  支配下においた
1566年1月22日-09:00|日本|三重県桑名市|永禄9年|織田軍の滝川一益が北伊勢の桑名へ侵攻､下深谷城(近藤家
  教)を占領
1566年1月22日-09:00|日本|岡山県新見市|永禄9年1月|備中の三村家親が備中北部の楪城を攻撃､占領
1566年1月22日-09:00|日本|滋賀県|永禄9年1月|布施公雄､浅井長政に通じて六角義賢に謀反
1566年1月22日-09:00|日本|島根県隠岐郡|永禄9年1月|隠岐･隠岐氏､毛利氏に帰属する
1566年1月22日-09:00|日本|島根県安来市|永禄9年1月1日|尼子義久､毛利家への内通の罪で家老の宇山久兼･久
  信親子を誅殺
1566年1月23日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄9年1月2日|遠江鵜津山城において､謡初め会の際､兄弟争論の末､
  弟朝比奈真次が兄朝比奈泰長を殺し城主となる
1566年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾑｰﾗﾝ王令(裁判改革王令)｣が出され､裁判制度の改革が行われる
1566年2月5日-09:00|日本|鹿児島県薩摩郡さつま町|永禄9年1月15日|虎居城城主･祁答院氏13代当主,祁答院良
  重､虎居城に於いて夫人に刺殺され､祁答院氏断絶/入来院重豊(14代)が祁答院を領する
1566年2月5日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|永禄9年1月15日|越智伊予守家増が筒井氏から貝吹城を受け取
  り入城する
1566年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ｶﾄﾘｰﾇ｣(~15890105､腹膜炎で病死/69歳)
1566年2月14日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年1月24日|松永久通が筒井城に兵糧を運び入れようとた動
  きを察知した筒井軍はそれを阻止すべく出兵､久通隊に対して多くの死傷者を与えた
1566年2月18日-09:00|日本|  ||永禄9年1月28日|<死去>加藤景春(不明)陶工
1566年2月20日-09:00|日本|鹿児島県|永禄9年2月|<交替>薩摩国守護｢島津貴久｣隠居剃髪し伯囿斎と号す⇒子の
  ｢島津義久｣(~天正15(1587)年薩摩一国安堵)
1566年2月20日-09:00|日本|岐阜県各務原市|永禄9年2月|<鵜沼城合戦>(永禄8年8月~)木下秀吉､大沢基康に勝利
  .木下秀吉､鵜沼城を開城
1566年2月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄9年2月4日|<多聞山城合戦>松永久秀､多聞山城から筒井衆へ討っ
  て出､二十余名を討つ.美濃庄に兵を残して久秀は多聞山城に帰陣
1566年2月24日-09:00|日本|岡山県高梁市|永禄9年2月5日|<死去>備中松山領主｢三村家親｣50歳､遠藤秀清･遠藤
  俊通に暗殺される(興禅寺の変)⇒子の｢三村元親｣が継ぐ(~天正3年6月2日(15750709)自害滅亡)
1566年2月24日-09:00|日本|岡山県真庭市|永禄9年2月5日|美作の三浦貞盛が毛利に奪われた高田城を攻撃､奪還
1566年3月7日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄9年2月16日|<小田城の戦い>上杉輝虎･佐竹義重､小田城(小田氏
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  治)を攻略
1566年3月8日-09:00|日本|大阪府堺市西区|永禄9年2月17日|<上之芝合戦>三好三人衆が畠山･遊佐勢と河内上芝
  に破る/畠山･遊佐方は堺へ逃げる/討ち取った首は実検分の463を含め､1000程という
1566年3月8日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄9年2月17日|松永久秀､調略により松山彦十郎を味方につけ､芥川
  山城を奪取させる
1566年3月8日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|永禄9年2月17日|<滝山城の戦い(摂津国)>三人衆は安宅信康に
  命じて淡路水軍を率いて滝山城攻略を開始､城の守りは非常に固く11名の首を打ち取っただけで兵を引いた.
  その後しばらくは膠着状態が続いた
1566年3月11日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ｼﾞｮﾅｽ･ｼﾞｪﾛﾆﾏｽ･ﾎﾄﾞｹｳﾞｨﾁｭｽ｣(~15690701)
1566年3月12日-09:00|日本|千葉県松戸市|永禄9年2月下旬|上杉謙信が下総小金城を攻めるが落とせず
1566年3月15日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年2月24日|松永久通が筒井城へ兵粮を入れる際合戦があり
  ､討死少々と多くの負傷者を出す
1566年3月17日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|永禄9年2月26日|<八上城合戦>丹波の波多野秀治は居城の八上城
  を奪還し､大名として独立
1566年3月18日-09:00|日本|福島県須賀川市|永禄9年2月27日|蘆名盛氏が須賀川城主の二階堂盛義を降伏させる
  .蘆名盛氏は二階堂盛義の嫡男 盛隆を人質に取り､また蘆名盛氏の嫡男盛興と伊達晴宗の四女彦姫を婚姻させ
  ､蘆名家と伊達家も和睦
1566年3月19日-09:00|日本|佐賀県|永禄9年2月28日|<死去>有馬晴純(84歳)前肥前有馬氏当主
1566年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾊﾝﾄﾘｰ伯ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~15671111)
1566年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国の宗教改革指導者ﾄﾏｽ･ｸﾗﾝﾏｰが女王ﾒｱﾘｰ1世の命により火刑
1566年3月22日-09:00|日本|  ||永禄9年3月|足利義秋(義昭)が織田信長と美濃の斎藤龍興に和平を勧告.両者和
  睦
1566年3月22日-09:00|日本|茨城県猿島郡五霞町|永禄9年3月|栗橋城の野田景範､上杉氏から離反し北条氏に帰
  属(翌年9月23日､野田景範は栗橋城を接収されから古河城に移転)
1566年3月22日-09:00|日本|広島県三次市|永禄9年3月|藤原隆述,高田郡粟屋郷八幡宮の木造御神体を再興
1566年3月24日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄9年3月3日|久頭郷城奥山貞益､奥山定茂･遠山景則に攻められ討
  死/奥方於加波御前､逃げる途中水窪池田平で､母子共に死亡
1566年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ・ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1566年4月13日-09:00|日本|千葉県佐倉市|永禄9年3月23日|<臼井城の戦い>上杉輝虎は千葉胤富の家臣原胤貞の
  治める下総臼井城に攻め寄せ､上杉勢が有利に戦闘を進め､実城の際まで迫ったが､佐倉の将門山の城にいた千
  葉胤富や北条氏による原胤貞への救援もあり敗北/上杉輝虎は房総から完全撤退
1566年4月18日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄9年3月28日|今川氏真が引馬城を攻めると江馬泰顕･江馬時成､松
  平家康の加勢(本多信俊･渡辺守綱･中根利重)を新居まで送り返し和睦/江馬時成の母(飛騨国司久我家の臣並
  河主水の娘)と子江馬弥三一成6歳を人質として駿府へ.引間城代に進藤周防守とする/飯尾家臣大森親綱討死
1566年4月20日-09:00|日本|愛知県あま市|永禄9年4月|伊東某､三河国下田村の八幡社社殿を建立
1566年4月20日-08:00|中国|  ||朝鮮･嘉靖45年4月|呉平､万橋山に大敗し､のち行方不明
1566年4月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄9年4月4日|三好三人衆軍は筒井軍と合流,総勢6千兵で多聞山城
  に向かうと､迎撃の松永軍3千兵による抑えを突破
1566年4月29日-09:00|日本|広島県東広島市|永禄9年4月10日|乃美隆興,大檀那として,豊田郡清武の八幡宮社殿
  を再興
1566年5月9日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄9年4月20日|飫肥の沖で海戦/島津義久､伊東義祐を破る
1566年5月10日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年4月21日|美濃庄城が筒井･三人衆連合軍へ降伏し､城を明
  け渡した
1566年5月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Pedro Ponce de Leon y Riquelme｣(~15
  690523)
1566年5月19日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄9年5月|長野業通は､鷹留城を兵数百で防戦するも落城
1566年5月19日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|永禄9年5月|相馬盛胤､伊達輝宗方の陸奥金山城･小斎城を落と
  す
1566年5月27日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄9年5月9日|牛久保城主の牧野成定､今川氏から離反し松平氏に帰
  属､松平家康が三河を平定
1566年5月28日-09:00|日本|岡山県岡山市|永禄9年5月10日|<沼表の戦い>三村家成､備前沼城(宇喜多直家)を攻
  撃するも敗死
1566年6月4日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|永禄9年5月17日|松下蔵人建昌､鴨江寺(鴨江)本堂を再建
1566年6月9日-09:00|日本|大阪府大阪市平野区|永禄9年5月22日|松永久秀､摂津国喜連で大和国から転進した三
  好三人衆と戦い敗れる
1566年6月11日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|永禄9年5月24日|<高屋城の戦い>松永久秀が､三好義継らを高
  屋城に攻めたが敗れ､堺へ退く
1566年6月16日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄9年5月29日|松永久秀は6千兵で堺を制圧/三好氏にとって畿内の戦
  略基盤としていた都市を三人衆から掠め取った
1566年6月17日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄9年5月30日|三好義継らが松永久秀を堺に攻め､久秀を逃走させる
1566年6月18日-09:00|日本|富山県砺波市|永禄9年6月1日|上杉輝虎､再度､越中増山城(神保長職)を攻略
1566年6月18日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄9年6月1日|<大和大安寺合戦>大安寺南大門前で郡山衆(筒井方)



1570迄(1937件)

  と多聞山衆による合戦があり､両軍数名の戦死者が出る;三好三人衆､堺を制圧.松永久秀､出奔
1566年6月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･16代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰ
  ﾄ｣(~15670724ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ6世として即位)
1566年6月25日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年6月8日|<第七次筒井城の戦い(大和国)>筒井順慶が大和
  の筒井城を奪還/以後､順慶は攻撃に転じて久秀の諸城を落としていく
1566年7月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ｱﾛﾝｿ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ･ｲ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ｣(~8月没)
1566年7月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾐｼｪﾙ=ﾄﾞ=ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ/62歳(誕生:15031214)大予言者
1566年7月6日-09:00|日本|福井県|永禄9年6月19日|<若狭海戦>武田義統､逸見昌経に勝利
1566年7月15日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ･ｵ･ｸﾗｳﾞｪｲﾛ｣(~15720801)
1566年7月17日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄9年7月|<蒲生野合戦>浅井長政､湖南に軍事介入するも六角義
  弼に敗退
1566年7月17日-09:00|日本|千葉県|永禄9年7月|正木時忠と千葉氏は和睦が成立
1566年7月20日-09:00|日本|京都府京都市右京区|永禄9年7月4日|三好三人衆が方松永方の西院城を攻略
1566年7月26日-09:00|日本|京都府京都市|永禄9年7月10日|<死去>近衛稙家(65歳)元関白､太政大臣
1566年7月29日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年7月13日|三好三人衆､松永派｢小泉城｣(奈良県大和郡山市
  )を攻略
1566年7月29日-09:00|日本|兵庫県西宮市|永禄9年7月13日|<越水城合戦>篠原長房､瓦林三河守から摂津越水城
  を奪還
1566年8月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ｱﾛﾝｿ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ･ｲ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ｣
1566年8月2日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|永禄9年7月17日|三好三人衆､松永派の摂津｢淀城｣｢勝龍寺城｣を
  攻略
1566年8月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾔﾋｬﾊﾟｼｬｻﾞｰﾃﾞ･ﾙｽﾗﾝ･ﾊﾟｼｬ｣
1566年8月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿｸﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~15781001没)
1566年8月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾄﾌｧ｣
1566年8月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝軍が､ﾊﾝｶﾞﾘｰのｼｹﾞﾄ･ｳﾞｧｰﾙを包囲
1566年8月7日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|永禄9年7月22日|大友義鎮の兵､宇和郡三間に侵入し土居清良これを
  撃退
1566年8月14日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄9年7月29日|<蒲生野の戦い>池田定輔と浅井長政･布施公雄が
  戦い池田が勝利
1566年8月15日-09:00|日本|秋田県鹿角市|永禄9年8月|安東愛季は五千の兵を遣わし鹿角郡に侵入/石鳥谷城･長
  嶺城などは安東勢の猛攻にたまらず落城
1566年8月15日-09:00|日本|秋田県鹿角市|永禄9年8月|出羽の安東愛季が南部領の鹿角郡長牛城(城主一戸友義)
  を攻撃するが､安東軍を退却させる
1566年8月15日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄9年8月|松浦隆信の家臣波多重が井関宗蓮を討ち､壱岐国を回復
1566年8月15日-09:00|日本|長崎県対馬市|永禄9年8月|<交替>対馬国主｢宗義調｣隠居⇒子の｢宗茂尚｣が継ぐ(~永
  禄12(1569)年隠居)
1566年8月16日-09:00|日本|  ||永禄9年8月2日|<死去>津田宗達(63歳)豪商､茶人
1566年8月17日-09:00|日本|滋賀県守山市|永禄9年8月3日|<矢島合戦>三好長逸､矢島御所を襲撃｡細川藤孝､一色
  藤長､仁木義政､和田惟政､明智光秀らがこれに抵抗｡六角家部将の蒲生賢秀､矢島御所に救援として出陣/三好
  方30人ほどが討ち取られた
1566年8月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾃｨﾄ･ｸｼとﾁｬﾙｶｽの聴訴官ﾏﾃｨｴﾝｿのあいだにｱｺﾊﾞﾝﾊﾞ協定締結.ｽﾍﾟｲﾝ国王
  への臣従を誓う
1566年8月28日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|永禄9年8月14日|<中嶋城合戦>篠原長房､中嶋城を攻略し細川
  藤賢を追放
1566年8月31日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|永禄9年8月17日|<滝山城合戦>安宅信康らの攻撃により松永久
  秀の摂津滝山城が落城
1566年9月3日-09:00|日本|岐阜県大垣市|永禄9年8月20日|木下藤吉郎秀吉が墨俣に築いていた城が完成する(47
  日間の短期間で完成/後に墨俣一夜城と呼ばれる)
1566年9月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第10代ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾚｲﾏﾝ1世｣ﾊﾝｶﾞﾘｰのｼｹﾞﾄ･ｳﾞｧｰﾙ要塞を攻撃中に病死/
  71歳(誕生1494年)
1566年9月6日-09:00|日本|千葉県君津市|永禄9年8月23日|武藏国埼玉郡岩槻城主太田源五郎氏資が上総国三船
  城を攻め､里見勢と戰い討死､北條氏康は氏政の次男十郎氏房に太田家の名跡を継がせ太田十郎氏房と名乗ら
  せる
1566年9月7日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|永禄9年8月24日|常陸国･佐竹義重は大関高増に加勢し下総国で那
  須方属城である那須郡南那須の森田城､烏山の滝田城､南那須の神長､高瀬等の諸城を攻略/烏山城主那須資胤
  は之れを高瀬に於て迎撃して破り治部内山に撃退し､更に追撃して千束ﾉ台に包囲し佐竹方の部將東政義を降
  伏させる
1566年9月12日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永禄9年8月29日|京都御霊通で大火/知恩寺などが炎上
1566年9月14日-09:00|日本|  ||永禄9年閏8月|宇都宮･皆川･成田が後北条氏に通じ上杉輝虎に背く
1566年9月21日-09:00|日本|岐阜県各務原市|永禄9年閏8月8日|<河野島の戦い>未明､織田信長軍は美濃国境まで
  進軍し木曽川が洪水となったため動きが取れなくなり,ようやく水が引き撤退を始めたが､多数の兵が川で溺
  死/斎藤龍興軍はその残党のうち少々を川際で討ち取った
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1566年9月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第11代ｽﾙﾀﾝ｢ｾﾘﾑ2世｣先代の子(~15741215死去)
1566年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｸﾘｽﾄﾌｧﾛ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1566年10月7日-09:00|日本|福井県小浜市|永禄9年閏8月24日|武田義統に対し子の元明を擁する軍勢が小浜を攻
  撃するが退却
1566年10月13日-09:00|日本|宮崎県小林市|永禄9年9月|日向佐土原領主｢伊東義益｣は飯野地区攻略の前線基地
  として小林村に三ツ山城(後の小林城)を築城させる
1566年10月17日-09:00|日本|群馬県太田市|永禄9年9月5日|金山城の由良成繁､上杉氏から離反し北条氏に帰属
1566年10月17日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|永禄9年9月5日|摂津｢伊丹城｣(兵庫県伊丹市)城将伊丹親興､松永久
  秀､に背き､足利義親(義栄)に降る
1566年10月19日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌｧﾙｾｽ候ｶﾞｽﾄﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ｣(~15680310)
1566年10月21日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|永禄9年9月9日|<霧島山永禄9年の噴火>人多く死す､最古の死傷記
  録
1566年10月21日-09:00|日本|滋賀県|永禄9年9月9日|近江･六角義賢､浅井長政に敗れる
1566年10月29日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄9年9月17日|佐久間信盛､三河寺部城を陥し城主鈴木日向守重教
  が駿河に逃亡
1566年11月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~1572年所領分割)
1566年11月5日-09:00|日本|岐阜県|永禄9年9月24日|木下藤吉郎秀吉が墨俣を本拠として斎藤竜興の軍勢を破る
1566年11月6日-09:00|日本|奈良県|永禄9年9月25日|筒井藤政(順慶)が五千の兵を従え奈良へ入る.西手掻で多
  聞山衆と山田･井戸衆の間に合戦があり､多聞山衆が少々討ち取られる
1566年11月7日-09:00|日本|  ||永禄9年9月29日|武田晴信､上杉謙信方の上野箕輪城(長野業盛)を攻略
1566年11月8日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄9年9月27日|武田信玄は保渡田砦から箕輪城を攻める際に､善龍
  寺を焼いた
1566年11月9日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄9年9月28日|<改名>大和筒井城主｢筒井藤政｣成身院にて得度
  ⇒｢筒井陽舜房順慶｣
1566年11月10日-09:00|日本|群馬県太田市|永禄9年9月29日|北條氏政が金山城の由良氏を降伏させる
1566年11月10日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄9年9月29日|武田晴信は上野国箕輪城主長野右京進業盛を破っ
  て攻略､業盛は自殺
1566年11月22日-09:00|日本|群馬県|永禄9年10月11日|<第7次関東遠征>上杉輝虎､関東に出陣
1566年12月7日-09:00|日本|宮崎県小林市|永禄9年10月26日|島津義久､伊東義祐が築城中の日向三山城(米良氏)
  を攻撃するも敗退
1566年12月12日-09:00|日本|石川県|永禄9年11月|<交替>能登国守護｢畠山義綱｣畠山家臣団により追放(能登永
  禄九年の変)⇒能登国主｢畠山義慶｣(~天正2年(1574)年死去)
1566年12月19日-09:00|日本|奈良県北葛城郡広陵町|永禄9年11月8日|三好宗渭､大和国箸尾郷を接収
1566年12月25日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡肝付町|永禄9年11月14日|大隅の肝付兼続は島津氏の大反攻を受け
  て居城である高山城を落とされ､翌日隠居城の志布志付近で自殺
1566年12月26日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<設立>ﾘｳﾞｫﾆｱ公国(ﾘｳﾞｫﾆｱ公領がﾘﾄｱﾆｱとの完全な統合により)
1567年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Raja Mulya/ Prabu Surya Kencana｣(~1579年)
1567年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｼｬｰ･ｱﾘｰ｣
1567年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｻｲﾝ･ﾌﾞﾗﾄ｣ﾍﾞｸ･ﾌﾞﾗﾄ(ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾝの孫)の子(~1573年)
1567年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Amir Nor Dhuhi-Suha 'Ali｣
1567年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Amir 'Isman AlHabashi｣(~1569年)
1567年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||ｴﾁｵﾋﾟｱでｵﾛﾓ人がﾊﾗｰﾙ占拠
1567年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣銃撃によって暗殺された
1567年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｨ･ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~15700909没)
1567年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1569年)
1567年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞﾚｯﾄ･ﾛﾘﾑ｣(~1569年)
1567年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Manuel de Meneses e Noronha｣(1期目~1574年)
1567年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Ludovico Madruzzo｣(~1600年)
1567年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾆｺﾗ･ｽｼﾞｯﾁ｣(~1581年)
1567年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝海軍がﾁｭﾆｽを再び征服
1567年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝはｸｻﾝﾃｨｰﾅのﾍﾞｲﾘｸ､ｱﾙｼﾞｪの臣下
1567年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｨﾘﾍﾟ2世がｲｽﾗﾑ教禁止令を出し､隠れﾑｽﾘﾑが反乱
1567年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ､ﾌﾞﾚﾀﾞはｽﾍﾟｲﾝが行政(~1577年)
1567年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Eugenio de Salazar｣(~1570年)
1567年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Agustin1世 de Herrera y Rojas｣(~1598年死去)
1567年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾗ｣(~1568年)
1567年 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾁﾛｴ島の領有宣言
1567年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾌｱﾝ･ﾄﾞ･ｶﾞｳﾃﾞｨｴﾙ｣(~1575年)
1567年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾐｼﾞｬﾝ｣(2回目~1569年)
1567年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｶﾞｽ･ｶﾙﾊﾞﾊﾙ｣(~1573年)
1567年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾛﾍﾟ･ﾊﾟﾙﾄﾞ｣(~1569年)
1567年1月1日-09:00|日本|島根県松江市|永禄9年11月21日|富田城が開城したため熊野城も開城
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1567年1月1日-09:00|日本|島根県安来市|永禄9年11月21日|出雲･毛利元就､富田月山城(尼子義久)を攻略/中国
  地方10か国と豊前国･伊予国の一部を支配する大大名となる
1567年1月11日-09:00|日本|群馬県桐生市|永禄9年12月|柄杓山城の桐生助綱､上杉氏から離反し北条氏に帰属
1567年1月11日-09:00|日本|群馬県館林市|永禄9年12月|上杉家部将館林城の長尾景長､北条氏に寝返る
1567年1月11日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄9年12月|上杉家部将北条高広(厩橋城)､上杉輝虎から再度離反,
  北条に寝返る
1567年1月11日-09:00|日本|宮崎県小林市|永禄9年12月|紙屋城主･米良主税助､島津方に寝返った
1567年1月11日-09:00|日本|宮崎県小林市|永禄9年12月|野尻城主･福永祐友が､島津方である高原城主･上原尚近
  の説得を受け入れ､島津方に寝返った
1567年1月11日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|永禄9年12月|内山城主の野村刑部少輔文綱(野村松綱の子)､島津方に
  寝返った
1567年1月15日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|永禄9年12月5日|穴山信嘉､義信事件に関与し身延山久遠寺
  塔頭で自害
1567年1月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||｢ｳﾙｸﾐﾘﾑの戦い｣ﾀﾓｲｵ連合は180隻のｶﾇｰに1万2千人が乗り込み,要塞
  を攻撃するが敗れる/ﾀﾓｲｵ連合は崩壊しｱｲﾝﾍﾞﾚら指導者はさらし首/ｸﾞｱﾅﾊﾞﾗのﾌﾗﾝｽ植民地も駆逐される
1567年1月23日-08:00|中国|  ||明･嘉靖45年12月14日|<死去>明第12代皇帝｢世宗嘉靖帝(朱厚ｿｳ)｣仙薬中毒で
1567年2月2日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄9年12月23日|｢宿院城｣(奈良市)松永久秀が築城
1567年2月4日-08:00|中国|  ||明･嘉靖45年12月26日|<即位>明第13代皇帝｢穆宗隆慶帝(朱載ｺｳ)｣嘉靖帝の子(~
  隆慶6年5月26日(1572年7月5日)死去)
1567年2月8日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄9年12月29日|<改姓>三河国主｢松平家康｣⇒｢徳川家康｣
1567年2月9日-09:00|日本|愛知県知多郡阿久比町|永禄10年|尾張国阿久比城主久松信俊､同国洞雲院の大日如来
  堂を建立
1567年2月9日-09:00|日本|宮城県大崎市|永禄10年|<交替>陸奥大崎領主｢大崎義直｣隠居⇒子の｢大崎義隆｣(~天
  正18(1590)年失領)
1567年2月9日-08:00|中国|  ||明･隆慶1年|明が200年にわたる海禁を解除し宥和策に転換､中国人の海外渡航を
  許す
1567年2月9日-08:00|中国|  ||明･隆慶1年1月1日|明･隆慶と改元
1567年2月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ6世｣
1567年2月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾔｰｺﾌﾟ3世｣(~15810604死去)
1567年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾝﾘｰ卿ﾍﾝﾘｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱﾘｰ･ｽﾁｭﾜｰﾄの夫)が､対立してい
  るﾎﾞｽｳｪﾙ伯ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾍｯﾌﾟﾊﾞｰﾝの一味の仕掛けた火薬で爆死/21歳(誕生15451207)
1567年2月10日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄10年1月2日|<鵜津山城合戦>鵜津山城･朝比奈真次､大原資良より
  討たれる/長池八郎が鵜津山城を守る
1567年2月20日-09:00|日本|  ||永禄10年1月12日|<死去>大覚寺義俊(64歳)真言宗の僧､連歌師
1567年3月11日-09:00|日本|秋田県鹿角市|永禄10年2月|安東愛季､陸奥鹿角郡の長牛城を襲うが､城主一戸友義
  が辛うじて撃退
1567年3月11日-09:00|日本|広島県三原市|永禄10年2月|<築城>小早川隆景が備後国三原城
1567年3月11日-09:00|日本|三重県|永禄10年2月|織田家部将の滝川一益､北伊勢に侵攻し桑名郡と員弁郡を占拠
  (第1次伊勢侵攻)
1567年3月20日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｰｾﾞﾙ=ｳﾞｨｰｸ選帝侯｢ﾏｸﾞﾇｽ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ｣(~15720509)
1567年3月22日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄10年2月12日|<第七次唐沢山城の戦い>佐野昌綱が再び反旗をひ
  るがえしたため､上杉謙信が唐沢山城を攻めるが勝敗つかず
1567年3月26日-09:00|日本|大阪府|永禄10年2月16日|三好方の総大将､三好義継(長慶の子)､三好三人衆に不満
  を抱き､三好康長､安見直政らとともに松永久秀に降る
1567年3月27日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|永禄10年2月17日|下野･佐竹義重､烏山城(那須資胤)を攻め敗れ
  る
1567年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世(寛大伯)｣ﾍｯｾﾝ方伯領はその4人の息子たちの間で
  分割相続された
1567年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世(賢明伯)｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の一番上の息子(~15920
  825死去);ﾍｯｾﾝ=ﾏｰﾙﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世(遺言伯)｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の2番目の息子(~16041009死去,子供が無く1代で
  絶家);ﾍｯｾﾝ=ﾗｲﾝﾌｪﾙｽ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(若伯)｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の3番目の息子(~15831120死去,子供が無く1代で絶家);
  ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ1世(敬虔伯)｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の4番目の息子(~15960207死去)
1567年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｸﾘｽﾄﾌｧﾛ･ｼ
  ﾞｬﾝｷﾞ｣
1567年4月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ3世｣
1567年4月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ｣ｴﾙﾝｽﾄ3世の弟(~15950514死去
  )
1567年4月10日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ1世｣
1567年4月10日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾝﾘｰ1世ﾈﾘｶ･ｱ･ﾑﾌ
  ﾟﾃﾞｨｰ｣(~15680201戦死)
1567年4月10日-09:00|日本|福島県白河市|永禄10年3月|佐竹義重､白河義親の白河城を攻めて大勝
1567年4月12日-09:00|日本|広島県|永禄10年3月3日|毛利元就,赤川元保一族を滅ぼす
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1567年4月13日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄10年3月4日|河野氏家臣村上通康･平岡房実が大洲北方の宇都宮
  氏の上須戒城を奪取/宇都宮氏の劣勢を知った一条兼定は軍勢を北上させ､宇都宮氏の支援を行った
1567年4月15日-09:00|日本|群馬県渋川市|永禄10年3月6日|真田幸綱､白井上杉氏の拠点上野白井城を攻略
1567年4月19日-09:00|日本|青森県弘前市|永禄10年3月10日|<就任>陸奥大浦城主｢津軽為信｣大浦為則の養子と
  なり大浦氏を継ぐ(⇒天正18(1590)年陸奥津軽郡一円45000石本領安堵)
1567年4月21日-09:00|日本|福井県|永禄10年3月12日|坂井郡の有力国人堀江景忠､朝倉義景に対して謀反.景忠
  に味方する加賀勢が､金津上野で朝倉軍と合戦
1567年4月24日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|永禄10年3月15日|常陸太田領主｢佐竹義重｣､上杉輝虎(謙信)に離
  反し､信玄と通ずる
1567年4月24日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|永禄10年3月15日|土居清良､宇和郡立間石城を再興して土居似水を
  城代とする
1567年4月24日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄10年3月15日|<第八次唐沢山城の戦い>上杉輝虎はまた叛いた下
  野国佐野城主佐野昌綱を攻めて之れを攻略/謙信は再び昌綱を助命
1567年4月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾟｰﾃﾙ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣
1567年4月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ｲﾜﾝ･ﾚﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣(~7.20)
1567年4月27日-09:00|日本|長野県上水内郡信濃町|永禄10年3月18日|上杉謙信､武田軍により信･越国境の拠点
  のひとつである信濃国野尻城を攻め落とされるも即日取り返した
1567年5月1日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄10年3月22日|西郷吉員､三河国正宗寺の客殿を再建
1567年5月9日-09:00|日本|新潟県五泉市|永禄10年4月|蘆名盛氏､越後菅名に出陣するが上杉輝虎が撃退
1567年5月9日-09:00|日本|福岡県|永禄10年4月上旬|秋月種実(秋月文種の次男)も呼応して挙兵/大友宗麟は高
  橋鑑種､秋月種実を討つため戸次鑑連､吉弘鑑理､臼杵鑑速ら20,000の兵を出陣させる
1567年5月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵｰｸﾆｰ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾍﾌﾟﾊﾞｰﾝ｣第4代ﾎﾞｽｳｪﾙ伯(~同年剥奪)
1567年5月14日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄10年4月6日|厩橋城将北条高広､北条氏康に応じて謀反/上杉謙信
  が厩橋城攻略
1567年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭﾜｰﾄがﾎﾞｽｳｪﾙ伯と結婚
1567年5月16日-09:00|日本|福井県|永禄10年4月8日|<死去>若狭国守護｢武田義統｣42歳⇒子の｢武田元明｣が継ぐ
  (~天正10年7月19日(15820807)死去滅亡)
1567年5月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年4月11日|<移転>大和信貴山城主｢松永久秀｣三好義継を擁し
  ⇒大和多聞山城
1567年5月26日-09:00|日本|滋賀県|永禄10年4月18日|近江国の戦国大名･六角氏が分国法｢六角氏式目｣を制定.
  家臣による条文の起草､主君による承認･誓約という珍しい形式による
1567年5月26日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄10年4月18日|北条氏政､下総国関宿城主｢簗田晴助･持助｣と盟約
  を結ぶ/甲相駿三国同盟破れる
1567年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭﾜｰﾄとﾎﾞｽｳｪﾙ伯との結婚に反対するｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの国民がｸｰﾃﾞﾀｰを起こす
  /ﾒｱﾘｰはﾛｰﾌﾚｰﾍﾞﾝ城に監禁される
1567年6月7日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄10年5月1日|伊東･島津両軍､飫肥美々田で合戦/伊東義祐､島津日
  新斎忠良と和睦
1567年6月11日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄10年5月5日|武田信玄配下真田幸綱､上野総社城を攻略
1567年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1567年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~1594年)
1567年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾍﾝﾘｸ･ｸﾗｯｸﾞ･ﾃｨﾙ･ﾄﾘﾝﾃﾞﾗｯﾌﾟ｣(1回目~1569062
  3)
1567年6月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年5月18日|池田勝正軍は宿院城を攻城/松永軍も頑強に防御し
  ､逆に池田軍は多くの兵を失い西方寺に退却/松永軍は般若寺,文殊堂,仏餉堂,妙光院,観音院等を焼き払った
1567年6月24日-09:00|日本|兵庫県たつの市|永禄10年5月18日|<死去>播磨国室津城主｢浦上誠宗｣叔父の浦上宗
  景の意を奉じた江見河原によって暗殺
1567年6月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年5月24日|三好三人衆､大和国法輪院へ入り宝徳院･妙音院･徳
  蔵院･金蔵院､大和国多聞山より火矢で放火
1567年7月3日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄10年5月27日|信長息女徳姫を徳川家康の子信康に嫁せしむ
1567年7月7日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄10年6月1日|松平清四郎､三河国長沢村の神社社殿を建立
1567年7月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ｵﾙﾑｽｷｰ男爵ﾙｶ･ｾｹﾘ｣(~9.21)
1567年7月22日-09:00|日本|滋賀県犬上郡豊郷町|永禄10年6月16日|六角義賢軍､山門相論により一乗寺を焼打
1567年7月23日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄10年6月17日|松永久秀軍(｢信貴城衆｣)､｢箸尾衆｣と協力して
  筒井郷椎木･小泉周辺を翌朝まで放火
1567年7月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾊﾟｵﾛ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ｣(職を放棄)⇒｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾁｺﾆｬ｣
  (~1571年)
1567年7月25日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶﾗｶｽ市が建設される
1567年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾒｱﾘｰ1世(ﾌﾗﾝｽ王妃)｣44歳刑死
1567年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ6世｣ﾀﾞｰﾝﾘｰ卿ﾍﾝﾘｰ･ｽﾃｭｱｰﾄとﾒｱﾘｰ1世の息子(~1625
  0327死去58歳)
1567年8月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾃﾞ･ｻﾗﾋﾞｱ･ｲ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~1575年1月)
1567年8月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･隆慶1年6月29日|<死去>李氏朝鮮第13代国王｢明宗｣
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1567年8月5日-09:00|日本|広島県庄原市|永禄10年7月|宮景盛画像(西城浄久寺蔵)成る
1567年8月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･隆慶1年7月3日|<即位>李氏朝鮮国王｢宣祖｣(~16080317死去)
1567年8月8日-09:00|日本|岡山県岡山市中区|永禄10年7月4日|<明禅寺合戦>三村元親が復讐のため宇喜多領へ
  侵攻.明禅寺付近で合戦となり､三村軍は敗北.この時三村家傘下の金光宗高(石山城主(後の岡山城))が宇喜多
  直家に降伏
1567年8月11日-09:00|日本|福岡県太宰府市|永禄10年7月7日|<岩屋城の戦い>大友宗麟､高橋鑑種討伐の軍を興
  し､筑前岩屋城を落とす
1567年8月11日-09:00|日本|福岡県太宰府市|永禄10年7月7日|<宝満城の戦い>大友軍鑑連･鑑理は高橋鑑種の宝
  満城を落城させる
1567年8月15日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|永禄10年7月11日|斎藤鎮実､筑紫広門の拠る三上山の城を包囲/広門
  は鎮実の軍を地の利の有利な場所に誘き寄せ討ち取り大勝
1567年8月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ｵｯｸｽ･ﾃｨﾙ･ｷﾞｯｾﾙﾌｪﾙﾄ｣(~15751024没)
1567年8月21日-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｻﾅでの反ｵｽﾏﾝ帝国の反乱(~15690726)
1567年8月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾊﾞ新総督,2万の兵を動員しﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞの暴動を鎮圧/ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ8千人
  を処刑
1567年8月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年7月23日|松永久秀の軍勢が三好三人衆に内応し､東大寺戒壇
  院･千手堂を焼く
1567年8月31日-09:00|日本|福岡県太宰府市|永禄10年7月27日|斎藤鎮実は､筑紫広門の拠る三上山の城を激しく
  攻め立て広門は降伏
1567年9月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Rus Hasan Pasha｣(~1570年)
1567年9月3日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄10年8月1日|<稲葉山城の戦い>斎藤家の有力家臣西美濃三人衆(稲
  葉良通(一鉄)､安藤守就(道足)､氏家直元(卜全))が織田家に内応
1567年9月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢第3代ｱﾙﾊﾞ公ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙｳﾞｧﾚﾂ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄ
  ﾞ｣(~1573年)
1567年9月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ､ｱﾙﾊﾞ公ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ､新教徒指導者ｴｸﾞﾓﾝﾄ伯､ﾎｰﾙﾈ(ﾎﾙﾝ)伯らを逮捕
1567年9月9日-09:00|日本|長野県上田市|永禄10年8月7日|安曇郡の仁科盛政以下甲信の諸将士が信州小県郡下
  ノ郷の生島足島社にて起請文を捧げ武田信玄に忠誠を誓う/武田信玄が信濃を制覇
1567年9月16日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄10年8月14日|織田信長､稲葉山の尾根続きの瑞龍寺山を占領.次
  いで､稲葉山麓の城下町井ﾉ口に侵攻､町に放火.部将たちには､稲葉山城の周辺に鹿垣を廻らせ包囲戦に入る
1567年9月16日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄10年8月14日|大友軍と秋月軍､甘水･長谷山で激突/七度の矢合わ
  せとなる大激戦,敗れた秋月種実は古処山城に引き篭もった
1567年9月17日-09:00|日本|岐阜県|永禄10年8月15日|<失領>美濃領主｢斎藤龍興｣滅亡､舟で長良川を下り､伊勢
  の長島へと脱出
1567年9月17日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄10年8月15日|織田信長､斎藤龍興の美濃国稲葉山井口城を奪取/
  同城を岐阜城と改名
1567年9月17日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄10年8月15日|秋月種実､大友方の戸次･臼杵･吉弘勢に夜襲を仕掛
  け勝利
1567年9月17日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄10年8月15日|大友軍､秋月氏の邑城を落とす;その後戸次道雪､秋
  月氏の支城､休松城を落とす.敗れた城将の坂田越後は自刃
1567年9月18日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄10年8月16日|松山安芸守､河内｢飯盛城｣に據りて､松永久秀､に応
  ずるに依り､三好三人衆之を攻む
1567年9月20日-09:00|日本|三重県四日市市|永禄10年8月18日|織田信長､伊勢長嶋を攻撃/伊勢楠城陥落,伊勢4
  郡(朝明郡､三重郡､鈴鹿郡､河曲郡)を平定
1567年9月21日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｼﾞｭﾗｼﾞ･ﾄﾞﾗｼｭｺｳﾞｨｯﾁ｣(~11.22)､｢ﾌﾗﾝｼﾞｮ･ﾌﾗﾝｺﾊ
  ﾟﾝ･ｽﾙﾆｽｷ｣(~15721202､没)
1567年9月22日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|永禄10年8月20日|<高岡城の戦い>さらに鈴鹿川沿いに進んで西2キロ
  の鈴鹿市高岡にある神戸氏の高岡城を攻め､滝川一益にそこを任せて信長は尾張へ戻る/織田軍は高岡城を攻
  撃するが防戦される
1567年9月25日-09:00|日本|千葉県君津市|永禄10年8月23日|<三船山合戦>上総三船台の戦いで里見義堯軍が北
  条氏康軍を破る/太田氏資討死
1567年9月27日-09:00|日本|大阪府四条畷市|永禄10年8月25日|三好三人衆方松山与兵衛上記が松永方に寝返り､
  飯盛城を奪取.石成友通が2000の兵で飯盛城へ向かう
1567年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ南部のﾆｰﾑで､新教徒が旧教徒150人を虐殺する(聖ﾐｶｴﾙの日事件)/ﾕｸﾞﾉｰ戦
  争が再開される
1567年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1567年10月3日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄10年9月|信長の妹お市が浅井長政の正室となる
1567年10月5日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄10年9月3日|<休松の戦い>午前､大友軍は休松の陣を引き払い撤
  退開始/秋月種実は大友軍追撃/戸次鑑連は反撃を開始､配下の勇将である小野鎮幸､由布惟信500騎､一族の戸
  次鎮連600騎ら共に猛攻を加えた｡秋月勢の問註所鑑景は2000兵を率いて､一度鑑連の本陣に攻め懸けて､銃弾
  で猛将･十時惟忠を討ち取っても､後陣の内田鎮家､堀安芸守600兵に軍旗を上げさせ援軍が到着したかのよう
  に装った鑑連の策に騙され､動揺したところを蹴散らされ多くの死傷者を出して撤退
1567年10月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞで､ﾊﾟﾙﾏが総督を辞任し､ｱﾙﾊﾞ公が全権を掌握



1570迄(1937件)

1567年10月6日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄10年9月4日|<休松の戦い>夜半､風雨の強まる中､種実は夜襲を決
  行｡2,000の兵を率いて､臼杵鑑速､吉弘鑑理の陣に突撃した｡予期せぬ秋月勢の夜襲によって大友軍は大混乱に
  陥り､同士討ちを始める始末であったが､夜襲を予見していた戸次鑑連は迅速に対処し､臼杵･吉弘軍を収容し
  た後に､撤退を指揮/夜襲によって大友軍は名だたる部将が討死し､全体での死者は400名以上となった
1567年10月7日-09:00|日本|奈良県御所市|永禄10年9月5日|｢根来衆｣･｢屋形衆｣､3000計の軍勢を率い大和国へ侵
  入し幸田城を攻めるが落とせず退く
1567年10月7日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|永禄10年9月5日|篠原長房､池田勝正連合軍により伊丹親興､塩川満国
  連合軍の摂津伊丹城落城
1567年10月8日-09:00|日本|大阪府四条畷市|永禄10年9月6日|三好三人衆方別所氏の援軍も加えて飯盛城を攻撃
  し､開城させる
1567年10月10日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄10年9月8日|宗像氏貞･許斐氏備らは大友宗麟を裏切り立花
  山城を襲うが立花山西城将の怒留湯融泉に団の原･和白方面で敗れる
1567年10月12日-09:00|日本|福岡県糸島市|永禄10年9月10日|原田隆種､毛利元就に寝返り大友方の宝珠岳城を
  攻め落とす
1567年10月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｪｽﾄﾝ｣｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｳｨﾘｱﾑ卿｣(~
  15681028)
1567年10月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾓﾈ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~15691003)
1567年10月15日-09:00|日本|大阪府河内長野市|永禄10年9月13日|｢根来寺衆｣､河内国烏帽子形城を攻撃するも
  敗退
1567年10月23日-09:00|日本|高知県|永禄10年9月21日|河野軍は土佐国から大洲へ向かう街道沿いの城2つを確
  保
1567年10月31日-09:00|日本|滋賀県長浜市|永禄10年9月29日|浅井長政に織田信長の妹お市が嫁ぐ
1567年11月1日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|永禄10年10月|織田信長､稲葉山城下加納市場を楽市場とする
1567年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第83代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣
1567年11月6日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄10年10月6日|北條氏康と武田信玄は上野国の厩橋城に上杉輝虎
  を攻めるが引き上げる
1567年11月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<第2次戦争>ｻﾝ=ﾄﾞﾆの戦いで､国王軍が勝利したものの司令官ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ
  が戦死
1567年11月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年10月10日|<東大寺大仏殿の戦い>松永久秀､東大寺の三好三
  人衆を夜討/午前2寺ごろ大仏殿焼失.久秀勝利
1567年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾓｰﾄﾝ伯ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(2期目~15730117)
1567年11月11日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｱﾛﾝｿ･ﾑﾆｮｽ｣｢ﾙｲｽ･ｶﾘｰｼﾞｮ｣(~15680414)
1567年11月11日-07:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年10月11日|東大寺大仏殿が兵火で焼ける
1567年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ｱﾝﾇ｣ｺﾝﾃﾞ公軍との戦いで戦死/王弟ｱﾝｼﾞｭｰ公(後
  のｱﾝﾘ3世)､旧教軍指揮者となる
1567年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ｣(~15790506死去)
1567年11月15日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄10年10月15日|松山安芸守が三好三人衆に飯盛城内の私宅を攻
  められ和睦し堺へ退く/安芸守は再び三人衆方へ付く
1567年11月16日-09:00|日本|秋田県鹿角市|永禄10年10月16日|安東愛季､陸奥鹿角郡の谷内城･長牛城(一戸友義
  )を攻め落とし､鹿角郡が南部氏から安東氏に移る
1567年11月19日-09:00|日本|静岡県|永禄10年10月19日|今川氏真は武田信玄と絶交
1567年11月19日-09:00|日本|山梨県|永禄10年10月19日|武田信玄の嫡男･義信が自刃(信謀叛事件により､父･武
  田信玄によって幽閉されていた)
1567年11月20日-09:00|日本|京都府京田辺市|永禄10年10月20日|三淵弾正某･香西某､山城国黒山辺りに出撃/こ
  れに対し三好久介(三好長逸子息)は如来堂を秘密裏に出て普賢寺谷まで退却したところ悉く討ち果たされる/
  足利義栄軍は大打撃を被
1567年11月21日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄10年10月21日|松山安芸守･山口某､飯盛城を出て和泉国堺へ移
  動｡飯盛城は篠原長房･三好長逸が請け取り入城
1567年11月23日-09:00|日本|愛媛県|永禄10年10月23日|<死去>来島城主｢村上通康｣村上水軍の大将⇒子の｢来島
  通総｣が家督を継ぐ(⇒天正13(1585)年伊予風早郡1万4000石)
1567年11月25日-09:00|日本|宮崎県小林市|永禄10年10月25日|島津軍､大挙三ﾂ山城に攻め入る/城主米良筑後守
  防戦し､島津義弘負傷
1567年11月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第84代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾛﾚﾀﾞﾝ｣(~15700503死去)
1567年11月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄10年10月26日|池田勝正､少数の軍勢を残して奈良東大寺から摂
  津国へ退却
1567年11月27日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄10年10月27日|<唐沢山城合戦>上杉輝虎,下野国下で相州北条軍
  と戦う/相州北条軍は総大将の相州北条氏政が在陣する武蔵国埼玉郡の岩付城へ,唐沢山城の主郭を攻め立て
  ていた佐野軍は下野国都賀郡の藤岡城へと,いずれも真夜中に逃げ去った/後,佐野昌綱を降伏させて戦後処理
  を行い,昌綱の懇願を受け入れて城主に復帰させる
1567年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1568年)
1567年12月14日-09:00|日本|石川県|永禄10年11月14日|朝倉氏と加賀一向一揆の和平がすすみ､双方が撤兵
1567年12月24日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄10年11月24日|島津貴久方は義久､義弘の軍を含む島津軍主力
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  で菱刈隆秋の馬越城に押し寄せた/菱刈方は城を捨てて大口の牛山城へ逃れた
1567年12月25日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄10年11月25日|島津忠平､馬越城を攻める/城将の井手籠親子
  は討ち死に､城方は二百が討たれた
1567年12月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾙﾊﾞ公ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣(~15731129)
1567年12月31日-09:00|日本|  ||永禄10年12月|甲駿相の同盟が破れる
1568年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1575年)
1568年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad ul-Halim｣(~1596年)
1568年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜでｲｽﾗﾑ王国ﾊﾞﾝﾃﾝがﾊﾞｼﾞｬｼﾞｬﾗﾝを滅ぼし独立
1568年-07:00|ﾗｵｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｼｪﾝｸｱｰﾝはﾍﾟｸﾞｰ(ﾋﾞﾙﾏ)の家臣(~1598年)
1568年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾄｶﾗ国はﾊﾞﾝｶﾞﾗ(ﾍﾞﾝｶﾞﾙ)に併合される
1568年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝宰相｢ｼﾞｬﾏﾙ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ･ｱﾘ･ﾀﾌﾞﾘｼﾞ｣⇒｢ｻｲｴﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ･ﾌｧﾗﾊﾆ｣(~1576年)
1568年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Kojur)君主｢Sultan Mohammad ibn Jahangir｣(~1590年)
1568年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Dakin｣(~1585年)
1568年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾀﾞｰｳｨｯｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~1570年)
1568年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾝｽ･ﾗｰｿﾝ･ﾋﾞｮﾙﾝﾗﾑ･ﾃｨﾙ･ｲｽﾈｽ｣(~1571年)
1568年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Dervis･ﾍﾞｲ｣(~1569年)
1568年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｶｰﾙ｣(⇒1576年､ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯~16160118死去)
1568年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Francisco Sanchez de Cordoba｣(~1571年)
1568年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~6.25)
1568年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢'Abdallah, Mbangi｣(~1608年)
1568年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Pedro Rodriguez de Herrera｣(~
  1571年)
1568年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人がﾌﾞﾗｼﾞﾙ先住民ﾀﾓｲｵ人を虐殺
1568年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾒﾋｱ｣(~1572年)
1568年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞとｺｽﾀﾘｶの総督｢ﾍﾟﾛ･ｱﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ｲ･ｺﾞﾒｽ｣(~1573年5月)
1568年1月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾐｸﾛｽ･ｵﾗｰ｣
1568年1月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐﾊｰｲ･ﾊﾞﾛ･ﾒﾚｲ･ｶﾎﾟｽ･ﾒﾚｲ｣(~4.9)
1568年1月28日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄10年12月29日|島津方の市山城城将の市山家利は菱刈方の牛山
  城を攻めたが､反撃され退却
1568年1月29日-09:00|日本|長崎県平戸市|永禄11年|<交替>肥前平戸領主｢松浦隆信｣隠居⇒嫡男の｢松浦鎮信｣(
  ⇒天正15(1587)年平戸城(肥前松浦郡の一部および壱岐国一円)63196石本領安堵)
1568年1月29日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄11年|日向佐土原領主｢伊東義益｣は飯野地区への攻略に乗り出
  し菱刈氏攻略中で留守の島津義弘の飯野城を伊東祐安に攻めさせたが義弘がこれに気付いたため睨み合いと
  なり飯野･田原陣に桶平城を築城(翌年火を放ち軍勢を撤退)
1568年1月29日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|永禄11年1月|尾張国緒川郷八幡社の社殿が建立される
1568年1月29日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄11年1月|<高島の戦い･鳥坂峠の戦い(伊予国)>土佐一条氏は､土
  佐･伊予国境の三間衆･両山衆らを引き込み､また対立していた西園寺氏にも圧力を掛け従属させ､その軍勢を
  加えて､鳥坂峠の東､伊予国高島(梅川地区､高島山)に進出.河野軍は土佐一条軍の拠点となっていた高島に攻
  撃を行ったものの撃退された
1568年1月29日-09:00|日本|高知県高知市|永禄11年1月|土佐一条氏の兵､久万山に侵入し大除城主大野直昌これ
  を撃退
1568年1月29日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄11年1月|三宅神社､油田東岩崎｢水神社｣に合祀して｢屯倉水
  神社｣と改まる
1568年1月29日-09:00|日本|大阪府和泉市|永禄11年1月1日|河内｢津田城｣(大阪市枚方市)城将津田主水､松永久
  秀､に応じ三好三人衆の党､木澤紀伊守と同国出口に戦いて之を殺す
1568年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国のｱｸﾊﾞﾙがﾁﾄｰﾙ城を攻略
1568年2月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾝﾘｰ1世ﾈﾘｶ･ｱ･ﾑﾌﾟ
  ﾃﾞｨｰ｣戦死
1568年2月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙﾊﾞﾛ1世ﾆﾐ･ｱ･ﾙｶﾆ
  ･ﾙｱ･ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ｣(~15870306没)
1568年2月14日-09:00|日本|石川県|永禄11年1月17日|足利義秋の仲裁により､朝倉氏と加賀一向一揆の和睦
1568年2月17日-11:00|ｿﾛﾓﾝ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝの探検家ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾀﾞｰﾆｬ･ｲ･ﾈｲﾗが発見し､ｻﾛﾓﾝ島と名付け
  られた
1568年2月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝が､ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ朝と8年期限の平和条約を結ぶ
1568年2月17日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄11年1月20日|島津義弘が手勢300にて､3000の相良･菱刈勢が籠
  る大口城を攻撃し大敗
1568年2月24日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄11年1月27日|<死去>大林宗套(89歳)臨済宗の僧､茶人
1568年2月28日-09:00|日本|愛媛県|永禄11年2月|<隠居>伊予国主｢河野通宣｣⇒一族の｢河野牛福(通直)｣が跡を
  嗣ぐ(~天正13(1585)年失領)
1568年2月28日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄11年2月|筑前･立花鑑載､大友宗麟に謀叛
1568年2月28日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永録11年2月|立花鑑載､筑前国士の薦野宗鎮と米多比大学を舞楽
  の宴にかこつけて招待し､立花山東城の井楼山で討ち果たし､白岳の立花山西城の城将の怒留湯融泉を攻め落
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  した
1568年2月28日-09:00|日本|三重県|永禄11年2月|織田信長､伊勢に侵攻.神戸､関､長野らが降伏(第3次伊勢侵攻)
1568年2月28日-09:00|日本|三重県津市|永禄11年2月|<交替>伊勢長野領主｢長野具藤｣解任⇒織田信長の弟｢長野
  信良(織田信包)｣(⇒翌年10月伊勢上野5万石)
1568年3月2日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄11年2月4日|土佐一条軍は鳥坂城を攻撃､激戦が繰り広げられた鳥
  坂城は落城の危機を迎えたものの､後詰として参陣した村上吉継の奮戦もあり､土佐一条軍を大いに討ち破っ
  た/最終決着はつかず､鳥坂峠と高島を挟んでの､にらみ合いが続いた
1568年3月6日-09:00|日本|  ||永禄11年2月8日|<任命>室町幕府14代将軍｢足利義栄｣(摂津富田の阿波公方)(~永
  禄11年(1568)年9月死去)
1568年3月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ摂政｢ﾙｸｻﾝﾄﾞﾗ｣(~15701112没)
1568年3月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ4世ﾗﾌﾟｼｭﾈｱﾇ｣(~15720215)
1568年3月14日-09:00|日本|  ||永禄11年2月16日|｢甲三同盟｣武田信玄､徳川家康と同盟し､駿河･遠江の分割協
  定を取り交わす
1568年3月14日-09:00|日本|広島県安芸高田市|永禄11年2月16日|毛利元就･同輝元,大檀那として,吉田祇園社の
  社殿を再興
1568年3月17日-09:00|日本|岡山県真庭市|永禄11年2月19日|<高田城合戦>毛利元就､三浦貞広に勝利.三浦貞盛､
  討死
1568年3月18日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|永禄11年2月20日|森屋城に於いて三好三人衆側と十市某の
  軍勢が交戦､森屋城を三好三人衆側が奪う
1568年3月19日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄11年2月21日|<第九飫肥役(日向国)>早朝､土持頼綱を大将として
  北郷軍6000に島津忠親軍7000を加えた13000が阿田越に集結し､更にこれを迎えるため飫肥城内の島津軍も大
  迫口に出陣.これに対して島津軍が小越西方の竹野に差し掛かったことを確認した伊東軍は､まず落合兼置､木
  脇祐守らが小越に向かうと伊東祐安､祐青らもこれに続き､鉄砲の音を合図として島津軍に向かって一斉に攻
  め掛かった.島津軍も応戦するも徐々に小越の辺りで伊東軍が島津軍を包囲する形となり､伊東祐安､木脇祐守
  らが敵勢を手元に引き付け島津軍の隊伍を乱し攻め立てると､落合兼置､川崎主税助､山田宗昌らが次々と首級
  をあげ戦局は伊東軍に傾いていった.さらに伊東軍の長倉伴八郎らが島津軍を横合から突撃し島津軍はたちま
  ち壊滅状態に陥り酒谷方面へ敗北遁走.伊東軍はなおもこれを追撃すると島津軍の将を次々と討ち取っていき
  ､酒谷城近くまで攻め寄せたところで兵を引き上げた
1568年3月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ朝)｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣77歳
1568年3月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ朝)｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息子(~16180
  828死去65歳)
1568年3月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||(22日~)ﾛﾝｼﾞｭﾓｰの和議が結ばれ､第2次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が終わる/ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄに対して
  信仰の自由と権利が与えられた
1568年3月29日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄11年3月|三河国赤岩寺の結衆ら､同寺本堂を建立
1568年3月29日-09:00|日本|秋田県鹿角郡|永禄11年3月|南部晴政､養子信直･石川高信･九戸政実を動員して､安
  東軍を破り､陸奥鹿角郡を奪回
1568年3月29日-09:00|日本|福井県あわら市|永禄11年3月|敦賀の朝倉景恒勢が攻勢をかけ､金津へ侵攻した杉浦
  ･堀江勢は加賀へ退却
1568年3月29日-09:00|日本|福島県石川郡|永禄11年3月|<交替>陸奥石川郡領主｢石川晴光｣隠居⇒養子の｢石川晴
  光｣が継ぐ(~天正18(1590)年失領)
1568年4月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎｰｷﾝｽ,ｺﾛﾝﾋﾞｱ北岸のﾘｵ･ｱﾁｬを攻略し,奴隷貿易を強制
1568年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1568年4月3日-09:00|日本|  ||永禄11年3月6日|武田信玄･北条氏康･上杉輝虎(後の上杉謙信)の3者の和睦同盟
  が成立
1568年4月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾊﾟﾙ･ﾎﾞﾙﾈﾐｯｻ｣(~15720624)
1568年4月10日-09:00|日本|新潟県村上市|永禄11年3月13日|越後･上杉輝虎の将･本庄繁長､武田信玄に応じ本庄
  城に拠り､輝虎これを攻めさせる
1568年4月13日-09:00|日本|富山県魚津市|永禄11年3月16日|越中の椎名康胤が武田信玄･本願寺に通じて上杉謙
  信に背く
1568年4月14日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｾｲﾉｽ｣(2回目~1
  1.4)
1568年4月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｿﾛﾓﾝ諸島|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾒﾝﾀﾞｰﾆｬ隊がｿﾛﾓﾝ諸島に到達
1568年4月20日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄11年3月23日|菱刈･相良･入来院･祁答院･東郷各氏の連合軍､曽
  木城を攻める
1568年4月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢ﾃｵﾄﾞｼﾞｵ2世｣(~15830222)第7代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公
1568年4月22日-09:00|日本|富山県射水市|永禄11年3月25日|上杉謙信､放生津の対陣/越中一向一揆と勝敗つか
  ず
1568年4月22日-09:00|日本|富山県魚津市|永禄11年3月25日|上杉輝虎が越中国金山城に椎名康胤を攻めるが陥
  落させるに至らず退陣
1568年4月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄11年3月25日|大和国興福寺の氷室城が焼失
1568年4月26日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年3月29日|今川氏真､庵原山城花沢主殿攻め,鵜殿長左
  衛門尉の矢で､花沢主殿討死
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1568年4月27日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|永禄11年4月|豊後大友宗麟の兵､宇和郡保内に上陸して立間石城を
  攻め､土居清良らこれを撃退
1568年4月27日-09:00|日本|大阪府堺市堺区|永禄11年4月|佛心院日･堺に妙国寺を創す
1568年4月27日-09:00|日本|静岡県牧之原市|永禄11年4月|石神与左衛門､随天順智開山に､龍澤山永源寺(榛原町
  坂口)開基
1568年4月29日-09:00|日本|福島県伊達郡川俣町|永禄11年4月3日|相馬盛胤､陸奥伊達郡小島に侵入するが､伊達
  輝宗これを撃退する
1568年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾌｪﾘﾍﾟ2世がｱﾙﾏﾝｻとﾄﾚﾄﾞをｲﾝﾃﾞｨｱｽの副王に任命
1568年5月7日-09:00|日本|  ||永禄11年4月11日|毛利と大友氏との和約破れ､再び交戦へ
1568年5月11日-09:00|日本|京都府京都市|永禄11年4月15日|<死去>伏見宮貞康親王(22歳)皇族
1568年5月11日-09:00|日本|静岡県袋井市|永禄11年4月15日|徳川軍､久野城久野宗能を攻め､高力清長･可睡斎住
  職遣わし降服させる/二俣城二俣左衛門尉･高薗城浅原主殿･頭陀寺城松下之綱･西ヶ崎領松下清景･都築秀綱･
  門奈直友､家康に属す
1568年5月12日-07:00|ﾀｲ|  |||<再位>ｱﾕﾀﾔ王朝第18代国王｢ﾁｬｸﾗﾊﾟｯﾄ｣(~15690415)
1568年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾝｸﾞｻｲﾄﾞの闘い｡ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ(25)､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの幽閉地(ﾛｯﾎﾘｰｳﾞﾝ城)を脱出｡ﾀﾞ
  ﾝﾊﾞｰﾄﾝ城を拠点に軍勢6千で､ﾗﾝｸﾞｻｲﾄの丘に押し寄せる国王軍(新国王ｼﾞｪｲﾑｽﾞ6世摂政ﾏﾘ伯(ﾒｱﾘｰ異母兄))を迎
  え撃ち敗北､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに逃れる
1568年5月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ諸州は有力貴族ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ(ｳﾞｨﾚﾑ1世)を先頭にｽﾍﾟｲﾝに対す
  る大反乱を起こした/ｵﾗﾝﾀﾞ独立戦争(80年戦争)
1568年5月25日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄11年4月29日|三河国三渡野村の村人ら､飛滝社の社殿を再興
1568年5月26日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|永禄11年4月30日|湯浅元宗,大檀那として,世羅郡井原の八幡
  宮社殿を造立
1568年5月27日-09:00|日本|  ||永禄11年5月19日|島津貴久は日向佐土原領主｢伊東義益｣と和睦
1568年5月27日-09:00|日本|茨城県猿島郡五霞町|永禄11年5月|北条氏康､栗橋城を野田氏から奪い､氏照を入れ
  る
1568年5月27日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄11年5月|(1月9日~)伊東義祐が飫肥城(城主島津忠親:薩摩島津と
  同盟関係)を攻撃､占領/伊東家は日向四十八城を支配下に置き､最大版図となる
1568年5月29日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄11年5月3日|小早川隆景ら毛利軍が筑前国立花山城を攻撃占
  領
1568年5月31日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世若候｣
1568年5月31日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ｷｱｲﾅ｣(~6月)
1568年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国内でｺｯｾ元帥がﾕｸﾞﾉｰ軍に壊滅的打撃を与え､首領ｺｯｸｳﾞｨﾙの首を刎ねる
1568年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||新教徒指導者ｴｸﾞﾓﾝﾄ伯､ﾎｰﾙﾈ伯処刑｡ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世はﾄﾞｲﾂに亡命
1568年6月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世ﾐｰｼｬ｣(~15770927没)
1568年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣
1568年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾕﾘｳｽ｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の息子､従叔父のｴｰﾘﾋ2
  世の遺領ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯領を継承(~15890503死去)
1568年6月14日-09:00|日本|大阪府枚方市|永禄11年5月19日|<津田城合戦>三好三人衆､津田城を攻略し三好義継
  が敗走
1568年6月24日-09:00|日本|奈良県|永禄11年5月29日|篠原長房､三好宗渭が軍勢を奈良(大和国)に少し残し河内
  国に撤退
1568年6月25日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(2回目~1574年)
1568年6月25日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄11年6月|伊予･大洲城主･宇都宮豊綱､吉川元春･小早川隆景に降
  る/伊予平定
1568年6月25日-09:00|日本|新潟県|永禄11年6月|小田切孫七郎(上杉輝虎家臣)､武田信玄の調略により上杉輝虎
  (後の上杉謙信)へ謀反
1568年6月27日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｴﾙｼﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~15711028)､代行｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ
  ｣(2回目~1570年)
1568年6月27日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾔﾋﾔ･ﾊﾟｼｬ｣(~15710328)
1568年6月30日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄11年6月6日|飫肥城､飢餓状態になり城主島津忠親は櫛間へ出奔､
  伊東･肝付両軍これを追撃
1568年7月12日-09:00|日本|鹿児島県阿久根市|永禄11年6月18日|東郷重尚(16代)､島津義虎と阿久根で戦う/義
  虎側63人が戦死
1568年7月17日-09:00|日本|大阪府|永禄11年6月23日|三好三人衆､摂津国に於いて｢甲賀衆｣300計と交戦､撃破
1568年7月23日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄11年6月29日|<信貴山城合戦>三好康長ら､松永久秀の大和
  国信貴山城を攻略し細川藤賢が敗走
1568年7月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｶﾙﾛｽ｣
1568年7月24日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ｣(~15740916没)
  ､代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾔｽ｣(~15710421)
1568年7月28日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永録11年7月4日|立花山崖下の合戦/大友勢は立花山城に肉迫､立
  花鑑載の軍勢はこれを迎え撃ち反撃
1568年7月31日-09:00|日本|岡山県岡山市|永禄11年7月7日|<金川城合戦>(5日~)宇喜多直家､金川城松田元輝の
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  属将伊賀久隆(津高郡虎倉城主､直家の妹が嫁ぐ)と謀り､松田氏を攻略/元輝･長男元賢(直家娘婿)討死
1568年8月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世､ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄに侵入｡兵力を4分(南と東と北から侵入｡ｵﾗﾆｴ公自
  身は第4軍を率い国境で待機)｡①南軍(ﾌﾗﾝｽ国境よりの侵入軍)2,500､ｽﾍﾟｲﾝ軍に簡単に打ち破られる｡逃げ延び
  た兵士400､捕虜は全て絞首刑｡②東軍(ﾗｲﾝとﾏｰｽの間から侵入)歩兵3千と騎兵｡期待した市民蜂起なくｽﾍﾟｲﾝ兵1
  ,600に襲われ潰滅｡残兵1,300､退却しながら堅固な地形に立て籠もる｡ｽﾍﾟｲﾝ兵600､全員を斬殺叉は捕虜(ｽﾍﾟｲﾝ
  兵損害20)｡③北軍(ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄに侵入)ｳｨﾚﾑ弟ﾙｲとｱﾄﾞﾙﾌ､少数の手勢で侵入｡ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝより市を攻略しない代償に
  資金供給､志願兵･傭兵で解放軍編成/ｱﾙﾊﾞ公､ｱﾚﾑﾍﾞﾙﾌ伯2,500､ﾒｰﾍﾝ伯1,500を派遣､北上中に5千に膨れ上がる｡
  ｱﾚﾑﾍﾞﾙﾌ伯､功を焦ってﾒｰﾍﾝ伯到着前に攻撃開始､ｽﾍﾟｲﾝ軍敗北(沼地に迷い込み､反乱軍の包囲攻撃で潰滅)｡ｱﾚﾑ
  ﾍﾞﾙﾌ伯､突撃｡騎士道の作法によりｱﾄﾞﾙﾌと一騎打ち､2人共戦死｡ｱﾙﾊﾞ公､兵力1万2千で北上｡ﾙｲ反乱軍､出撃､死
  者7千の大敗北(ｽﾍﾟｲﾝ軍7人)
1568年8月3日-09:00|日本|長野県飯山市|永禄11年7月10日|武田信玄､本庄繁長(もと上杉輝虎家臣)を援助する
  ため信濃国飯山城を攻めるが失敗/変わりに支城の上蔵城を落とす
1568年8月16日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永録11年7月23日|立花山城､陥落/立花氏家臣の野田右衛門大夫
  が裏切り戸次隊を城内に手引きし立花山城は陥落/鑑載は自害
1568年8月21日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｼﾞｬﾝ･ﾊﾟﾘｿ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾚｯﾄ｣
1568年8月22日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｰｳﾞ｣(~23日)
1568年8月23日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃ｣(~15720126没)
1568年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<第3次ﾕｸﾞﾉｰ戦争>ｶﾄﾘｯｸ色を強めるﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ9世の宮廷に危機感を募らせた
  新教派ｺﾝﾃﾞ公ﾙｲ1世(ｺﾝﾃﾞ大公)とｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾘﾆｰ提督､ﾌﾗﾝｽ西部の港湾都市ﾗ･ﾛｼｪﾙに入城し籠城/6千人のｶﾞｽｺ
  ｰﾆｭ兵(ﾌﾗﾝｽ南西部)を率いる｢ﾅｳﾞｧﾙ女王｣ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚがこれに合流
1568年8月23日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄11年8月|村上吉継が下須戒城を落とす
1568年8月23日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄11年8月|島津義久､菱刈隆秋の大口城を攻める最中､日向の伊
  東義祐が桶平に布陣し､飯野城攻め/伊東勢は木地原に出陣したが､島津鉄砲隊の奇襲により撃破された
1568年8月24日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永録11年8月2日|清水左近将監､立花山城奪回にのりだす/戸次道
  雪･臼杵鑑速･吉弘鑑理ら大友三将は迎撃し､物量で反大友勢を圧倒
1568年8月29日-09:00|日本|広島県|永禄11年8月7日|三上源四郎,鉄砲で大友軍を多数討ち取る
1568年9月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰのﾘﾏ造幣所で銀貨の鋳造がはじまる
1568年9月2日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|永禄11年8月中旬|<猪名寺合戦>高槻の和田伊賀守､茨木の茨木佐渡守､
  有馬の有馬出羽守､そして､伊丹の伊丹大和守が池田を亡きものにせんと考え､猪名寺表において､伊丹軍が中
  心となって合戦が始まる/池田勝正二十一人衆の一人荒木村重が伊丹方の将宇都宮作丞の首をかき斬る/伊丹
  勢は勢いに恐れて散ってしまい､池田勢は勢いに乗って伊丹城の堀際まで攻め首を数多討ち取る
1568年9月4日-09:00|日本|福井県|永禄11年8月13日|<廃絶>若狭国守護｢武田元明｣朝倉義景が若狭に侵攻し越前
  に拉致.若狭武田氏は領国を失う
1568年9月9日-09:00|日本|京都府城陽市|永禄11年8月18日|松永久秀軍(松弾方)､山城国富野城で敗戦
1568年9月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄｳｷﾞｱ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(1回目~15710906)
1568年9月10日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永録11年8月19日|秋月種実､大友氏に降伏
1568年9月16日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾎｰｷﾝｽのｲｷﾞﾘｽ船,ｻﾝ･ﾎｱﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｰｱ(ﾍﾞﾗｸﾙｽ)港を占拠
1568年9月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝの有力貴族が蜂起し､ｴｰﾘｸ14世を逮捕し幽閉
1568年9月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾁﾙﾎﾞﾝ君主｢Sunan Gunung Jati｣
1568年9月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ君主｢Panembahan Ratu｣(~1650年)
1568年9月21日-09:00|日本|愛知県知多郡阿久比町|永禄11年9月|久松某､尾張国洞雲院御影堂を建立
1568年9月21日-09:00|日本|石川県|永禄11年9月|畠山義綱が能登を撤退
1568年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾒｷｼｺ|  |||ｻﾝ･ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｱ事件/ｽﾍﾟｲﾝ軍艦隊がｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾙｱ停泊中のﾎｰｷﾝｽﾞ
  船隊を攻撃.ﾎｰｷﾝｽは辛うじて難を逃れる
1568年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､｢ﾛﾝｼﾞｭﾓｰの和約｣でのﾕｸﾞﾉｰに関する保護を廃止する王令/ﾕｸﾞﾉｰの礼拝の
  自由は再び禁じられた
1568年9月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄11年9月3日|三好康長､松永久秀の大和多聞山城の西北側を攻撃/
  筒井順慶は東側より攻撃､程なく攻略
1568年9月23日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉南区|永禄11年9月3日|毛利軍吉川元春･小早川隆景ら､豊前宮山
  城奪回
1568年9月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄11年9月4日|三好三人衆軍(河州衆)､東大寺辺の松永久秀軍を攻
  撃し諸郷に放火､その後に西京へ進む
1568年9月24日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉南区|永禄11年9月4日|毛利軍吉川元春･小早川隆景ら､豊前三岳
  城奪回/長野弘勝自刃
1568年9月25日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉南区|永禄11年9月5日|毛利軍吉川元春･小早川隆景ら､豊前大三
  岳城･等覚寺城奪回
1568年9月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<廃位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ14世｣
1568年9月30日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾖﾊﾝ3世｣(~15921117死去/54歳)
1568年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞﾗﾝｸｰﾃｨ｣｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1568年10月1日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|永禄11年9月11日|那須資胤､大関高増等北那須衆と和睦
1568年10月2日-12:00|ｳｪｰｸ島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾀﾞﾅ･ｲ･ﾈｲﾗがｳｪｰｸ島のｽﾍﾟｲﾝ領宣言し､ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ島と名付
  けた
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1568年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､ﾒｱﾘ･ｽﾁｭｱｰﾄ､逮捕
1568年10月2日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄11年9月12日|<箕作城合戦>織田信長軍木下隊2千3百が北の口
  から､丹羽隊3千が東の口から攻撃､吉田出雲守隊の守りも固く､午後五時前後には逆に追い崩された/木下隊､
  夜襲決行,箕作城兵は防戦したが支えきれず､夜明けを待たずに落城/箕作城の落城を知った和田山の城兵は､
  戦わずに逃亡
1568年10月3日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄11年9月13日|<和田山城の戦い>織田信長軍が和田山城を攻略
1568年10月3日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄11年9月13日|佐久間信盛･木下藤吉郎･丹羽長秀･浅井長政･浅
  井政貞が六角領の支城箕作城を攻撃､その日の夜に落城させる
1568年10月4日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|永禄11年9月14日|織田信長:神戸友盛を使者に蒲生賢秀･氏郷
  を降伏させ近江日野の所領を安堵
1568年10月4日-09:00|日本|滋賀県東近江市|永禄11年9月14日|<観音寺城の戦い(近江国)>織田信長が観音寺城
  を攻撃､占領/六角義賢と息子義治は甲賀へ脱出
1568年10月16日-09:00|日本|京都府長岡京市|永禄11年9月26日|<勝竜寺城の戦い>織田信長は､柴田勝家､蜂屋頼
  隆､森可成､坂井政尚ら4人の家臣に先陣を命じ､桂川を渡河し三好三人衆の岩成友通が守る勝竜寺城を攻撃さ
  せた｡岩成友通は足軽衆を全面に押し立て応戦したが､織田軍は精鋭の馬廻り衆を乗り入れ戦いを有利に進め
  て首級を50余りあげ､上洛を果たしていた信長の陣所である東福寺へ届けた
1568年10月17日-09:00|日本|岡山県倉敷市|永禄11年9月27日|村上武吉･元就家臣細川通薫が三好長治家臣香西
  又太郎と備前国本太城で戦闘.村上武吉勝利
1568年10月17日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|永禄11年9月27日|入京した織田信長軍により三好三人衆の淀
  古城落城
1568年10月17日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄11年9月27日|松永方箸尾為綱､十市郷を焼く｡松永方の秋山氏､
  十市氏の龍王山城を攻略
1568年10月18日-09:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|永禄11年9月28日|織田信長が三好長逸勢が拠る山崎(山城
  国)を攻め落とす
1568年10月18日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|永禄11年9月28日|篠原長房､摂津瀧山を放棄
1568年10月19日-09:00|日本|大阪府|永禄11年9月29日|<退任>摂津国守護｢細川昭元｣逃亡
1568年10月19日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄11年9月29日|<任命>芥川山城主｢和田惟政｣(~元亀2年8月28日(1
  5710917)死去)
1568年10月19日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄11年9月29日|三好三人衆の三好長逸が籠る芥川山城を織田信長
  軍が攻略/夜､芥川城の細川昭元･三好長逸･前信濃守護小笠原長時､退城
1568年10月19日-09:00|日本|京都府|永禄11年9月29日|<退任>丹波国守護｢細川昭元｣逃亡
1568年10月19日-09:00|日本|京都府長岡京市|永禄11年9月29日|<勝竜寺城の戦い>織田信長自身が5万兵を率い
  て勝竜寺城の攻略に向かい,岩成友通降伏･開城
1568年10月20日-09:00|日本|  ||永禄11年9月30日|<死去>室町幕府第14代将軍｢足利義栄｣病死
1568年10月20日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄11年9月30日|織田信長軍が郡山道場､富田寺外を落とす.富
  田寺内とは和睦する
1568年10月20日-09:00|日本|奈良県大和高田市|永禄11年9月30日|大和国人十市某･箸尾某､義昭命により高田城
  を攻撃した｢布方｣を撃破
1568年10月22日-09:00|日本|  ||永禄11年10月|織田信長､分国中(尾張､美濃､南近江)の関所を撤廃
1568年10月22日-09:00|日本|大阪府池田市|永禄11年10月2日|<池田城合戦>織田信長が摂津の池田勝正の居城を
  攻めて降伏させた
1568年10月22日-09:00|日本|兵庫県西宮市|永禄11年10月2日|織田軍が越水城(城主篠原長房)へ進軍､篠原長房
  は城を放棄して阿波国まで戻る
1568年10月23日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄11年10月3日|竹内三位入道･両畠山･松永久秀･池田勝正､摂津国
  芥川に於いて足利義昭･織田信長に降伏
1568年10月24日-09:00|日本|大阪府|永禄11年10月4日|<所領安堵>河内南半国(高屋城)｢畠山高政｣織田信長によ
  り(~永禄12(1569)年追放)
1568年10月24日-09:00|日本|大阪府|永禄11年10月4日|<所領安堵>河内北半国(若江城)｢三好義継｣織田信長によ
  り
1568年10月24日-09:00|日本|大阪府|永禄11年10月4日|<任命>摂津守護｢和田惟政｣(東半国､高槻(芥川)城､義昭
  側近)､｢伊丹親興｣(西半国､伊丹城､松永久秀被官)､｢池田勝正｣(西半国､池田城､三好三人衆加担)
1568年10月24日-09:00|日本|京都府|永禄11年10月4日|<所領安堵>山代の内(桂川以西､勝龍寺城)｢細川藤孝｣織
  田信長により
1568年10月24日-09:00|日本|奈良県|永禄11年10月4日|<所領安堵>大和一国30万石｢松永久秀｣織田信長により/
  十市･布施･越智･井戸･箸尾ら全有力国衆は松永に敵対
1568年10月26日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄11年10月6日|<第八次筒井城の戦い(大和国)>松永久通が筒
  井郷へ攻め寄せ､城際まで焼く.筒井順慶は堅固に籠城
1568年10月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾄﾞﾆｰ卿｣(3回目~15710401)
1568年10月28日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄11年10月8日|<第八次筒井城の戦い>松永久通が筒井城を攻
  め､再び奪回する/筒井氏は城を脱出
1568年10月29日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|永禄11年10月9日|松永久通､筒井順慶が退却した平城へ進撃.
  松永属将大和宇陀郡秋山氏が竜王山城(十市通勝)攻撃.十市勢､十市城へ逃亡/<並松の戦い>松永久秀､大和の
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  大半を手にしていた筒井順慶を討つべく法隆寺まで出陣.順慶も筒井より20町西にある栴檀の木村まで出陣,
  並松で戦い松永勢先手が敗れて退くところへ筒井勢先手が深追い､法隆寺内の久秀側伏兵が筒井勢の後ろへ攻
  め掛かり退路を断つ⇒久秀勢は反転して盛り返し､筒井勢は惨敗,宇陀郡へ落ちる
1568年10月30日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄11年10月10日|松永久秀､信貴山城を回復
1568年10月30日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|永禄11年10月10日|織田信長軍の細川藤孝､和田惟政､佐久
  間信盛が20,000の兵で大和へ進軍.三好領の森屋城を占領
1568年10月31日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄11年10月11日|織田信長軍の細川藤孝､和田惟政､佐久間信盛の
  三好領の窪城を占領
1568年11月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾓﾙﾋﾞｰのｵｸｾﾝｽﾃｨｴﾅ男爵ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｷｽﾃｨｴﾙﾝｿﾝ｣(
  ~1570年)
1568年11月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞﾗﾅﾀﾞ地方のﾑｰｱ人がﾌｪﾘﾍﾟ2世の抑圧政策に反対して反乱を起こす
1568年11月4日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄11年10月15日|<大和豊田城合戦>松永久秀に攻められ豊田城が落城
1568年11月5日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾝｻ｣(~15801003)
1568年11月7日-09:00|日本|京都府京都市|永禄11年10月18日|<任命>室町幕府第15代征夷大将軍｢足利義昭｣(~元
  亀4(1573)年7月18日追放)
1568年11月10日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄11年10月21日|柳本･福智堂､松永久秀方に寝返る
1568年11月11日-09:00|日本|大阪府|永禄11年10月22日|<任命>河内南半国守護｢畠山高政｣(~翌年隠居)
1568年11月11日-09:00|日本|大阪府|永禄11年10月22日|<任命>河内北半国守護｢三好義継｣(~天正元年11月16日(
  15731210)死去)
1568年11月11日-09:00|日本|京都府京都市|永禄11年10月22日|禁裏御料所諸役貢納の懈怠禁止令の発令
1568年11月19日-09:00|日本|愛媛県大洲市|永禄11年11月|乃美宗勝は兵を集めて再度伊予国へと出兵して､宇都
  宮討伐に乗り出し､宇都宮豊綱は降伏して大洲城は開城となり､豊綱は毛利氏の捕虜となった
1568年11月19日-09:00|日本|新潟県村上市|永禄11年11月|<本庄繁長の乱(越後国)>輝虎が本庄繁長に協力する
  庄内の大宝寺義増を攻撃して降伏させ､本庄繁長の本庄城を包囲する
1568年11月27日-09:00|日本|奈良県|永禄11年11月9日|松永久秀の子久通が秋山衆を先手に､十市衆を大西城に
  攻め落とす
1568年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞﾗﾅﾀﾞの旧ｲｽﾗﾑ教徒が反乱を開始
1568年12月1日-09:00|日本|長野県伊那市|永禄11年11月13日|諏訪勝頼(武田勝頼)に織田信長の養女:龍勝院を
  迎え高遠城主となった
1568年12月3日-09:00|日本|奈良県橿原市|永禄11年11月15日|<十市城合戦>松永久秀､十市城を攻略
1568年12月4日-09:00|日本|京都府京都市|永禄11年11月16日|<解任>関白｢近衛前久｣
1568年12月11日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ暫定総督｢ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾃﾞ･ｶｾﾚｽ｣(~15720714)
1568年12月16日-09:00|日本|広島県安芸高田市|永禄11年11月28日|毛利氏,高田郡相合の八幡宮社殿を造立
1568年12月18日-08:00|中国|  ||明･隆慶2年12月|嘉靖十年(1531)以後､地方に試行された"一条鞭法"(すべての
  賦税を統合計算して､銀銭で徴する法)を江西に正式的に実行
1568年12月19日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄11年12月|高天神城の小笠原氏助､今川氏から離反し徳川氏に帰
  属
1568年12月19日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月|武田信玄が久能寺(現鉄舟寺)を北矢部に移設
1568年12月19日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄11年12月|小野政次が井伊谷を横領
1568年12月19日-09:00|日本|静岡県袋井市|永禄11年12月|馬伏塚城の小笠原氏興､今川氏から離反し徳川氏に帰
  属
1568年12月24日-09:00|日本|  ||永禄11年12月6日|<第1次駿河侵攻>甲斐国の武田晴信､相模国の北條氏康､駿河
  国の今川義元らの三国同盟が破れる
1568年12月24日-09:00|日本|静岡県静岡市|永禄11年12月6日|<第1次駿河侵攻>甲斐国武田信玄は1万2000の軍勢
  を率いて駿河侵攻を開始/今川氏真は重臣の庵原忠胤に1万5000の軍勢を預けて迎撃/武田軍が進軍を開始する
  と､今川軍は戦うことなく退却/信玄は今川氏の有力家臣である瀬名信輝､朝比奈政貞､三浦義鏡､葛山氏元らを
  調略､21人の武将が信玄に内通して裏切ったため､今川軍は戦わずして敗れる
1568年12月25日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|永禄11年12月7日|松永軍(多門衆)､貝吹表で戦闘し敗北
1568年12月27日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄11年12月9日|武田軍,大宮城富士蔵人信通を攻撃し撤退
1568年12月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｸﾘｽﾄﾌ｣
1568年12月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~15930818退位)
1568年12月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄11年12月12日|徳川家康､遠江に侵攻し､掛川城(朝比奈泰朝)を
  攻撃
1568年12月30日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月12日|<第一次薩ﾀ峠の戦い>武田勢先鋒の馬場信
  春(信房)隊が､由比正純の川入城を攻め陥落させる/勢いに乗った武田勢が薩捶峠を攻め上ると､大きな衝突も
  ないままに今川勢が崩れて敗走､今川氏真本陣､僅か､7､80騎で駿府へ逃げる
1568年12月30日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月12日|宗像神社(静岡市清水区興津中町)兵火に
  より焼失
1568年12月30日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄11年12月12日|稲子領主宮城弾正､山県昌景に攻められ､
  大嵐の嵐太門一族ら30～50人討死
1568年12月30日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄11年12月12日|<内房口戦い>北松野城萩図書助清誉､山県昌景
  と戦い討死/武田軍､(内房)白鳥山城攻め､囲み解き去る/上稲子(芝川町上稲子)の佐野惣左衛門尉､武田軍に降
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  参し大宮城に出陣/(大宮)神田砦降る
1568年12月31日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco de Solis Osorio｣(~1574.12
  )
1568年12月31日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄11年12月13日|徳川軍､摩訶耶寺焼く/酒井忠次､笠子山から､城
  代垣塚右衛門が引間城に加勢のため無人だった白須賀城を攻略
1568年12月31日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄11年12月13日|武田軍により､臨済寺伽藍炎上
1568年12月31日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月13日|駿河蒲原城に北条氏信が入り､北条軍先方
  隊､興津にて武田軍と戦い404人討取る
1568年12月31日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|永禄11年12月13日|武田軍により愛宕山砦･八幡山砦･賎機山
  城･駿府城落城/武田晴信､駿府入城し､今川氏真､遠州掛川に敗走
1569年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ﾀｲ|  |||ﾋﾞﾙﾏのﾀｳﾝｸﾞｰ朝軍がｱﾕﾀﾔを占領/ﾀｲはﾋﾞﾙﾏの属国となる
1569年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾘｰのﾌﾏｰﾕｰﾝ廟完成
1569年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ11世｣(~1578年)
1569年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝軍がﾛｼｱへ遠征
1569年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Talha 'Abbas｣(~1571年)
1569年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾀﾞ･ﾑｰﾗ｣(~1571年)
1569年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾁｪﾙｹｽ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1571年)
1569年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｼｪｲﾀﾝ･ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｶﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~
  1570年)
1569年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾊﾞﾚｯﾄ総司令官｣(~1571年
  没)
1569年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Ibrahim3世･ﾍﾞｲ｣(~1589年)
1569年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<交替>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ9世敬虔公｣⇒｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ強健公｣(~1600020
  9死去)
1569年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｲﾝｼﾞﾌ3世､ｶﾚﾙ2世｣共同統治(~1587年)
1569年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ﾊﾞｰｽ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ11世｣(~1603年~16060307死去)
1569年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ=ﾘｭｰｹﾞﾝｳﾞｧﾙﾃﾞ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ10世若公｣(~16030901死去)
1569年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾊﾟﾎﾐｼﾞｪ2世｣(~1579年)
1569年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾚｶﾞｽﾋﾟ艦隊がﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾊﾞﾅｲ島を征服
1569年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Francisco de Paula Teles｣(~1571年)
1569年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ﾘｵﾆｽ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣
1569年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾗﾝｻﾛｰﾃ島をﾓﾛｯｺが占領(~同年)
1569年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾙｲ･ﾃﾞｭﾎﾞｱ(3回目)｣(~1570年)
1569年1月1日-09:00|日本|静岡県菊川市|永禄11年12月14日|洞谷山龍雲寺,武田軍の兵火により焼失
1569年1月1日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月14日|横山城､武田軍により落城.興津彦九郎親久
  ら5百人討死
1569年1月1日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄11年12月14日|徳川軍,井伊谷城･刑部城攻略
1569年1月2日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄11年12月15日|<宇津山城合戦>酒井忠次､小原鎮実に勝利/小原鎮
  実､脱出の時に爆薬を仕掛け敵兵爆殺を謀るが失敗
1569年1月2日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄11年12月15日|徳川家康が小野政次が占拠した井伊谷城へ､井
  伊谷三人衆(近藤康用･鈴木重時･菅沼忠久)を送り込み､徳川軍が井伊谷を占領
1569年1月3日-09:00|日本|京都府京都市|永禄11年12月16日|<就任>関白｢二条晴良｣(~天正6(1578)年4月4日)
1569年1月5日-09:00|日本|静岡県袋井市|永禄11年12月18日|<鼻欠淵の戦い>武田軍秋山晴近3千6百､平尾村に陣
  .久野宗能､鼻欠淵砦に楯籠戦い.久野彦六郎ら10余名討死/見付にて､徳川軍､秋山晴近と戦い敗走/秋山晴近､
  見付城に入る.天竜川渡り､徳川勢を敗走させる/秋山晴近､家康と和議.引き上げ/引間城内で徳川家康方江馬
  時成､武田方江馬泰顕･新藤周防守が争い江馬時成討死/江馬泰顕は時成家臣小野田彦右衛門･二橋･川口に討た
  れる
1569年1月6日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄11年12月19日|<引馬城合戦>徳川家康､引馬城主のお田鶴の方(椿
  姫)に勝利.お田鶴の方は討死.徳川家康､引馬城に入城
1569年1月7日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄11年12月20日|徳川家康が二俣城攻め｡無血入城
1569年1月8日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄11年12月21日|徳川軍6将(酒井忠次･石川数正･松平真乗･鳥居
  元忠･大久保忠世･石川家成)分け懸川城攻め/菅沼定盈･菅沼忠久･近藤康用･鈴木重時､井伊谷撥揚砦(松下･中
  野)･刑部城庵原忠良･長谷川次郎右衛門尉攻め落とす
1569年1月9日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄11年12月22日|徳川家康方の6将､懸川城に攻める輪を縮める､徳川
  軍､押出してきた今川軍を2百人討ち取る
1569年1月14日-09:00|日本|静岡県磐田市|永禄11年12月27日|遠江･武田の将･秋山信友(飯田城主)､見附に陣を
  張っていた奥平､菅沼らを撃破､遠江見附占領
1569年1月15日-09:00|日本|大阪府堺市西区|永禄11年12月28日|<家原城合戦>三好三人衆の釣閑斎宗渭三好政康
  ､三好義継の守る和泉家原城を陥す
1569年1月16日-09:00|日本|静岡県磐田市|永禄11年12月29日|見付神谷三郎右衛門､榊原康政を導き､見付の高山
  に伏兵し､二俣街道より進んできた武田軍を敗走させる/川入城､山県昌景2千に攻められ落城/持舟城一宮出羽
  守兵衛尉宗是入道随波斎元実父子､武田軍に攻められ討死/有東砦福島氏､武田軍に攻められ討死/奥池谷城､武
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  田軍に攻められ､城主池ヶ谷友任､口仙俣の広海戸で自害/白鳥山､武田軍により攻略される/鵜田寺･金剛山宝
  泰寺･大森山長源院･神護山承元寺･金剛法寺･清涼山光鏡寺･慈悲山増善寺､武田軍の兵火により焼失/岩本山実
  相寺が武田軍の兵火により焼失/神明宮が武田軍の兵火により焼失/伊河麻神社焼失/北条軍､武田方の葛山城･
  興国寺城乗っ取る/奥山方広寺派臨済宗西来院焼失
1569年1月16日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄11年12月29日|今川水軍280名､久能浜漂着し戦い(松平助道･
  加藤氏･酒井氏･小西氏･安田氏･大橋氏･牧野氏･有藤氏･上杉氏･上島氏･安東氏･岡部氏30名討死.井伊利政･石
  川信明･朝比奈氏･蜂谷氏遠州へ逃げる)/武田方3百の内､70名討死
1569年1月16日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄11年12月29日|白鳥山(清水区小河内)､武田軍により攻略
  される
1569年1月17日-09:00|日本|大阪府|永禄12年|<交替>河内南半国守護｢畠山高政｣隠居⇒｢畠山昭高｣が継ぐ(~元亀
  4(1573)年6月25日自害)
1569年1月17日-09:00|日本|長崎県対馬市|永禄12年|<交替>対馬国主｢宗茂尚｣隠居⇒弟｢宗義純｣に譲る(~天正7(
  1579)年1月隠居)
1569年1月17日-09:00|日本|宮城県|永禄12年|<所領安堵>奥州30万石｢(葛西氏第17代当主)葛西晴信｣(葛西晴胤
  の子)上洛して時の天下人･織田信長に謁見
1569年1月17日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄12年|日向佐土原領主｢伊東義益｣は大隅国の肝付氏と豊州家の領
  土を分け合う形で飫肥を知行
1569年1月17日-09:00|日本|山形県鶴岡市|永禄12年|<交替>出羽尾浦領主｢大宝寺義増｣隠居⇒子の｢大宝寺義氏｣
  (~天正11年3月6日(15830427)死去)
1569年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年1月|浜名三郎政明,徳川家康の進駐に抵抗し,浜名城(佐
  久城)を退城
1569年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|永禄12年1月|堀江城の大沢基胤は､今川氏真に従い家康の遠江進
  入に抵抗/基胤らは､宇布見の砦を攻撃し敵船を奪う
1569年1月20日-09:00|日本|京都府京都市東山区|永禄12年1月4日|三好三人衆､将軍地蔵山城･東山を焼き､京都
  と岐阜の間を分断
1569年1月21日 02:00|日本|京都府京都市山科区|永禄12年1月5日|<本圀寺の変>午の刻(11～13時)､三好三人衆(
  三好長逸･三好政康･岩成友通)･斎藤龍興･小笠原貞慶が京都本圀寺に仮御所を置いていた室町幕府15代将軍足
  利義昭を襲撃/明智光秀ら織田勢を中核とする義昭方は本國寺に立て篭った/この日は､本國寺の陥落には至ら
  ぬまま日暮れとなり､三好勢は兵を収めた
1569年1月22日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年1月6日|<桂川の戦い>細川藤孝や三好義継､摂津国衆の伊丹
  親興､池田勝正､荒木村重ら､急報を聞きつけた畿内各地からの織田勢の後詰を許してしまう｡このため､不利を
  悟った三好勢は退却を試みるも追いつかれ､足利･織田方の軍勢と桂川河畔で合戦､優勢となった足利･織田方
  の勝利に終わり､三好方は客将となっていた小笠原信定などが討死
1569年1月23日-09:00|日本|  ||永禄12年1月7日|北条氏康､信玄の駿河侵攻に怒り､上杉輝虎と同盟
1569年1月24日-09:00|日本|静岡県|永禄12年1月8日|松平家康は駿河で在陣中の武田信玄へ抗議し信玄は秋山隊
  を撤退させて沈静化を図る
1569年1月25日 07:00|ﾒｷｼｺ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾒｷｼｺ市とﾘﾏ市で異端審問所が設置
1569年1月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王ｴﾘｸ14世死去/ﾖﾊﾝ3世が王位を継ぐ
1569年1月26日-09:00|日本|新潟県村上市|永禄12年1月10日|本庄城主本庄繁長が上杉輝虎の軍勢に加わってい
  た村上城を包囲中の色部勝長を夜襲によって討ち取る
1569年1月28日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年1月12日|徳川家康､遠江掛川城付近の天王山掛川古城を陥す
1569年1月29日-09:00|日本|山形県鶴岡市|永禄12年1月13日|三瀦政長･大川長秀,出羽藤懸城を攻め,敗退
1569年1月30日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年1月14日|織田信長｢殿中御掟｣と称する9ヶ条の掟書を定め､
  将軍や幕府の奉公人の権力行使を制限
1569年2月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ｣(~1576年)
1569年2月1日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年1月16日|幕府殿中掟七箇條追加
1569年2月2日-09:00|日本|茨城県筑西市|永禄12年1月17日|常陸国久慈郡太田城主佐竹義重は部將太田資正､真
  壁久幹､多賀谷祥聯らを率いて小田氏の属城真壁郡海老ヶ島城主平塚刑部大輔を攻めて降伏させ之れを攻略
1569年2月3日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年1月18日|<金丸山砦の戦>日根野弘就･弟彌次右衛門･彌吉郎数
  百､金丸山砦を急襲/久野宗信敗退,小笠原氏興救援も敗北,岡崎衆援軍も日根野弘就の返し来た攻撃により岡
  崎勢敗走
1569年2月5日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年1月20日|小倉勝久･藤田弾正2百城より出て袋井口川端に陣.
  小笠原勢これを見て攻め寄せ撃破される.家康援軍送り掛川勢敗走,討死数百人
1569年2月6日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|永禄12年1月中旬|<津具の戦い>北設楽郡白鳥山城後藤善心､
  徳川方奥平信光と戦い討死
1569年2月6日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄12年1月21日|佐竹義重は筑波郡に侵入して三村に陣し小田城の
  小田氏治を攻め､城外に放火して小田領の郷村を残らず打ち散らし､数日後に帰陣
1569年2月8日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年1月23日|酒井忠次､西町口､馬場口を破り城内松尾口まで攻入
  る/松平甚太郎､南町口より寒大寺川を渡り､二の門を攻め破って城内に入り太鼓門に至る/石川数正､東門より
  入り､天王山の日比野備中守三兄弟と戦う/内藤正成･渡辺守綱･服部正成､北門より攻入る/徳川方林藤左衛門･
  加藤孫次郎･松下新助･小林勝之助･原頼重討死/徳川方松平勝吉､南金井村において討死/村松武備､今川方の2
  人の兵を斬り､鉄砲に撃たれ負傷/今川方の近松丹波守､松田与市･辻伝蔵を生け捕ったのち大久保忠佐に討た
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  れる.一番槍の熊谷七十郎は水野忠重に討たれる/徳川方水野忠重､今川方の勇士伊藤武兵衛･大谷七十郎を討
  取る
1569年2月9日-09:00|日本|広島県廿日市市|永禄12年1月24日|毛利氏,和智誠春兄弟を厳島社々頭で討つ
1569年2月10日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年1月25日|<名和城の戦い>久野宗信･本間長秀､名和城名和元
  達･老臣茨藤左衛門を攻め,名和元達は腹を十文字に切って自害,子石野藤助5歳､庵原に落ち延び,家老朝比奈
  角右衛門は逃げる/原頼延は､落城と共に出奔し武田氏を頼る
1569年2月11日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年1月26日|<第2次薩た峠合戦>武田先陣跡部勝資･2陣内
  藤修理亮(昌豊､昌秀)は､興津川を越え､北条先鋒･松田憲秀と薩た峠で戦い､負けて退く
1569年2月12日-09:00|日本|静岡県焼津市|永禄12年1月27日|武田軍が今川方の大原資良が守る花沢城を落城さ
  せる
1569年2月16日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄12年2月1日|<第1次大宮城の戦い>武田軍穴山梅雪･葛山氏元が
  今川方の大宮城に攻撃を仕掛けたものの北条の援軍などもあり敗退
1569年2月19日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄12年2月4日|北山本門寺諸堂焼失
1569年2月20日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄12年2月5日|<津渡野城の戦い>井川安倍一揆(安部元真)､川
  根小長井長門守と協同作戦を取り､津渡野城朝比奈元徳･津々野東左衛門父子･遠藤兄弟･甲州勢を攻め､朝比奈
  元徳･高滝将監ら10余人討取り敗走させる/次に､水見色砦攻略し朝比奈弥太郎討取る
1569年2月20日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|永禄12年2月5日|井伊谷3人衆､堀江城(本丸大沢基胤･三の丸中安
  種豊･権田泰長)攻め､鈴木重時､一番槍競って狙撃され討死,大久保忠栄･平井甚五郎討死
1569年2月22日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄12年2月7日|大石寺諸堂焼失
1569年2月24日-09:00|日本|京都府京都市中京区|永禄12年2月9日|｢武家御城｣の石垣南岸が崩壊し人夫7､8人が
  死亡
1569年2月25日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄12年2月10日|徳川家康､形原松平家忠に､入出へ陣し宇津山城を
  奪い返させ在番命じる
1569年2月26日-09:00|日本|大阪府堺市|永禄12年2月11日|織田信長の｢上使衆｣柴田勝家､佐久間信盛らが堺を接
  収
1569年2月26日-09:00|日本|千葉県松戸市|永禄12年2月中旬|里見義弘･下総市川松戸へ侵攻/義弘の軍勢､臼井筋
  の郷村に放火し･上総椎津城に帰陣
1569年3月3日-09:00|日本|  ||永禄12年2月16日|武田信玄､徳川家康に､信玄が家康に対する疑心は無いものの
  家康に対し誓詞の提出を求め､家康がそれに応じた事に対し､信玄も血判を提出する事を約し､和睦成立.｢第一
  次甲相同盟｣は破綻となる
1569年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｺｼﾞﾓ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ﾌｨﾚﾝﾂｪ公(~15740421退位)
1569年3月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの地理学者ﾒﾙｶﾄﾙが世界地図を作成/ﾒﾙｶﾄﾙ投影図法の完成
1569年3月12日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|永禄12年2月25日|<宇布見砦の戦い>堀江城大沢基胤より城兵打
  って出て徳川軍と一戦/その後､宇津山城大原資良と相談し宇布見砦を押し破り､徳川軍の海賊船半分以上奪取
  し､周辺の農民に一揆を蜂起させる/一揆方は堀川城に篭城
1569年3月13日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年2月26日|北条氏邦5､60騎､興津河原に武田方小荷駄隊
  を襲撃し20余人討取る
1569年3月14日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年2月27日|遠州気賀ﾉ城で男女五百余名が一揆を起こすが
  鎮圧される
1569年3月15日-09:00|日本|  ||永禄12年2月28日|織田信長が摂津天王寺･上京に撰銭令を発布/流通銭の種類を
  定め品質により永楽銭の2､5､10倍の交換率指示
1569年3月15日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年2月28日|徳川軍に攻められ佐久城大屋安芸守政頼開城
1569年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｼｬﾗﾝﾄ川湖畔のｼﾞｬﾙﾅｯｸで､ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ家のｺﾝﾃﾞ親王ﾙｲとｺﾘｰﾆ提督の新教軍が
  ､ｱﾝｼﾞｭｰ公の率いる国王軍と戦い､ｺﾝﾃﾞ親王が捕らえられて処刑される
1569年3月17日-09:00|日本|静岡県静岡市|永禄12年2月30日|駿府城山県昌景1千5百､今川軍に攻められ､叶わず
  久能城に撤退
1569年3月17日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年2月30日|日比沢城後藤佐渡守直正(家臣7名家桐生･井口
  ･鈴木･石田･高橋･川合･田口)徳川軍に攻められ開城｡後藤佐渡守直正･福井修理下馬しなかった為､撃たれ死ぬ
  ｡本坂後藤角兵衛実久継承
1569年3月17日-09:00|日本|静岡県富士市|永禄12年2月30日|武田軍の兵火により､善得寺(富士市今泉)･三ｯ倉法
  蔵寺･岩本実相寺焼失｡実相寺住僧24人斬殺される
1569年3月18日-09:00|日本|  ||永禄12年3月1日|織田信長が流通銭の種類を定め品質により永楽銭の2､5､10倍
  の交換率指示
1569年3月23日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|永禄12年3月6日|尼崎衆は織田信長の軍勢に抵抗したが30人余討ち取
  られ長遠寺･如来院を除いて町を焼き払われた
1569年3月24日-09:00|日本|静岡県磐田市|永禄12年3月7日|榊原康政･大須賀康高･鳥居元忠､掛塚湊の北条増援
  軍を攻め敗走させる
1569年3月24日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年3月7日|5日から徳川家康が今川氏真の掛川城を総攻撃､落城
  せず
1569年3月29日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄12年3月12日|堀川一揆､家康が浜名に至った所を出て阻むが,家
  康は難を逃れた/石川数正･渡辺図書数百騎と､堀川一揆戦う.今川方斎藤為吉,堀川城外に討死
1569年3月30日-09:00|日本|静岡県|永禄12年3月13日|武田信玄軍､北条方北条氏邦･大道寺資親の陣所と両手先



1570迄(1937件)

  の番所3ヶ所に夜討ちをかけるが敗北
1569年3月30日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年3月13日|武田信玄は薩た峠を封鎖した北条勢と合戦
  したが勝敗はつかなかった
1569年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1569年4月2日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年3月16日|織田信長､上京へ｢銭定｣など全7ヶ条の撰銭令追加条
  目公布.米による物品売買禁止
1569年4月9日-09:00|日本|奈良県|永禄12年3月23日|織田信長､大和奈良の方々へ｢銭定ﾉ制札｣を下す
1569年4月11日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|永禄12年3月25日|徳川家臣･鈴木重時､今川方の堀江城大沢基胤･
  中安種豊･権田泰長攻め討死
1569年4月12日-09:00|日本|新潟県村上市|永禄12年3月26日|上杉輝虎に包囲された越後村上の本庄繁長が､長子
  顕長を人質とすることを受入れて降伏
1569年4月13日-09:00|日本|大阪府|永禄12年3月27日|河内北半国守護(若江城)｢三好義継｣が､織田信長の媒酌で
  将軍義昭の娘と結婚
1569年4月13日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年3月27日|徳川家康､遠州堀川城(尾藤彦四郎)を攻略/今
  川派の土豪･農民らなで斬りにより1000名を討ち取り､後日700名を捕らえて処刑
1569年4月13日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年3月27日|臨済宗深奥山方広寺(引佐町奥山)派の東林寺(
  浜松市北区細江町)焼き払われ､古記録･古文書は灰燼に帰す
1569年4月14日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年3月28日|堀川一揆の後､日坂八幡山(掛川市日坂)の一揆が徳
  川軍に攻落される
1569年4月15日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第19代国王｢ﾏﾋﾝﾀﾗｰﾃｨﾗｰﾄ(ﾏﾋﾝ)｣(~15690802)
1569年4月16日-08:00|中国|  ||明･隆慶3年4月|明軍､河套に済農を､遼陽夾河山城に俺答部を破る
1569年4月22日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄12年4月6日|<多伏口合戦>竜造寺隆信は､多伏口で大友軍と激突/
  竜造寺軍退却となり､佐嘉城にひき返した
1569年4月23日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄12年4月7日|小野政次を井伊家の仕置き場である蟹淵へ送り
  ､磔により処刑
1569年4月24日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年4月8日|織田信長､宣教師ﾌﾛｲｽに京都での居住と布教を許可
1569年4月28日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|永禄12年4月12日|今川方の堀江城大沢基胤･中安定安･権田泰長
  が徳川家康に降服開城
1569年4月30日-09:00|日本|京都府京都市中京区|永禄12年4月14日|足利義昭､二条御所(二条第)に移転
1569年5月1日-09:00|日本|大阪府高槻市|永禄12年4月15日|織田信長､摂津国入江城を攻略/城主･入江春景を三
  好三人衆に通じた罪で殺害/幕臣の和田惟政が入城
1569年5月1日-09:00|日本|京都府京田辺市|永禄12年4月15日|織田信長､山城国普賢寺谷城を攻略
1569年5月2日-09:00|日本|奈良県北葛城郡上牧町|永禄12年4月16日|<片岡城の戦い>松永久秀1万､大和片岡城攻
  撃,城将片岡春利は逃亡落城する
1569年5月3日-09:00|日本|佐賀県|永録12年4月17日|大友宗麟､竜造寺隆信との和議
1569年5月4日-09:00|日本|奈良県大和高田市|永禄12年4月18日|松永久秀父子で万歳城を攻め落とす
1569年5月10日-09:00|日本|静岡県|永禄12年4月24日|武田信玄､合戦に敗れたため､駿河を放棄して帰還/横山城
  に穴山信君､久能城に板垣信頼を残す
1569年5月10日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|永禄12年4月24日|徳川家康は武田氏の撤兵中に駿府を占領
1569年5月11日-09:00|日本|奈良県大和高田市|永禄12年4月25日|松永久秀父子が万歳城を攻略
1569年5月14日-09:00|日本|静岡県静岡市|永禄12年4月28日|今川方(松平助道･加藤政之丞･酒井庄介･小西源蔵･
  安田幸三郎･大橋七十郎･牧野吉十郎･内巻金蔵･有東源八･上杉六郎左衛門･上嶋源太郎･安東金兵次･岡部次郎
  太夫)船10艘･280人､久能浜漂流.武田軍と戦い,武田軍70人･今川軍30人討死/井伊利政･石川信明･朝比奈隼人･
  蜂谷半太夫ら遠州へ逃れる
1569年5月16日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年5月|(剣豪で有名な)丸目長恵･内田伝右衛門らが島津家久
  と交戦し大敗
1569年5月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄12年5月|(4月末~10日間)松永久秀､｢超昇寺城｣(奈良県佐紀)在地
  土郷の超昇寺氏の城を破却
1569年5月16日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄12年5月|<青山の戦い>西播磨守護代･赤松政秀は3,000の兵を率
  いて出陣/姫路城主･黒田孝高は軍を率いて姫路城の西の青山の地に兵を伏すと､姫路を攻めようとした赤松軍
  を奇襲して撤退させることに成功
1569年5月20日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永録12年5月5日|大友軍の一隊､立花表布陣の毛利軍の背後に回
  り､兵站線を叩く
1569年5月21日-09:00|日本|  ||永禄12年5月6日|徳川家康､今川氏と和睦｢相三同盟｣成立
1569年5月23日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年5月8日|島津家久･新納忠元らが大口城から兵を誘い出し､
  釣り野伏の戦術によって勝利.菱刈氏は降伏
1569年5月23日-09:00|日本|奈良県葛城市|永禄12年5月8日|大和国布施に於いて合戦があり､松原衆が多数戦死
1569年5月24日-09:00|日本|  ||永禄12年5月9日|越後国の上杉輝虎と相模国の北條氏康が盟約を結び和睦
1569年5月25日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|永禄12年5月10日|松永久秀･久通父子､大和国貝吹城を攻める
  が自軍に損害を出す
1569年5月27日-09:00|日本|三重県津市|永禄12年5月12日|<木造城の戦い>北畠具教は木造城を攻撃/木造軍に津
  田忠寛の応援がありまた湿地の陣地などに苦戦し北畠軍は撤退
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1569年5月28日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年5月13日|<多々良浜の戦い(多々良川の戦い)>毛利軍の
  先鋒部隊は多々良川を渡り松原近辺に進軍し､周辺に火を放った/大友軍と四回交戦したが勝負はつかず､毛利
  軍は香椎方面に引き揚げた
1569年5月30日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄12年5月15日|<若森合戦>佐竹義重は筑波郡の小田城主小田氏
  治を攻撃したが､小田氏治は之れを破る
1569年6月1日-09:00|日本|静岡県|永禄12年5月17日|<失領>駿河･遠江国守護｢今川｣氏真｣小田原に亡命
1569年6月1日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年5月17日|<拝領>遠江掛川城｢石川家成｣(~天正8(1580)年隠居)
1569年6月1日-09:00|日本|静岡県掛川市|永禄12年5月17日|徳川家康､今川氏真の遠江掛川城を接収し､遠江一国
  を領有
1569年6月2日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年5月18日|松永久秀･久通父子が御所の一向宗道場を破却
1569年6月2日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年5月18日|<多々良浜の戦い(多々良川の戦い)>多々良川の
  やや川上にある長尾を守っていたのは毛利一門の小早川隆景に大友勢は苦戦したものの､戸次鑑連が自ら陣頭
  に立って戦う奮闘により､小早川勢を駆逐し､長尾を奪うことに成功
1569年6月7日-09:00|日本|静岡県|永禄12年5月23日|駿河守護･今川氏真､北条氏政嫡子国王丸(北条氏直)を養子
  とし､北条氏に領国駿河の処分を任せる
1569年6月9日-09:00|日本|鹿児島県薩摩郡さつま町|永禄12年5月25日|島津軍､祁答院長野城を攻め､これを落と
  す
1569年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ｣42歳
1569年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公｢ｵｯﾄｰ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~16040829死去ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公ﾌｨﾘｯﾌ
  ﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋの所領へ編入)
1569年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｶｰﾙ1世｣(~16001216死去)
1569年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世｣(~16040812死去54歳)
1569年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~16140822死去)
1569年6月12日-09:00|日本|静岡県湖西市|永禄12年5月28日|今川方･鵜津山城も開城し､城将大原資良の退去後,
  中安種豊が居城
1569年6月17日-09:00|日本|  ||永禄12年閏5月3日|上杉謙信と北条氏康和睦(越相同盟成立)
1569年6月17日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年閏5月3日|筑前･吉川元春･小早川隆景､立花城(立花親続
  )を攻略
1569年6月20日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年閏5月6日|鳥神岳の合戦/菱刈隆秋は一隊を差し向けたが､
  家久はあっさりこれを撃破/隆秋は全軍を出撃させ家久を襲ったが菱刈軍は大敗
1569年6月21日-09:00|日本|茨城県猿島郡五霞町|永禄12年閏5月7日|梁田氏を攻撃していた北条氏政､氏照兄弟
  は上杉氏との同盟成就のため､山王山の砦を破却し､その攻略をひとまず断念
1569年6月21日-09:00|日本|奈良県|永禄12年閏5月7日|井戸某(大和国人)､寄衆の松永軍を夜襲し松永久秀軍は
  少々の損害を被る
1569年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾍﾆﾝｸﾞｾﾝ･ｳﾞｧﾙｹﾝﾄﾞﾙﾌ｣(~15700623)
1569年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰはﾗﾛｼｭ=ﾗﾍﾞｲﾕの戦いに勝利したもののﾎﾟﾜﾁｴを奪取することはできず
1569年6月27日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年閏5月13日|多々良浜合戦､その三/毛利軍の先鋒部隊は
  多々良川を渡り松原近辺に進軍､大友軍と四回交戦したが勝負はつかず､毛利軍は香椎方面に引き揚げた
1569年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ﾑｽﾘﾑ反乱軍､ﾊﾞｻ峠付近の砦ｾﾛﾝを奪取
1569年7月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾖﾅｽ･ｼﾞｪﾛﾆﾏｽ･ﾎﾄﾞｹｳﾞｨﾁｭｽ｣(~15790804)
1569年7月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||ﾘﾄｱﾆｱ大公国が､ﾙﾌﾞﾘﾝの合同で事実上ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国に併合され
  (ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ連合王国)各公国はその領土となる
1569年7月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ2世ｱｳｸﾞｽﾄ｣ﾙﾌﾞﾘﾝ合同によって
  ⇒ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公(~15720707死去)
1569年7月2日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年閏5月18日|多々良浜合戦､最大激戦/毛利軍は松原に進軍
  /大友軍と両軍合わせて参戦兵数八万人にのぼる九州の歴史の近世における最大の合戦規模
1569年7月14日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄12年6月|<土器山の戦い>西播磨守護代赤松政秀と姫路城･黒田軍
  が土器坂で戦闘/赤松軍が黒田軍へ夜襲､黒田孝高は叔父(職隆の実弟)の井手友氏や母里小兵衛などの有力な
  武将を失い窮地に陥ったが､夜が明けると英賀城主･三木通秋率いる280の兵が南から赤松軍を攻撃､さらに姫
  路から職隆が出撃して赤松軍の後背を突いたことで救われた/黒田軍は孝高が先鋒､職隆が殿という布陣で同
  夜に小丸山の赤松軍を強襲,赤松軍は混乱し敗走
1569年7月18日-09:00|日本|埼玉県児玉郡神川町|永禄12年6月5日|武田信玄､武蔵御嶽城攻略
1569年7月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｺﾘﾆｰの新教軍､ﾎﾟﾜﾃｨｴを攻撃.ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘ､死守
1569年7月27日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄12年6月14日|牧野康成ら､三河国為当村稲荷社の社殿を建立
1569年7月28日-09:00|日本|佐賀県唐津市|永禄12年6月15日|岸岳城の波多鎮が獅子岳城の鶴田前を攻めて引き
  分く
1569年7月29日-09:00|日本|静岡県御殿場市|永禄12年6月16日|<信玄の第2次駿河侵攻>武田信玄､甲斐･信濃の兵
  を率いて､駿河古沢迫る
1569年7月30日-09:00|日本|静岡県三島市|永禄12年6月17日|武田信玄､韮山･山中･三島焼き払い三島神社焼失/
  伊豆韮山城に兵を寄せるが北条氏方の守り堅く成果なし
1569年7月31日-09:00|日本|広島県福山市|永禄12年6月18日|備後･大友氏の後盾で旧神辺城主山名氏遺臣が蜂起
  し､神辺城占領
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1569年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||教皇ﾋﾟｳｽ5世が､ｺｼﾞﾓ･ﾃﾞｨ･ﾒﾃﾞｨﾁにﾄｽｶｰﾅ大公の称号を授与/ﾄｽｶｰﾅ大公国の成立とな
  る
1569年8月1日-09:00|日本|京都府京都市|永禄12年6月19日|<死去>陰陽師,土御門家29代目当主･土御門有春/土
  御門有脩が家督継承
1569年8月1日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|永禄12年6月19日|<天方城の戦い>徳川家康は榊原康政､天野康景､
  大久保忠隣を先陣にして､まず飯田城へ殺到してたちまちの内に攻め落し､飯田城主山内対馬守通泰とその一
  党が悉くが討死/それから天方城攻略のため進撃.郭門を打破り､二の丸に押し入り激しい攻防戦がくりひろげ
  られた.通興もよく防戦したがついに力尽きて降伏
1569年8月1日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|永禄12年6月19日|<飯田城の戦い>飯田城山内大和守通泰､徳川軍
  榊原康政･大須賀康高･筧助太夫･久世三四郎･坂部又十郎･伊東雁助･清水久三郎に攻められ討死
1569年8月4日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝軍がﾛｼｱのｱｽﾄﾗﾊﾝを包囲
1569年8月5日-09:00|日本|島根県松江市|永禄12年6月23日|山中鹿介ら尼子旧臣が尼子勝久を奉じ､海路より船
  百艘を仕立てて出雲に攻め込む⇒出雲で尼子氏の残党らが集まり尼子再興軍は約6,000にまで勢力を拡大､真
  山城を陥落させた尼子再興軍は､そのまま出雲の旧領をほぼ制圧
1569年8月7日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄12年6月25日|<第二次駿河侵攻>信玄は軍勢を率いて伊豆に侵攻
  して北条軍を牽制し､その上で駿河に侵攻し､富士郡の要衝である大宮城(富士信忠)を攻撃
1569年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ､ｵﾙﾃｽ(ﾍﾞｱﾙﾝ地方の都市)を占領.ﾃﾚｰﾄﾞ伯爵､全兵士の命の保証を
  条件に降伏/ﾅｳﾞｧｰﾙ女王ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚ､ﾗ･ﾛｼｪﾙを滞在地に定めﾕｸﾞﾉｰ軍を指導/ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ､ﾅｳﾞｧｰﾙに小規
  模の軍隊を派遣､占領/ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚ､ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰにﾅｳﾞｧｰﾙより国王軍を追い出す命令/ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ､年代記に一大汚点
  を残す凶暴さをもって追い出し作業を実施
1569年8月9日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄12年6月27日|奥山定茂､和田城遠山景広父子と謀り､高根城
  主兄奥山貞益が熊村の奥山左近将監方へ行った留守をねらって､舟木沢に隠居していた父奥山定之を攻めて切
  腹させ､高根城を落とす
1569年8月9日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄12年6月27日|戦火により稲荷山善住寺(水窪町向市場)の由
  機良親王より伝わる宝器等一切焼失
1569年8月15日-09:00|日本|静岡県富士宮市|永禄12年7月3日|<大宮城合戦>武田信玄､駿河大宮城を攻略/城将富
  士信忠は降伏
1569年8月15日-09:00|日本|島根県|永禄12年7月3日|出雲･尼子勝久､隠岐から出雲に入り毛利方諸城を攻略
1569年8月23日-09:00|日本|埼玉県秩父市|永禄12年7月11日|武田信玄､北条氏邦と秩父三山谷で戦う
1569年8月23日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|永禄12年7月11日|<死去>日向佐土原領主｢伊東義益｣⇒｢伊東義祐｣再
  任(~天正5(1577)年06月隠居)
1569年8月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾎﾟｰでの｢聖ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰの虐殺｣ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ､ﾎﾟｰにｵﾙﾃｽの捕虜を移送させ､全員虐
  殺
1569年8月28日-09:00|日本|高知県安芸市|永禄12年7月16日|<八流の戦い>(6月~)土佐国で長宗我部元親と安芸
  国虎との間に起こった合戦/安芸軍は敗退､安芸配下の城に敗走､元親本隊は安芸本隊を安芸城に追いやった
1569年8月29日-09:00|日本|島根県安来市|永禄12年7月17日|尼子再興軍は月山富田城の攻略に着手/毛利軍は伊
  予国や北九州へ出兵していたため､月山富田城には毛利元秋と天野隆重が率いるわずかの兵しかいなかったが
  尼子再興軍の秋上宗信の軍勢を奇襲により打ち破った/その後､幸盛と久綱らが兵を率いて月山富田城を攻め
  たが､隆重らの兵により撃退された
1569年8月30日-09:00|日本|三重県伊勢市|永禄12年7月18日|伊勢二見汐合川で九鬼嘉隆･外宮刀禰職が野呂越前
  守を破る
1569年9月2日-09:00|日本|岡山県真庭市|永禄12年7月21日|宇喜多直家が美作三浦貞盛の旧臣に加勢して高田城
  を攻めるが落城せず
1569年9月2日-09:00|日本|山梨県|永禄12年7月下旬|武田信玄と上杉謙信家との和睦成立
1569年9月4日-09:00|日本|奈良県桜井市|永禄12年7月23日|松永久秀方が東山内の小夫城を陥れる
1569年9月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄12年7月24日|松永久秀方が深川を攻める
1569年9月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国の画家ﾋﾟｰﾃﾙ=ﾌﾞﾘｭｰｹﾞﾙ1世/農民を題材にした
1569年9月9日-09:00|日本|三重県伊賀市|永禄12年7月28日|伊賀守護仁木長政､滝川一益を通じて信長に降りる/
  伊賀北部は南近江の六角氏に､南部は伊勢の北畠氏に属する
1569年9月10日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄12年7月29日|天野藤秀､今川氏真に通じた馬好きの花島七
  郎右衛門を名馬ありと誘い､春野町平尾で待伏せして殺害
1569年9月11日-09:00|日本|茨城県古河市|永禄12年8月|<復帰>古河公方｢足利義氏｣
1569年9月11日-09:00|日本|島根県出雲市|永禄12年8月|<原手合戦>山中幸盛ら率いる尼子再興軍と､それを殲滅
  しようとする毛利軍との間に起こった戦い/服部左兵衛ら毛利軍が､小田助右衛門を大将に尼子再興軍を討伐
  するため進軍/毛利軍は､第一陣に服部左兵衛らの軍を､第二陣に出羽元資らの軍を､第三陣に小田助右衛門ら
  の軍を布陣した｡対する尼子軍は､第一陣に山中幸盛､立原久綱らの軍を､第二陣に隠岐為清らの軍を布陣した｡
   戦いは当初から尼子軍が圧倒し､毛利軍の第一陣､第二陣は大崩れとなった｡第三陣にいた小田助右衛門が奮
  戦するも､当初傍観していた米原綱寛らの軍が加勢したため､毛利軍は総崩れとなり敗北/小田助右衛門は横道
  高宗に討ち取られ､毛利軍は残った手勢300となって赤穴へ落ちのびていった
1569年9月11日-09:00|日本|兵庫県|永禄12年8月|<死去>土佐光元､画家､武将.但馬攻めの陣中で死去
1569年9月11日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄12年8月|筑前秋月領主｢秋月種実｣は大友宗麟に降伏
1569年9月12日-09:00|日本|富山県|永禄12年8月2日|上杉輝虎,越中に入り,新庄･金山などを陥しいれる
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1569年9月13日-09:00|日本|広島県福山市|永禄12年8月3日|備後国神辺城の山名氏旧臣･藤井皓玄が蜂起して神
  辺城を奪取
1569年9月17日-09:00|日本|広島県福山市|永禄12年8月7日|楢崎豊景,神辺城を奪取し,藤井皓玄の首を毛利元就
  の陣所に送る
1569年9月19日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄12年8月9日|<青山合戦>赤松家部将の黒田孝高､赤松秀政に勝利
1569年9月20日-09:00|日本|兵庫県|永禄12年8月10日|(1日~)毛利元就の要請で織田信長､播磨･但馬両国に木下
  秀吉･坂井政尚を派遣し但馬守護･山名氏を攻撃させる/木下藤吉郎秀吉は但馬国へ侵攻､10日間で山名祐豊の
  此隅山城等18城を落城させる
1569年9月21日-09:00|日本|高知県安芸市|永禄12年8月11日|長宗我部元親が安芸国虎の拠る安芸城を攻め落と
  す｡国虎は自刃し､安芸氏滅亡
1569年9月22日-09:00|日本|島根県出雲市|永禄12年8月12日|出雲国の高瀬城主･米原綱寛が尼子氏に寝返り,熊
  野城主の熊野久忠も勝久に応じて尼子方の旗幟を鮮明にした
1569年9月22日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄12年8月12日|別所安治軍800が随願寺と有明山城を落とす/宗徒3
  00人は難を逃れて御着城下の佐土へ
1569年9月23日-09:00|日本|兵庫県朝来市|永禄12年8月13日|(1日~)織田信長軍坂井政尚と木下藤吉郎秀吉､但馬
  を経略し但馬守護･山名祐豊を領土から追い払い生野銀山を入手して帰国/この時までに落ちた小寺側の城は
  増井･地蔵院･大塩･高砂･庄山の5城
1569年9月28日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年8月18日|<大口城の戦い>島津貴久･島津義久は菱刈隆秋の
  拠る大隅大口城を囲み､総攻撃
1569年9月29日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第20代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ1世ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ(ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ)｣(~15900
  630死去)
1569年9月29日-09:00|日本|千葉県館山市|永禄12年8月19日|安房国館山城主｢里見義弘｣が上杉輝虎に叛き武田
  信玄と同盟(房甲同盟)
1569年9月30日-09:00|日本|三重県|永禄12年8月20日|<第4次伊勢侵攻>織田信長､伊勢木造城主木造具政の内応
  を契機に北畠氏討伐のため南伊勢(桑名)出陣
1569年9月30日-09:00|日本|宮崎県えびの市|永禄12年8月20日|伊東軍､桶平城を放棄
1569年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲｯﾎﾟﾘﾄ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ｼﾆﾊﾞﾙﾄﾞ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1569年10月2日-09:00|日本|群馬県太田市|永録12年8月22日|上杉輝虎､椎名康胤の金山城攻略
1569年10月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ｣
1569年10月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~15880607死去)
1569年10月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾓﾝｺﾝﾄｩｰﾙの戦いで､新教軍が大敗
1569年10月3日-09:00|日本|富山県魚津市|永録12年8月23日|上杉謙信､椎名康胤の松倉城攻め/勝敗つかず
1569年10月5日-09:00|日本|広島県三原市|永録12年8月25日|新宮浦にて補給物資の陸揚げ作業をしていた毛利
  水軍と宗像軍が､大友軍に察知され､襲撃を受けた
1569年10月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｵﾛ･ｷﾞｳｽﾃｨﾆｱｰﾆ･ﾓﾈｸﾞﾘｱ｣(~15711006)
1569年10月6日-09:00|日本|三重県松阪市|永禄12年8月26日|<阿坂城合戦>織田軍の木下秀吉が伊勢国司北畠具
  教の阿坂城を攻略する/阿坂城には滝川一益の手勢を置く
1569年10月7日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄12年8月27日|武田信玄が北條氏の本拠小田原城を包囲.北條
  氏政は駿河から撤兵せざるをえなくなった
1569年10月8日-09:00|日本|三重県松阪市|永禄12年8月28日|<大河内城の戦い(伊勢国)>織田信長､北畠氏の伊勢
  ･大河内城を包囲
1569年10月9日-09:00|日本|三重県松阪市|永禄12年8月29日|織田軍の池田恒興､北畠軍日置大膳･家木主水･舟木
  光春･堀内光経らが守る大手の広坂口で戦闘開始/搦手から織田軍丹羽長秀･稲葉一鉄らが攻撃｡城兵奮戦によ
  り織田軍の損害甚大/信長軍は初めて実戦に鉄砲を用いる
1569年10月10日-09:00|日本|島根県松江市|永禄12年9月|<美保関の合戦>山中幸盛ら率いる尼子再興軍と､尼子
  再興軍に叛旗を翻した隠岐為清ら率いる軍との間に美保関で起こった戦い/尼子再興軍の出雲上陸にも協力し
  ､また原手合戦においても味方した隠岐為清が､突如叛旗を翻す/山中幸盛､立原久綱ら尼子再興軍は､これを鎮
  圧するため兵を率い美保関へと進軍した/当初､数に勝る隠岐為清軍が尼子再興軍を圧倒､横道兄弟(横道高光､
  横道高宗)､松田誠保らの援軍が到着すると戦況は一転､隠岐為清軍は大崩れとなり壊滅､為清は自国の隠岐国
  へ逃げ帰った
1569年10月10日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|永禄12年9月|伯耆国末石城主の神西元通が尼子方となる
1569年10月11日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年9月2日|<大口城の戦い>相良氏･菱刈氏は降伏､大口城は
  開城
1569年10月11日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄12年9月2日|武田信玄がたった4日で小田原城包囲をとき退
  陣
1569年10月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｻﾝ･ｼﾞｬﾝ･ﾀﾞﾝｼﾞｪﾘの戦いで､新教軍が勢力を挽回し､国王軍が窮地に立つ
1569年10月14日-09:00|日本|広島県|永録12年9月5日|大友水軍は毛利水軍の補給船や港を攻撃し､毛利勢は甚大
  な被害を受けた
1569年10月16日-09:00|日本|滋賀県|永禄12年9月7日|甲賀衆･伊賀衆が相催し一揆を起こす
1569年10月17日-09:00|日本|三重県松阪市|永禄12年9月8日|織田信長が稲葉良通･池田信輝･丹羽長秀に伊勢大
  河内城西裏門へ三方より夜襲を掛けさせるが失敗
1569年10月18日-09:00|日本|埼玉県児玉郡神川町|永禄12年9月9日|武田信玄､金鑚御嶽城を攻めるが北条方城将
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  平沢政実が守る
1569年10月18日-09:00|日本|三重県津市|永禄12年9月9日|織田信長は兵糧攻めを狙い､滝川一益に命じて多芸城
  を焼き討ち,さらにその近辺にも放火し､住民を大河内城へと追い込んだ
1569年10月19日-09:00|日本|埼玉県大里郡寄居町|永禄12年9月10日|<鉢形城合戦>武田信玄､西上野に入り､武蔵
  鉢形城(八王子城を)を攻めるも北条氏邦､これを防衛
1569年10月19日-09:00|日本|東京都八王子市|永禄12年9月10日|<滝山城の戦い>武田軍が武蔵国滝山城(城主北
  条氏照)を攻撃.氏照が兵を出し迎撃に向かわせるが､廿里で小山田信茂隊が勝利.滝山城は三の丸まで落とさ
  れるが､信玄は滝山城攻撃を中止､小田原へ進軍
1569年10月29日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|永禄12年9月20日|大口城の相良･菱刈勢､城を島津方に渡し降伏
1569年10月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰはﾓﾝｺﾝﾄｩｰﾙの戦いで国王軍に大敗/ｺﾘﾆｰと彼の軍隊は南西部へ後退して
  ﾓﾝｺﾞﾑﾘ伯ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾄﾞ･ﾛﾙｼﾞｭと合流し再編
1569年11月1日-09:00|日本|島根県安来市|永禄12年9月23日|夜､富田城内の馬木彦右衛門/河本弥兵衛/湯原某が
  城外の尼子軍と呼応し､反乱をおこすもすぐに鎮圧される
1569年11月4日-09:00|日本|東京都八王子市|永禄12年9月26日|<廿里合戦>武田信玄が郡内の小山田信茂に命じ
  て小仏峠越えで高尾近くの十々里(廿里)に侵攻させて滝山城の背後を突く/北条氏照は重臣布施出羽守や横地
  監物らが率いる約2千人の軍勢を急遽十々里に送って一戦に及んだが敗れた
1569年11月5日-09:00|日本|東京都八王子市|永禄12年9月27日|<滝山城合戦>武田信玄､滝山城を包囲/北条氏照､
  これを防衛/武田勢は三の曲輪を陥落させただけで攻城を諦めて小田原に向かった
1569年11月9日-09:00|日本|富山県|永禄12年10月上旬|上杉輝虎､神保家中の反上杉派鎮圧のため､神通川を渡河
  /反上杉派神保長住(長職の嫡子)､越中を追放される/寺嶋職定は居城池田城に篭るが､やがて上杉輝虎に降る
1569年11月9日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄12年10月1日|<小田原城の戦い>武田信玄は北条氏康の小田
  原城を囲み､城下に放火/北条側は小田原城を出ることはなかった
1569年11月12日-09:00|日本|神奈川県小田原市|永禄12年10月4日|<小田原城の戦い>武田信玄､小田原城包囲を
  解き､甲斐に向かう
1569年11月12日-09:00|日本|三重県松阪市|永禄12年10月4日|伊勢国司北畠具教･具房父子､織田信長と和議を結
  び大河内城開城(信長次男信雄を具教の養子とする)笠木へ落ちる/信雄補佐として滝川一益･津田一安がつけ
  られる/信長､伊勢平定
1569年11月14日-09:00|日本|岡山県真庭市|永禄12年10月6日|美作高田城内の熊野弥七郎や山中鹿之助の妹婿佐
  伯七郎次郎が反乱を起こすも香川春継に斬られ､芦田五郎太郎も潰走
1569年11月14日-09:00|日本|神奈川県愛甲郡愛川町|永禄12年10月6日|<三増峠の戦い>北条氏康の子氏照･氏邦
  ら､退却中の武田軍を三増峠で攻撃/武田軍､北条軍に勝利
1569年11月14日-09:00|日本|富山県魚津市|永禄12年10月6日|<松倉城の戦い(越中国)>上杉謙信は松倉城の攻略
  に乗り出すが兵を退く
1569年11月16日-09:00|日本|三重県伊勢市|永禄12年10月8日|<転封>伊勢長野領主｢長野信良(織田信包)｣⇒伊勢
  上野5万石(~文禄3(1594)年9月近江国内2万石)
1569年11月16日-09:00|日本|三重県鳥羽市|永禄12年10月8日|<所領安堵>志摩鳥羽城3万5千石｢九鬼嘉隆｣信長に
  志摩一円支配を安堵され､本拠を鳥羽に移す(~慶長5年10月12日(16001117)自害)
1569年11月18日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄12年10月10日|上杉輝虎､北条氏の執拗な関東出陣の要請に応じ
  8度目の関東越山,下野唐沢山に布陣して動かず
1569年11月18日-09:00|日本|三重県|永禄12年10月10日|織田信長が伊勢の関所を撤廃,関銭徴収を禁じる布令を
  発す
1569年11月19日-09:00|日本|山口県|永禄12年10月11日|大内家の庶子･大内輝弘､大友義鎮の後援を得て秋穂に
  上陸､山口奉行井上就貞及び藤井淡路守の軍を撃破
1569年11月20日-09:00|日本|山口県山口市|永禄12年10月12日|<大内輝弘の乱>大内輝弘は山口支配の拠点･高嶺
  城の攻略を開始/高嶺城の城主であった市川経好は九州へ出陣中であったが､その留守を守る経好の妻がわず
  かな城兵を指揮して鼓舞し､高嶺城に輝弘軍を寄せ付けなかった/高嶺城の攻略を中断した輝弘は､龍福寺と築
  山館に入り､次策を練った
1569年11月21日-09:00|日本|山口県山口市|永禄12年10月13日|<大内輝弘の乱>大内輝弘は再度高嶺城への攻撃
  を開始したが､高嶺城の出城を落とすこともできず戦線は膠着/大内縁故の寺院の多くが焼け､宝物が失われた
1569年11月22日-09:00|日本|  ||永禄12年10月14日|上杉輝虎は足利義氏の関東公方に同意し､太田資正は子息
  の梶原景国を小田原へ人質として入れ武藏国の岩槻城を返還して貰い北條氏康と和睦し､下野国佐野城主佐野
  昌綱も上杉輝虎に從う
1569年11月23日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年10月15日|多々良浜合戦の決着/毛利軍は筑前から撤退
  を開始/大友軍は毛利軍に追いすがり毛利兵が多数討ち取られる
1569年11月26日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣(~15810923)
1569年12月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣､懲罰のためﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ遠征/ﾓｽｸﾜからﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞまでの途上
  の町殺戮
1569年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍､ﾑｽﾘﾑ反乱軍のｸﾞﾜﾊｰﾙを奪取,守備兵を皆殺し
1569年12月2日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄12年10月24日|<手這坂の合戦>常陸国太田城主･佐竹義重は常
  陸国小田城主･小田氏治と対立/氏治はそうした状況を打破するために3千の軍勢を率いて筑波山東麓の手這坂
  に布陣し､片野･柿岡の両城を攻める構えを見せた｡これを6百という寡兵で受ける太田勢は､城を棄ててでも小
  田城を落とすという覚悟を決め､真壁城の真壁氏幹らと連携を取りつつ､手這坂の小田勢を迎撃したのである/
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  太田勢は30挺ほどの鉄砲で撃ちかけた｡この地方で鉄砲を用いるのはこの合戦が初めてといわれており､この
  新兵器の威力に怖気づく小田勢に真壁勢が斬りこんだため､小田勢は崩れて敗走した/しかも､この間に別働隊
  を率いて密かに小田城に向かった梶原政景が｢御館御帰陣｣と偽って城門を開かせて攻略したため小田勢は小
  田城に帰れず､支城である常陸国土浦城に逃れた
1569年12月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍､ﾌﾗﾝｽ西部のｻﾝ･ｼﾞｬﾝ･ﾀﾞﾝｼﾞｪﾘ-を陥落させる
1569年12月3日-09:00|日本|山口県防府市|永禄12年10月25日|<大内輝弘の乱>大内輝弘は残った手勢800を率い
  て上陸地である秋穂浦へと撤退したが､既に軍船は無く(毛利軍による焼き討ち､もしくは大友軍が輝弘軍を見
  殺しにして逃亡)､輝弘軍は東へと向かった.しかし途中で南方就正率いる右田ヶ岳城の城兵に攻撃され､敗走,
  浮野峠の茶臼山に引き返した/後方には吉川元春率いる毛利軍主力が迫り,輝弘は最期の一戦を試みたが､衆寡
  敵せず壊滅.輝弘は自刃して､大内輝弘の乱は終結
1569年12月4日-09:00|日本|兵庫県たつの市|永禄12年10月26日|<室津城合戦>織田軍の池田勝正･別所安治らが
  浦上宗景兵の籠る室津城を攻撃して降伏させる
1569年12月5日-09:00|日本|富山県|永禄12年10月27日|上杉輝虎越中に入り､椎名康胤を攻める
1569年12月7日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄12年10月29日|松永久秀､多聞山城下の法蓮郷に市を立てる
1569年12月8日-09:00|日本|兵庫県たつの市|永禄12年11月|<龍野城合戦>浦上宗景が赤松政秀の龍野城を攻撃し
  て降伏させる
1569年12月11日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|永禄12年11月4日|松永久秀､貝吹城(守将越智家増)を攻略
1569年12月13日-09:00|日本|高知県土佐市|永禄12年11月6日|土佐吉良城主･吉良親貞が一条氏の蓮池城をおと
  す
1569年12月16日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永禄12年11月9日|筑前立花山城の浦宗勝､大友に降伏
1569年12月20日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Francisco Hernandez de Chaves｣
  (~15701205)
1569年12月22日-09:00|日本|福岡県太宰府市|永禄12年11月15日|筑前･宝満山城の高橋鑑種は同族の一万田氏の
  とりなしで大友宗麟に降伏
1569年12月23日-09:00|日本|三重県伊賀市|永禄12年11月16日|伊賀で惣国一揆が成立
1569年12月28日-09:00|日本|福岡県北九州市|永禄12年11月21日|毛利本隊は立花城及び北九州から全て撤退
1569年12月30日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄12年11月23日|<手這坂合戦>常陸小田城の小田氏治が､佐竹方
  の片野城(城主太田資正(三楽斎))を攻撃するが敗北.小田氏治は土浦城へ退却.勝利した太田資正･真壁氏･佐
  竹氏は小田城も攻撃し､小田城を落城させる(その後小田氏治は小田城を奪還)
1570年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼｬｰ2世｣
1570年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(2回目~1579年)
1570年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ1世｣(~1571年没)
1570年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Babullah Datu Shah｣(~1583年死去)
1570年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｳﾗﾅ･ﾊﾟﾇﾝﾊﾞﾊﾝ･ﾕｽﾌ｣(~1585年病死)/王都ﾊﾞﾝﾃﾝを建設
1570年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞﾗｳﾞｨﾔ･ｼｬﾊ｣
1570年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟｰﾙﾅ･ｼｬﾊ｣(~1605年)
1570年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国
1570年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾎｰﾙ国
1570年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ｶｼ･ﾅｲﾅｰ･ﾊﾟﾗｶｾｶﾗﾝ｣
1570年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾛｼｱと和平条約を締結
1570年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾝ･ｺｻｯｸがﾛｼｱ皇帝の宗主権を正式に受諾
1570年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Behram Pasha｣(~1575年)
1570年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾈﾑ=ﾎﾞﾙﾇ帝国｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｱﾛｰﾏ｣(~1619年)
1570年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾏﾄﾞ｣
1570年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1571年)
1570年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊｼﾞ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1571年)
1570年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶｽﾃﾛﾘｿﾞ島をｳﾞｪﾈﾂｨｱが占領(~1571年)
1570年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<改称>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Joachim Ernest｣⇒ｱﾝﾊﾙﾄ候(~15861206死去)
1570年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||このころ､ｽﾍﾟｲﾝにｼﾞｬｶﾞｲﾓが伝播
1570年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Gante del Campo｣(~1573年)
1570年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ｻｰ｣(~1573年)
1570年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Edward Tarbock｣(~1576年)
1570年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｰﾃﾞｨﾙとﾆｻﾞｰﾑの両ｼｬｰﾋｰ朝連合軍がﾎﾟﾄｶﾞﾙに敗北
1570年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島はｷﾘｽﾄ騎士団が管理(~1593年)
1570年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙﾒﾎ｣(~1572年)
1570年1月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Joao Soares de Sousa｣
1570年1月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Pedro Soares de Sousa｣(~1580年)
1570年1月4日-09:00|日本|静岡県|永禄12年11月28日|<第3次駿河侵攻>武田晴信､駿河の北条諸城(深沢･新庄･湯
  沢･足柄･山中)を攻め落とす/23年余にわたる甲駿相3国同盟破綻
1570年1月5日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ｣(~157301
  26)
1570年1月6日-09:00|日本|富山県氷見市|永禄12年11月30日|<鶏塚合戦>畠山義慶に対して八代俊盛･八代外記(
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  俊盛嫡男)が鶏塚において挙兵/長綱連を中心とする畠山軍が四千余の軍勢で鶏塚を攻め八代父子は自害/俊盛
  の弟･肥後,主水は越中へ逃亡
1570年1月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣がﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞに入城/翌日から住民を虐殺
1570年1月10日-09:00|日本|静岡県富士市|永禄12年12月4日|北条軍､駿河より引き上げる/武田信玄が駿河庵原
  郡岩淵宿を焼き払う
1570年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏﾘ伯･初代ﾏｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1570年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏﾘ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の娘(~15911118死去)
1570年1月11日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年12月5日|武田信玄が北条綱重の拠る蒲原城を包囲､開
  城勧告をするが拒否され､蒲原城下を放火して兵を引く
1570年1月12日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年12月6日|<蒲原城合戦>蒲原城主北条綱重､城を出て武
  田軍の背後を攻撃しようとするが失敗.その隙に武田勝頼軍が蒲原城を奪還し､山県昌景を入れる/蒲原城落城
  の時､残っていた老兵と婦女子2百人､布橋にすがって逃げ出したが､武田軍によりその命綱を斬られ向田川の
  崖下に落ちて死ぬ/岩戸山常楽寺焼失
1570年1月12日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡富士川町|永禄12年12月6日|武田軍の兵火により､山田薬師堂(富士
  川町中之郷)焼失
1570年1月13日-09:00|日本|静岡県静岡市|永禄12年12月7日|<駿府城の戦い>駿府城普請奉行岡部次郎右衛門正
  綱･岡部治部右衛門長秋･久野弾正宗政･小原兵部･小原長七郎･三浦兵部義鏡･安部大蔵元真･小長谷氏･小倉内
  蔵介･森川日向守･富永一党･沢木氏･酒井極之助実明4百防戦/信玄旗本60騎･馬場美濃60騎､薩た山(由比町西倉
  沢)に籠る今川方を攻める.興津河原まで追い掛け37人討ち取る
1570年1月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾁｭﾆｽを再占領(~15731010)
1570年1月19日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄12年12月13日|武田信玄が岡部正綱の籠もる駿河今川館を落
  とす/正綱は降伏開城し信玄に臣従
1570年1月20日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄12年12月14日|武田信玄旗本60騎･馬場美濃60騎､薩た山に
  籠る今川方を攻め興津河原まで追い掛け37人討ち取る
1570年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣異母妹の前ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱﾘｰを支持するﾊﾐﾙﾄﾝ
  氏族のｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝに暗殺される
1570年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の娘(~15911118死去)
1570年2月3日-09:00|日本|鹿児島県|永禄12年12月28日|島津氏は東郷氏､入来院氏を降伏させて薩摩統一を果た
  す(城の明け渡しは翌年1月)
1570年2月4日-09:00|日本|佐賀県唐津市|永禄12年12月29日|龍造寺勢が岸岳城を占拠していた日高喜を壱岐に
  追い出すことに成功し､波多下野守興の子藤童丸が岸岳城に返り咲き､波多下野守親と名乗る;壱岐に逃れた日
  高喜は壱岐の波多勢力を駆逐し､平戸の松浦隆信の家臣となり､壱岐は上松浦の手を離れ平戸松浦氏の支配地
  となる
1570年2月5日-09:00|日本|秋田県|永禄13年|<第二次湊騒動(出羽国)>茂季が兄愛季の意を受け､豊島領内との交
  易を制限したことから豊島玄蕃ら湊城近隣の国人らが下刈右京､川尻中務､小野寺氏､戸沢氏らと同調して挙兵
1570年2月5日-09:00|日本|岡山県津山市|永禄13年|美作･宇喜多の将･花房職秀､荒神山城を築く
1570年2月5日-09:00|日本|高知県高知市|永禄13年|高知土佐神社社殿を長曽我部元親が再建
1570年2月5日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄13年|<再建>長峰村[郷ﾉ浦町]の高峰神社宝殿
1570年2月5日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄13年|<造営>湯岳[芦辺町]に印鑰大明神拝殿
1570年2月5日-09:00|日本|長崎県長崎市|永禄13年|<交替>肥前高来郡一円領主｢有馬義貞｣隠居⇒嫡男の｢有馬義
  純｣(~元亀2年6月14日(15710706)死去)
1570年2月5日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄13年|<交替>播磨置塩城主｢(赤松氏第12代当主)赤松義祐｣隠居⇒
  子の｢赤松則房｣が継ぐ(⇒天正5(1577)年5月播磨国置塩城1万石を安堵)
1570年2月5日-08:00|中国|  ||明･隆慶4年|<死去>北疆ﾊﾝ｢ｼｬｰ｣
1570年2月5日-08:00|中国|  ||明･隆慶4年|明で西遊記がこのころ刊
1570年2月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/日本/中国|  ||永禄13年|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが長崎･ﾏｶｵ間の定期航路を開設/交易を開始
1570年2月5日-09:00|日本|大阪府東大阪市|永禄13年1月|三好義継､本拠を飯盛城から若江城に移す
1570年2月5日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永禄13年1月|<就任>壱岐守護｢日高喜｣松浦隆信軍の援軍を受け､壱岐
  城代の波多政を倒し全島を治める
1570年2月8日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ･ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ地震(M8.3)､死者2千人
1570年2月8日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|永禄13年1月4日|<第4次駿河侵攻>武田信玄､駿河に侵攻/山西に
  侵入をはかる武田軍に対し､花沢城衆が小坂口で迎え撃つ/鱸木源六が敵を討取る
1570年2月9日-09:00|日本|鹿児島県|永禄13年1月5日|渋谷一族､島津家へ降伏/島津家が薩摩統一/東郷重尚には
  島津貴久より東郷を与えられ､入来院重嗣には入来院が与えられ､高城は島津義虎に与えられる
1570年2月15日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄13年1月11日|<第九次唐沢山城の戦い>再び背いた佐野昌綱を従
  わせるため､上杉輝虎は唐沢山城に迫ったが真冬の時期の攻城はさすがに不可能であったため､謙信は兵を引
  いた
1570年2月17日-09:00|日本|静岡県焼津市|永禄13年1月13日|<花沢城の戦い>駿府で越年した武田信玄が花沢城(
  城主小原鎮実)を攻撃占領
1570年2月19日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄13年1月15日|上杉輝虎が下野国佐野城主佐野宗綱を攻め､常陸国
  太田城主佐竹義重も輝虎の求めに応じて佐野攻めに参陣し､輝虎は佐野城を攻略
1570年2月27日-09:00|日本|京都府京都市|永禄13年1月23日|信長が将軍義昭に五箇条の覚書を承認させる
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1570年3月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Bernhard7世｣
1570年3月3日-09:00|日本|静岡県藤枝市|永禄13年1月27日|武田信玄が藤枝･徳之一色城を陥す(⇒馬場美濃守信
  房に増築させ田中城と改名)
1570年3月4日-09:00|日本|島根県雲南市|永禄13年1月28日|毛利輝元は尼子方となっていた出雲国飯石郡の多久
  和城を攻略
1570年3月4日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄13年1月28日|大和国井戸城､陥落
1570年3月7日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|永禄13年2月|宇喜多直家､備前･石山城(金光宗高)を攻略
1570年3月7日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄13年2月|武田信玄が江尻城を普請
1570年3月12日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人の日本人奴隷購入を禁止/ｲｴｽﾞｽ会は奴隷
  交易容認のため効果は無し
1570年3月16日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄13年2月10日|常陸国真壁郡下妻城主･多賀谷政経は筑波郡谷田
  部城主･岡見頼治を攻め破り､河内郡の牛久へ追拂って谷田部城を攻略､弟の多賀谷政伯をして之れを守らしむ
1570年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1570年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~16010119死去)
1570年3月20日-09:00|日本|島根県安来市|永禄13年2月14日|<布部山の戦い>毛利輝元が尼子勝久の武将山中鹿
  介を布部で破る
1570年3月24日-09:00|日本|  ||永禄13年2月18日|｢越相同盟｣北条氏康･同氏政父子､起請文を上杉輝虎(謙信)に
  送りて盟約を誓い､且つ兵を信濃または西上野に出して､武田信玄の勢を牽制することを求める/北条･上杉の
  和睦条件が整い､この日以降､誓詞･条書が交換される
1570年3月28日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄13年2月22日|松永久秀が大和辰市城に井戸良弘を攻める
1570年3月31日-09:00|日本|  ||永禄13年2月25日|月蝕
1570年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣
1570年4月6日-09:00|日本|茨城県下妻市|永禄13年3月|多賀谷氏は下総国岡田郡今里邑の忝鳳山円福寺を真壁郡
  下妻の新町に移し､後に大町に移す
1570年4月6日-09:00|日本|兵庫県丹波市|永禄13年3月|上洛していた織田信長に荻野直正と甥の赤井忠家(直正
  の兄赤井家清は亡くなり､忠家は家清の嫡男)は拝謁し織田方につくことを約束/信長は氷上郡･天田郡･何鹿郡
  の丹波奥三郡を安堵
1570年4月10日-09:00|日本|新潟県|永禄13年3月5日|上杉輝虎(謙信)が北条氏康と和睦/越相同盟⇒北条氏康の
  七男氏秀を養子にする(のち景虎と改む)
1570年4月25日-09:00|日本|群馬県桐生市|永禄13年3月20日|上野国桐生城主桐生又次郎親綱は山城出羽守守利
  に命じ､上野国仁田山城の里見入道勝広を討取って攻略
1570年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾚｶﾞｽﾋﾟ遠征隊がﾏﾆﾗを攻撃開始しﾓﾛ戦争が始まる
1570年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺがｷﾌﾟﾛｽ島の割譲を要求してｳﾞｪﾈﾂｨｱに宣戦
1570年5月2日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄13年3月27日|松永久秀が井戸城を落とし､井戸良弘は南方へ逃れ
  る
1570年5月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第84代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾛﾚﾀﾞﾝ｣
1570年5月5日-09:00|日本|愛知県春日井市|永禄13年4月|尾張国の水野元茂､知多郡村木村八幡社の社殿を建立
1570年5月5日-09:00|日本|秋田県能代市|永禄13年4月|出羽/檜山安東氏の安東愛季､湊安東家を統合し､所領も
  併合
1570年5月5日-09:00|日本|静岡県御殿場市|永禄13年4月|北条氏康･氏政､駿河深沢城を奪回､北条綱成を入れる
1570年5月8日-09:00|日本|山形県東置賜郡川西町|永禄13年4月4日|出羽/伊達輝宗､謀叛の疑いのある宿老中野
  宗時･牧野久仲父子に先制攻撃をかけ鎮定/元亀の変
1570年5月9日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄13年4月5日|松永久秀が井戸城(大和国)を破却
1570年5月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第85代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ1世｣(~15770604
  死去)
1570年5月17日-09:00|日本|静岡県御殿場市|永禄13年4月13日|<深沢城の戦い>北条氏康･氏政が兵38,000で武田
  が占拠していた駿河深沢城を攻撃占領して城代に北条綱成を置く
1570年5月18日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|永禄13年4月14日|相馬盛胤､伊達輝宗方の陸奥丸森城を攻略
1570年5月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｵﾙﾃﾘｳｽが世界初の｢地図帳｣を出版
1570年5月20日-09:00|日本|静岡県|永禄13年4月16日|<信玄第5次駿河侵攻>武田信玄､甲府から駿河へ出陣
1570年5月21日-09:00|日本|島根県雲南市|永禄13年4月17日|<牛尾城の戦い>毛利輝元､尼子氏の居城､牛尾城を
  陥とす
1570年5月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍ﾏﾙﾃｨﾝ=ﾃﾞ=ﾃﾞ=ｺﾞｲﾃｨ､ﾗｼﾞｬ=ｽﾘﾏﾝに勝利/ﾏﾆﾗ湾に面した海岸の
  野営地の300人のｽﾍﾟｲﾝ人兵士と三王の町から集まった数千人のﾑｽﾘﾑ兵士との戦闘/ｺﾞｲﾃｨとｻﾙｾﾄﾞに率いられた
  300人のｽﾍﾟｲﾝ軍は､まず､ﾊﾟｼｸﾞ川北岸のﾄﾝﾄﾞ地区のﾑｽﾘﾑの町を襲撃し､数千人のﾑｽﾘﾑ兵の殆どを虐殺
1570年5月24日-09:00|日本|福井県|永禄13年4月20日|<第1次越前侵攻>織田･幕臣連合軍､若狭から越前に侵攻.
  徳川家康､松永久秀､池田勝正､公家衆(飛鳥井雅敦､日野輝資)らも参加.柴田､丹羽､森､木下､明智､池田､前田､
  簗田らが従軍
1570年5月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ﾜｲﾅﾝﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ｴｲﾅｯﾃﾝ｣
1570年5月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ｺﾞﾀﾞｰﾙﾄ･ﾊﾞﾝ･ｴｱ｣(~1598年没)
1570年5月26日-09:00|日本|佐賀県|永禄13年4月22日|大友宗麟が立花道雪･高橋紹運を先手に佐賀攻めに出陣､
  龍造寺勢と高尾で戦う
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1570年5月27日-09:00|日本|  ||元亀1年4月23日|永禄より元亀に改元
1570年5月27日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元亀1年4月23日|大友宗麟､肥前佐嘉城(龍造寺隆信)を攻撃
1570年5月29日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元亀1年4月25日|浅井長政､織田信長に謀反
1570年5月29日-09:00|日本|福井県敦賀市|元亀1年4月25日|<手筒山･金ヶ森合戦>織田･徳川連合軍､越前敦賀で
  朝倉軍に勝利.秀吉は越前手筒城を陥とす
1570年5月30日-09:00|日本|愛知県豊川市|元亀1年4月26日|三河国深田郷の村人衆､天神社を再建
1570年5月30日-09:00|日本|福井県敦賀市|元亀1年4月26日|織田信長､越前金ヶ崎城(朝倉景恒)･疋田城を陥とす
1570年6月1日-09:00|日本|福井県敦賀市|元亀1年4月28日|<金ｹ崎の退き口>越前討伐中の織田軍に浅井長政離反
  の報が伝わり､木下秀吉を金ｹ崎城に留めて退却
1570年6月2日-09:00|日本|滋賀県|元亀1年4月29日|佐々木承禎が近江で挙兵して所々を放火
1570年6月3日-09:00|日本|岐阜県不破郡垂井町|元亀1年4月30日|朝倉景鏡が美濃垂井･赤坂へ侵攻､放火して帰
  陣
1570年6月3日-09:00|日本|福井県大飯郡おおい町|元亀1年4月30日|明智光秀･丹羽長秀を若狭に派遣､若狭大飯
  郡石山城主武藤友益母を人質に取り武藤の砦を破壞
1570年6月6日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍はﾊﾟｼｸﾞ川を南に渡ってﾗｼﾞｬ･ｽﾘﾏﾝのﾏﾆﾗの町で更なる虐殺を行
  い､町を占領して燃やしｽﾘﾏﾝの丸太柵を外壁として､ﾏﾆﾗ居留地を置くとともに要塞を建設
1570年6月9日-09:00|日本|福井県大飯郡おおい町|元亀1年5月6日|織田家部将の丹羽長秀と幕臣の明智光秀､武
  藤友益を威圧し若狭を平定
1570年6月10日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣がﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公ﾏｸﾞﾇｽをﾘｳﾞｫﾆｱ王に任命し彼
  にﾛｼｱが支配する地域の一部(現在のｴｽﾄﾆｱ中部と南部そしてﾗﾄﾋﾞｱ北部)を与える(~1577年)
1570年6月12日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|元亀1年5月9日|<任命>近江安土城｢中川重政｣織田信長配下
1570年6月12日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|元亀1年5月9日|<任命>近江長光寺城｢柴田勝家｣織田信長配下
1570年6月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年5月9日|<任命>近江志賀(宇佐山城)｢森可成｣織田信長配下
1570年6月12日-09:00|日本|滋賀県野洲市|元亀1年5月9日|<任命>近江永原城｢佐久間信盛｣織田信長配下
1570年6月17日-09:00|日本|石川県|元亀1年5月14日|<死去>加賀国守護｢富樫晴貞｣一揆軍に野々市城を追われ､
  加賀河北郡傳燈寺で自刃⇒｢富樫泰俊｣が継ぐ(~天正2年2月19日(15740312)討ち死に滅亡)
1570年6月17日-09:00|日本|静岡県沼津市|元亀1年5月14日|<千本松原合戦>武田信玄が北条氏政･今川氏真と駿
  河吉原千本松原で戦い撃退される
1570年6月18日-09:00|日本|山形県山形市|元亀1年5月15日|<交替>羽州探題(出羽山形城)｢最上義守｣隠居⇒｢最
  上義光｣(~天正16(1588)年5月秀吉に任命される⇒1590年出羽山形24万石安堵)
1570年6月22日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元亀1年5月19日|信長は千草越えで帰国途上,甲津畑(滋賀県永源寺
  町)で佐々木承禎の依頼を受けた杉谷善住坊によって鉄砲で狙撃されるが無事
1570年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾖﾊﾝ･ﾎﾞｯｸﾎﾙﾄ･ﾃｨﾙ･ｸﾘﾝｸﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(1回目~1587
  0623)
1570年7月3日-09:00|日本|茨城県古河市|元亀1年6月|相同盟の条件に従い､流浪していた足利義氏が古河城へ帰
  還
1570年7月6日-09:00|日本|滋賀県野洲市|元亀1年6月4日|<野洲川落窪合戦>佐久間信盛･柴田勝家が近江野洲川
  付近の落窪郷で六角承禎の伊賀･甲賀軍を破り､三雲左衞門父子･高野瀬･水原･伊賀甲賀衆を討ち取る
1570年7月7日-09:00|日本|埼玉県児玉郡神川町|元亀1年6月5日|武田信玄が武蔵国御嶽城(神川町)を攻略
1570年7月11日-09:00|日本|奈良県天理市|元亀1年6月9日|<福住城の戦い>松永久秀父子が十市城方面へ向かう
  が調略が不首尾に終わり､転じて福住城に押し寄せる
1570年7月13日-09:00|日本|茨城県下妻市|元亀1年6月11日|常陸国東茨城郡宍戸城主宍戸安芸守四郎道胤入道､
  真壁郡真壁城主真壁安芸守入道道夢等が連合して兵を挙げるが下妻城主多賀谷政経は高道祖原に於て真壁､宍
  戸等を戰って之れを破って撃退
1570年7月16日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元亀1年6月14日|松永久秀､大和国郡山衆の大部分を｢生害｣させ､
  郡山城を攻撃
1570年7月21日-09:00|日本|大阪府池田市|元亀1年6月19日|<交替>攝津池田城主｢池田勝正｣一族の三好派に追放
  され､若江城(三好義継)を頼る⇒｢池田知正(重成)｣(~天正1(1573)年没落)
1570年7月21日-09:00|日本|滋賀県|元亀1年6月19日|<第1次近江侵攻>織田信長､北近江に侵攻.織田信包､佐久間
  ､柴田､丹羽､森､蜂屋､坂井､水野､木下､西美濃衆､河尻､池田､佐々､前田､簗田､中条､不破､丸毛､市橋､斎藤らが
  従軍
1570年7月24日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀1年6月22日|三田村表の退き口/信長は浅井長政の小谷城に押し
  寄せたが朝倉家援軍が後詰に出たため、竜ヶ鼻へ本陣を移す/敵の眼前での撤退戦に佐々成政、中条家忠、簗
  田広正の三将が成功
1570年7月30日-09:00|日本|愛知県犬山市|元亀1年6月28日|<任命>犬山城主1万石｢池田恒興｣織田信長配下.姉川
  の戦いで活躍
1570年7月30日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀1年6月28日|<姉川の戦い>織田･徳川連合軍､近江姉川で朝倉･浅
  井連合軍に勝利,浅井･朝倉軍が総崩れとなって敗走;<野村･横山合戦>横山城落城､小谷城に迫り城下に放火し
  て横山城に引き上げる.浅井家部将の雨森清良､三田村国定､遠藤直経らが討死.朝倉家部将の真柄直隆らも討
  死
1570年8月2日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元亀1年7月1日|<佐和山城の戦い>織田信長は磯野員昌の守る佐和山城
  を攻め,諸将に包囲させた
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1570年8月6日-09:00|日本|大阪府吹田市|元亀1年7月5日|織田軍､摂津国吹田に於いて三好三人衆の軍勢を撃破
1570年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの新旧両派の間で､休戦と部分的信教の自由を認めたｻﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ和約が結ば
  れる/第3次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が終わる/新教徒にはﾌﾗﾝｽ西部のﾗ･ﾛｼｪﾙ･ｺﾆｬｯｸ､ﾌﾗﾝｽ南部のﾓﾝﾄｰﾊﾞﾝ､ﾌﾗﾝｽ中央部のﾗ･ｼｬﾘﾃ
  の｢四安全保障都市｣が与えられる
1570年8月20日-09:00|日本|新潟県|元亀1年7月19日|上杉氏､武田方の使僧を成敗して武田氏と断交
1570年8月22日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年7月21日|三好三人衆軍は摂津中嶋に進出し､野田城･福
  島城を築城
1570年8月28日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀1年7月27日|松永久秀不在の間に筒井順慶が五百の兵を率いて十
  市城に入る
1570年8月30日-09:00|日本|奈良県北葛城郡広陵町|元亀1年7月29日|松永久秀方の箸尾氏が細井戸城を落とす
1570年9月4日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|元亀1年8月5日|<韮山城外町庭口の戦い>武田信玄､伊豆韮山城外
  の町場口にて北条軍と戦う
1570年9月6日-09:00|日本|奈良県大和高田市|元亀1年8月7日|布施氏は松永久秀方であった｢高田城｣(奈良県大
  和高田市)の出城を攻め落とした
1570年9月8日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|元亀1年8月9日|三好三人衆が淡路衆･安宅衆千五百人を率いて摂津尼
  崎に上陸､伊丹城を攻める
1570年9月9日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｨ･ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣
1570年9月9日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾆｺｼｱが占領されｷﾌﾟﾛｽはｵｽﾏﾝ帝国の一部となる(ｷﾌﾟﾛｽ州;ｱﾗｲｴのｻﾝｼﾞｬｸ､ﾀﾙ
  ｽｽ､ｲﾁｪﾙ､ｼｽ､ｽﾞﾙｶﾄﾞﾘｴが1610年まで/ﾄﾗﾌﾞﾙｼｬﾑ(ﾄﾘﾎﾟﾘ)は1573年まで)
1570年9月9日-09:00|日本|静岡県沼津市|元亀1年8月10日|<興国寺城合戦>武田信玄の別働隊が興国寺城(城主垪
  和氏続)攻撃するが退く
1570年9月9日-09:00|日本|千葉県千葉市|元亀1年8月10日|里見氏･下総千葉寺下から野田･土気村で原氏と合戦､
  小西の原能登守らを討取る
1570年9月10日-09:00|日本|栃木県那須郡那珂川町|元亀1年8月11日|佐竹義重､那須資胤の属城下野国の大山田
  城を攻略
1570年9月12日-09:00|日本|愛知県愛西市|元亀1年8月13日|尾張国稲葉村八幡社の社殿が建立される
1570年9月12日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀1年8月13日|下総国結城城主結城晴朝は筑波郡小田城主小田讃
  岐守氏治入道天菴を攻めんと石毛､豊田を押へ筑波郡に侵入し小田方を破って攻略
1570年9月12日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|元亀1年8月13日|<猪名寺合戦>安宅信康､池田勝正や伊丹親興らと戦
  う／尼崎の猪名寺付近で三好三人衆方安宅信康勢が幕府･織田信長方の伊丹忠親の伊丹城を攻めようと尼崎か
  ら北上,三人衆方池田勢もこれに呼応して池田から南下/この合戦で三人衆勢は後退するが双方に死傷者を出
  して忠親方に3･4名の戦死者を出す
1570年9月16日-09:00|日本|大阪府|元亀1年8月17日|織田軍(三好義長ら)､摂津国･河内国に於いて三好三人衆の
  軍勢と交戦/河内国での戦闘で､三好義長(三好太夫)の軍勢300余が一所に於いて壊滅
1570年9月16日-09:00|日本|大阪府門真市|元亀1年8月17日|三好長逸･三好宗渭･岩成友通の軍勢が､三好義継･畠
  山昭隆･伊丹親興･遊佐の軍勢400名が籠る古橋城(河内国)を攻め首級218をあげる
1570年9月19日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元亀1年8月20日|大友宗麟は数万の大軍を肥前に侵入､龍造寺は孤立
  無援となったが龍造寺の部将鍋島直茂の乾坤一擲の今山の大友本陣の夜襲によって大友親貞を討つ(今山合戦
  )龍造寺の大勝
1570年9月20日-09:00|日本|佐賀県多久市|元亀1年8月21日|多久城は鍋島信生らに占拠された/小田鎮光は主従
  僅か数十人で縁りを求めて筑後へ落ちていった
1570年9月21日-09:00|日本|佐賀県多久市|元亀1年8月22日|小田鎮光の梶峰城を龍造寺勢がおとす
1570年9月21日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀1年8月22日|筒井順慶､高樋城(奈良市)を築城
1570年9月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀1年8月23日|竹内秀勝(竹下)､大和国で蜂起した筒井順慶の軍勢
  を撃退し高樋山まで駆逐
1570年9月24日-09:00|日本|栃木県那須郡那珂川町|元亀1年8月25日|那須資胤･資晴軍は､佐竹家の大金重宣の梅
  ヶ平城を攻めたが退いた
1570年9月24日-09:00|日本|奈良県|元亀1年8月25日|織田軍の竹内秀勝(松永久秀家臣)･｢中坊｣ら､大和国で蜂起
  した｢筒井｣以下｢牢人衆｣を鎮圧
1570年9月25日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年8月26日|<野田･福島城の戦い>織田信長､軍を神崎･上
  下難波･木津･今宮へ進軍させ､三好三人衆の野田城･福島城を攻撃させる
1570年9月27日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年8月28日|<野田城･福島城の戦い>三好三人衆軍の細川
  信良を始め三好政勝､香西長信らが織田軍へ寝返り
1570年9月30日-09:00|日本|愛知県田原市|元亀1年9月|鈴木重隆･同重親､三河国大草村八幡･神明社の社殿を建
  立
1570年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱｽｶﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1570年10月2日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年9月3日|織田信長､軍を神崎･上下難波･木津･今宮へ進
  軍させ､三好三人衆の野田城･福島城を攻撃させる
1570年10月7日-09:00|日本|  ||元亀1年9月8日|<死去>八板金兵衛(69歳)刀鍛冶･鉄砲鍛冶
1570年10月7日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|元亀1年9月8日|三好義長(三好左京大夫)･松永久秀(松永山城守)
  ､摂津国浦江城(海老江城)を攻略
1570年10月9日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾊﾝｽ･ﾋﾞｮﾙﾝｿﾝ･ﾚｼﾞｮﾝ｣(~1572年没)
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1570年10月9日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀1年9月10日|本願寺門跡顕如が浅井久政,長政親子と同盟
1570年10月10日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年9月11日|<野田城･福島城の戦い>織田軍の野田城･福
  島城への直接的な攻城が開始され城兵の首級が7つ上がる
1570年10月10日-09:00|日本|静岡県浜松市|元亀1年9月11日|徳川家康が居城を岡崎城から浜松城(曳馬城から改
  称)へ移す/岡崎城は信康(12歳)が城主となる
1570年10月11日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀1年9月12日|石山本願寺が､海老江に進み野田･福島の砦
  に攻撃を加えた織田信長に対して挙兵､石山合戦始まる
1570年10月11日-09:00|日本|大阪府貝塚市|元亀1年9月12日|<野田城･福島城の戦い>織田軍は畠中城も落城させ
  た/三人衆は浮足立ち信長に和平を申し込むが､信長は徹底攻撃を主張し和平案を受け入れなかった
1570年10月11日-09:00|日本|三重県伊勢市|元亀1年9月12日|<長島一向一揆>本願寺の反信長蜂起(石山合戦)に
  伴って､当時の願証寺住持証意や本願寺の坊官下間頼成の檄文によって長島でも門徒が一斉に蜂起/これに呼
  応して｢北勢四十八家｣と呼ばれた北伊勢の小豪族も一部が織田家に反旗を翻し一揆に加担/大坂より派遣され
  た坊官の下間頼旦らに率いられた数万に及ぶ一揆衆は､伊藤氏が城主を務める長島城を攻め落とし城を奪う
1570年10月12日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀1年9月13日|本願寺顕如が織田方の楼の岸砦に攻め入る
1570年10月12日-09:00|日本|大阪府大阪市西区|元亀1年9月13日|本願寺顕如が織田方の川口砦に攻め入る
1570年10月13日-09:00|日本|愛知県大府市|元亀1年9月14日|清正次郎左衛門､三河国長草村の牛頭天王社社殿を
  建立
1570年10月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|元亀1年9月14日|<淀川堤の戦い>本願寺軍は石山を出て淀川堤で信
  長軍と直接激突/戦いは織田軍優勢のうちに終わり､本願寺軍は石山に戻り篭城の構えを見せた/石山本願寺の
  第一次挙兵は､1月もたたないうちに実質的には終る
1570年10月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月16日|<坂本の戦い>近江で浅井･朝倉連合軍が信長の背後
  を突くべく進軍を開始/宇佐山城主･森可成は野府城主･織田信治､青地茂綱らと共に交通の要所である坂本を
  先に占領して街道を封鎖､連合軍の南進妨害を試み撃退する
1570年10月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月16日|<志賀の陣(近江国)>南下した浅井･朝倉軍が宇佐山
  城を攻撃､森可成が交戦､勝利
1570年10月17日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀1年9月18日|織田信長･足利義昭が中島方面に兵を出し石
  山本願寺を圧迫するが本願寺川の反撃に遭い撃退される
1570年10月18日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月19日|<志賀の陣(近江国)>再度浅井･朝倉軍が攻撃を行い
  ､織田軍は敗北.森可成(48歳)､織田信治(信長の弟)､青地茂綱が討死
1570年10月18日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月19日|浅井長政･朝倉義景が二手に分かれて織田方森可成
  の守る近江宇佐山城を攻撃
1570年10月19日-09:00|日本|愛媛県今治市|元亀1年9月20日|能島城主能島武吉が毛利元就らと盟約を結ぶ
1570年10月19日-09:00|日本|大阪府大阪市都島区|元亀1年9月20日|石山本願寺一揆軍が淀川対岸の滓上江堤で
  織田勢と激戦､織田勢は先鋒佐々成政が負傷し敗退
1570年10月19日-09:00|日本|岐阜県可児市|元亀1年9月20日|<死去>美濃金山75000石｢森可成｣⇒｢森長可｣が嗣ぐ
  (⇒天正10(1582)年信濃海津へ)
1570年10月19日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月20日|<宇佐山城の戦い>顕如の要請を受けた坂本里坊､延
  暦寺の僧兵達も攻め手に加わり､西の僧兵と北の浅井･朝倉軍ら総勢3万の兵から挟み撃ちを受けた森可成､織
  田信治､青地茂綱ら3将は奮戦するも衆寡敵せずいずれも討死,主将を失った宇佐山城も連合軍の攻撃を受ける
  が寡兵ながら士気は高く可成の家臣各務元正､肥田直勝などが中心となって抗戦し落城は免れた
1570年10月20日-09:00|日本|愛媛県西予市|元亀1年9月21日|土佐一条氏の将東小路法行が西園寺氏と伊予宇和
  郡松葉城に戦うが敗れる
1570年10月20日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月21日|<宇佐山城合戦>朝倉･浅井連合軍､大津から山科に
  転進/織田･足利連合軍､摂津から撤退し一時帰京
1570年10月22日-09:00|日本|大阪府大阪市福島区|元亀1年9月23日|近江宇佐山危機の報を受け､織田信長が対峙
  中の三好方摂津野田･福島砦の囲みを解き撤兵
1570年10月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年9月24日|織田信長が大津から坂本に兵を進め救援に現れ浅
  井･朝倉連合軍に死者1千名以上が出た
1570年10月27日-09:00|日本|兵庫県西宮市|元亀1年9月28日|<瓦林城合戦>篠原長房の不意打ちで摂津瓦林城(瓦
  林三河守)は一挙に攻め立てられ106名が討ち死,瓦林氏はこの時を最後に滅んだ
1570年10月29日-09:00|日本|岡山県総社市|元亀1年10月|尼子方につく宇喜多直家･浦上宗景が備中へ侵攻.幸山
  城など備中南東部を制圧
1570年10月29日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|元亀1年10上旬|武田信玄の将･山県昌景､藤枝･遠江榛原郡の
  小山まで乱取し､遠江をうかがう
1570年10月29日-09:00|日本|広島県三原市|元亀1年10月|小早川隆景,大檀那として,豊田郡本郷の橘八幡宮社殿
  を再興
1570年10月29日-09:00|日本|  ||元亀1年10月1日|豊後の大名･大友宗麟と肥前の大名･龍造寺隆信が講和
1570年10月29日-09:00|日本|大阪府茨木市|元亀1年10月1日|篠原長房､攝津･茨木城を攻略
1570年10月30日-09:00|日本|滋賀県|元亀1年10月2日|徳川家康は信長の支援のために近江国に出兵
1570年11月1日-09:00|日本|京都府乙訓郡|元亀1年10月4日|山城国西岡に於いて土一揆が蜂起す
1570年11月2日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|元亀1年10月5日|三好三人衆､高屋城を包囲
1570年11月2日-09:00|日本|岡山県真庭市|元亀1年10月5日|<高田城合戦>三浦貞広､美作･高田城を毛利家から回
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1570年11月5日-09:00|日本|  ||元亀1年10月8日|上杉謙信が徳川家康と同盟(三越同盟)徳川家康､信玄と絶縁
1570年11月5日-09:00|日本|島根県安来市|元亀1年10月8日|富田城の守兵と杉原盛重ら,出雲国清水山を攻略
1570年11月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ摂政｢ﾙｸｻﾝﾄﾞﾗ｣
1570年11月17日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀1年10月20日|<平塚合戦>筑波郡小田城主･小田氏治入道天菴
  は藤沢城主･菅谷正光､金田強清水城主･沼尻家忠等をして平塚原へ加勢として向わしめ､菅谷､沼尻の両將は兵
  を三隊に分け一手は猿壁より西して敵の中央を突き､一手は高田と酒丸の間に陣して敵の連絡を断ち､一手は
  中根､口堀から進んで敵の北方を突いて､結城軍は不意を打たれて敗北し､わずかに免れて吉沼に逃れ､部將ら
  は各々其の居城に帰った
1570年11月17日-09:00|日本|京都府京都市左京区|元亀1年10月20日|巳刻､比叡山より朝倉･浅井連合軍が下山し
  一乗寺･試楽寺･高野･松之崎などに放火して廻る;幕府｢奉公衆｣､勝軍城を攻略
1570年11月17日-09:00|日本|群馬県|元亀1年10月20日|<第11次関東遠征>上杉輝虎が北條氏政や今川氏真の依頼
  によって上野武田領に出陣
1570年11月17日-09:00|日本|滋賀県守山市|元亀1年10月20日|木下藤吉郎秀吉が､丹羽長秀とともに江南の一向
  一揆を破る
1570年11月18日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|元亀1年10月21日|山城･三好三人衆､御牧城占領
1570年11月19日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|元亀1年10月22日|<御牧城の戦い>木下藤吉郎秀吉が､細川
  藤孝と山城国に軍を進め､三好の手に落ちていた京都の御牧城を奪還
1570年11月19日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|元亀1年10月22日|細川軍･和田軍､摂津国御牧砦外構を突破
  し一揆勢と交戦,松井康之が一番鑓の戦功を挙げ､一揆勢を敗軍させる
1570年11月19日-09:00|日本|兵庫県美方郡|元亀1年10月22日|浦上宗景が三木城へ迫り南曲輪を焼いた
1570年11月19日-09:00|日本|福井県|元亀1年10月22日|若狭の武田元実･武藤友益らが織田信長に反旗を翻す
1570年11月20日-09:00|日本|滋賀県|元亀1年10月23日|木下秀吉が浅井･朝倉連合軍と開陣し敵首26を持参､下津
  屋･三牧以下3人を降参させた
1570年11月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年10月25日|堅田の猪飼昇貞･居初又次郎･馬場孫次郎が織田方
  に内通
1570年11月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年10月26日|<堅田の戦い>朝倉景鏡･前波景当や一向宗門徒ら
  が比叡山より下って堅田に攻め寄せ,信長配下の坂井政尚･安藤右衛門佐･桑原平兵衛の軍は堅田を囲まれ孤立
  したが奮戦し､前波景当を返り討ちにするなどしたが､結局は数に押し込まれ織田軍は壊滅し坂井政尚らは戦
  死/猪飼らは堅田を捨てて船で琵琶湖を渡って逃走
1570年11月27日-09:00|日本|  ||元亀1年10月30日|本願寺と織田信長との和睦が成立
1570年11月28日-09:00|日本|三重県桑名市|元亀1年11月|本願寺連枝願証寺証意が伊藤氏を討ち伊勢長嶋城を奪
  う
1570年11月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･隆慶4年11月|明がﾓﾝｺﾞﾙのｱﾙﾀﾝ･ﾊﾝと和議が成立
1570年11月28日-09:00|日本|奈良県|元亀1年11月1日|筒井順慶､織田家に恭順の意を示す
1570年12月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽﾃﾃｨﾝの和約が結ばれ､ﾃﾞﾝﾏｰｸがｽｳｪｰﾃﾞﾝの独立を承認
1570年12月5日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Mazariegos｣(~1576.3死去)
1570年12月7日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀1年11月10日|常陸国の佐竹方部將多賀谷政経､宍戸友秋､坪井
  内膳正らが常陸国筑波郡小田城主小田氏治を攻め､多賀谷政経は筑波郡の大曽根､若森､山木､田中等の小田領
  を攻略して､大曽根に築城し､部下の白井縫殿助全洞をして之れを守らしめ､再び小田城を攻めたが敗北して撃
  退さる
1570年12月9日-09:00|日本|兵庫県たつの市|元亀1年11月12日|浦上宗景､龍野の赤松家部将赤松政秀を謀殺
1570年12月10日-09:00|日本|  ||元亀1年11月13日|本願寺と足利義昭政権との和睦が成立
1570年12月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年11月13日|戦死した森可成に替わり､明智光秀が近江宇佐山
  城主となる
1570年12月13日-09:00|日本|  ||元亀1年11月16日|木下藤吉郎､丹羽長秀の軍も六角･一揆勢と交戦して勝利
1570年12月13日-09:00|日本|三重県桑名市|元亀1年11月16日|大坂より派遣された坊官の下間頼旦らに率いられ
  た数万に及ぶ一揆衆は､伊藤氏が城主を務める長島城を攻め落とし城を奪う
1570年12月18日-09:00|日本|  ||元亀1年11月21日|織田信長､六角義賢･六角義治父子と和約､ついでに阿波から
  来た篠原長房と講和
1570年12月18日-09:00|日本|愛知県愛西市|元亀1年11月21日|伊勢長島の一向一揆､尾張の小木江城を陥れる/城
  主信長の弟彦七信興が自刀
1570年12月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀1年11月26日|<志賀･堅田合戦>朝倉景鏡･浅井軍に攻められて堅
  田の城が落ち坂井政尚･遠藤胤俊戦死


